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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している４








春日部タケル





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき









今までの「のうコメ」


甘あま草くさ奏かなでの脳内に、選せん択たく肢しが出現（エロゲ脳とは異なる）。
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羞しゆう恥ちプレイの日々。それを解消する為ため、空から美少女（腐くされニート）が。

　　　　[image: ↓]

選択肢を無くす為に、美少女を笑わせたりパンツ見たり（本人は真しん剣けん）。

　　　　[image: ↓]

美少女がたくさん増える（テコ入れじゃないよ）。内訳は変態妹、ニセ乳ちち、腹黒。

　　　　[image: ↓]

なんか美少女達とプールに行く事に（テコ入れじゃないよ）。

　　　　[image: ↓]

プールで美少女の一人と幼児プレイ（リアル）。その後、泣かせる。

　　　　[image: ↓]

なんの前まえ触ぶれもなく美少女でエロい先せん輩ぱいが教室に乱入（テコ入れじゃないよ）。

　　　　[image: ↑]

　　　　イマココ。









　第一章　俺の先輩がやたらにエロくて変態な件
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　　　　１




「君らがもたもたしているなら、私がいただいてしまうよ」

『お断りおことわり５フアイブ』の三年生、密ひそか秘ひめる先輩は、謳おう歌か、雪ゆき平ひら、ショコラの三人に意味ありげな視線を向けた後、いきなり俺に体を密着させてきた。

「ちょっ……」

　あたってる！　おっぱい的なものがあたってるから！

「な、何やってんですかっ！」

　慌あわてて飛び退のく。

　こ、この人、一体何を考えてるんだ？　唐とう突とつに教室に乱入してきたと思ったら、いきなりのこの行動……

「ふふ、求愛行動に決まってるじゃないか」

　そう言って妖あやしく微笑ほほえむ密先輩の恰かつ好こうは、もう着き崩くずれしてるってレベルじゃなかった。

　ブラウスのボタンなんか一つか二つしか留まってないし、細身の体に対して胸がデカすぎるんで、ぱっつんぱっつん状態になっている。

「いやあ、最近ちょっと発情期でね」

　流し目になった密先輩からは、尋じん常じようじゃない色気が発せられていた。

「う……」

　再び密着してきた先輩の、甘い吐と息いきがかかる。

「ふふふ……甘あま草くさくん、ちょっと私といい事をしようじゃないか」

「い、いい事って？」

「それはもちろんセッ──」

「ちょっといいかしら」

　そこで密先輩の声を遮さえぎるようにして、後方から雪平の声がかかった。

　雪平はそのまま歩み寄ってきて、密先輩の胸に視線を向ける。

「人の教室に来て、いきなり猥わい褻せつ物を陳ちん列れつするのはどうかと思うわ」

　猥褻物ってお前……

「ああすまない、私は全身が猥褻物なんだ」

　いきなりの失礼な発言に腹を立てるでもなく、笑え顔がおで大人な対応を見せる密先輩……いや、言ってる内容は全然意味分かんないけど。

「……」

　雪平は無言のまま密先輩を見つめていた。なんだろう、基本的にはいつもの無表情なんだけど、明らかに先輩に敵対心を持っているような雰ふん囲い気きだ。

　そして、近づいてくる影かげがもう一つ。

「おやおや、謳歌くんまでどうしたんだい」

「よく分かんないけど……秘ちゃん先輩からなんとなく嫌いやな感じがするっ」

　俺と密先輩の間に入り、微び妙みようなジト目を向ける謳歌。なんだ？　謳歌のこんな表情は珍めずらしいな。

　二人から敵意（？）を向けられた密先輩だったが、気分を害するどころか、逆に嬉き々きとした表情を浮うかべた。

「ああ……二人ともかわいいなあ」

　そのまま雪平の眼前まで歩み寄っていく。

「ちょっと失礼するよ」

　そして、躊躇ためらいなくその胸にタッチした。

「……いくら先輩と言えど、人様のパイオツを無断で触さわるのは感心しないわね」

　当の雪平は以前、ショコラの胸を思いっきり揉もみまくってた気がするんだが……まあそれはともかくとして、さすが雪平だ。

　みんなが見てる前でいきなりこんな事されたら、普ふ通つうの女子なら慌てふためくだろうに、全く動じていないように見える。

「ふふ、噂うわさ通り、なかなか面おも白しろい子のようだね……だが」

　密先輩は不敵な笑みを浮かべて手を止める。

「本当は、いっぱいいっぱいじゃないのかな」

　胸に当てていたその手を、腋わきの方まで這はい寄らせていった。そして、指がある一点まで達した瞬しゆん間かん、

「ひうっ⁉」

　雪平はいきなりぺたん、と座り込んでしまった。

　な、なんだ？

「く……」

　立ち上がろうとしているが、うまく力が入らないみたいだ。

「ふふふ……ちょっとアレなツボを刺し激げきしたから、そう簡単には立てないだろうね」

　満足そうに雪平を眺ながめる密先輩。

「さて、次は……」

　その視線が謳歌に向けられる。

「むむっ」

　危険を感じとったのか、謳歌は一歩後ずさった。

「おやおや謳歌くん、同じ『お断り５』同士なんだ、そんなに嫌がらなくてもいいじゃないか」

　おどけた仕草をしながら一歩踏ふみだしていく密先輩。

「秘ちゃん先輩。あたしの方がスピード速いから、えっちい事しようとしても捕つかまらないもんねっ」

　本人の言の通り、謳歌の身体能力は飛び抜ぬけている。

　体育の授業ではぶっちぎりのスペックを発揮しているし、二年のこの時期においても、未いまだに運動系の部活からの勧かん誘ゆうが絶えないらしい。

　女子はもちろんの事、男子を含ふくめてもその運動能力に比ひ肩けんしうる人間は少ないだろう。

「なるほど、まあそうだろうね」

「そうそう……って、へ？」

　密先輩は不意にぬらり、とした柳やなぎのような動きをみせたかと思うと、いつの間にか、謳歌の後ろに回り込んでいた。

「ふふ、捕まえたよ」

「な、なんでっ？」

　抱だきつくような形で謳歌を拘こう束そくする密先輩。

「ふふ、たしかに君の身体能力は素す晴ばらしいが、まだまだ無む駄だな動きが多い」

「は、放してっ」

　謳歌はジタバタと暴れるが、さして力を込めているように見えない密先輩の拘束から逃のがれる事ができない。

「人を捕まえるのに、必ずしもスピードやパワーで勝まさっている必要はないという事だね……ああ、実にいいおっぱいだ」

「や、やめてよーっ」

　後ろから謳歌の胸を揉みまくる密先輩。

「やだーっ！」

　嫌がる謳歌を完全に無視して指をぐねらせていた密先輩だったが、しばらくした所で、胸から手を離はなす。

「ふう、もっと揉んでいたい気もするが……君の弱点はこっちだね」

　言いながら、むき出しになっている謳歌のへそを、そっと撫なでた。

「え……ちょっ……やだっ！」

　謳歌から一オクターブ高い悲鳴が漏もれる。

「あ……は……や、やめっ──」

　悶もだえる謳歌に構わずに、そのままへその周囲を撫で回す密先輩。
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「あ……あ……」

　謳歌の体からは次し第だいに力が抜けていき、

「ひゃ……うう」

　さっきの雪平と同様、脱だつ力りよくしてその場にぺたん、と座り込んでしまった。

「ふふ、なんだか美少女のおへそをいじったら興奮してきたなあ……もう一段階レベルを上げたくなってきたぞ」

　密先輩はそのままショコラに歩み寄っていく。

「ふえ？」

「ショコラくん、ちょっとおへそを舐なめさせてもらってもいいかな？」

「あんた何言ってんだ！」

　あまりの変態的要望に、本人に代わって声をあげてしまった。

「いいですよ」

「よくねえだろ！」

「邪じや魔ましないでくれよ甘草くん。君だって好きな女の子のおへそを舐めてみたいと思うだろ？」

「思うか！　そんな変態じゃねえよ！」

「変態？　そんな事はないよ、歌○さんも言っているじゃないか『一度でいいから見てみたい　女によう房ぼうがへそくり舐めるとこ』って」

「へそ関係ねえだろ！　なんだへそくり舐めるって！」

「ほら、年配の人がお金を数える時、よく指を舐めて湿しめらすだろう？　あの仕草、萌もえないか？」

「いまいち萌えないってレベルじゃねーぞ！」

　むしろあれを見るとなんか、気分がもにょっとするんでやめてほしい。

「それじゃあ、一いつ緒しよに歌○さんのおへそでも舐めるかい？」

「一人で勝手にやってろ！　もう舐める話題から離れろよ！」

「ふむ、そこまで言うならショコラくんの腋をペロペロするのはまたの機会にしようか」

「なんで願望ひどくなってんだ⁉」

　駄だ目めだ、もう相手すんの疲つかれてきた……

　この密先せん輩ぱいからは、謳歌や雪平と同じ匂においがぷんぷんする。まあだからこそ『お断り５』として括くくられてるんだろうけど……

　噂によれば、この人は狙ねらいをつけたカップルの男子を誘ゆう惑わくし、片かたっ端ぱしから破局させていくらしい。いままでに壊こわされたカップルは数知れぬという話だ。

　そうして付けられた異名が『恋愛クラッシャー』。

　まあ、噂というのは例外なく尾おひれがつくもんだけど……本人を目まの当たりにしてみると、少なくとも根も葉もないもの、という訳ではなさそうな感じだな。

「さて、そろそろ本題に戻もどろうか」

　そんな事を考えていると、ショコラから離れた密先輩が俺の目の前までやってきた。

「本題って……俺ですか？」

「そうだよ甘草くん。実は生徒会長の清せい羅らくんに、君に関する『とある依い頼らい』を受けていてね」

　密先輩の口からでたその名前に、思わず顔をしかめる。またあの人か……

　黒こく白びやく院いん清羅。我が校の生徒会長にして、表ランキング一位に堂々と君臨する晴せい光こうのカリスマ。

　そして、俺の絶対選せん択たく肢しに関する事情を把は握あくしている人外の存在（おそらく）……なんだけども、ある時はミッションを邪魔してみたり、ある時は助けてみたりと、一体何がしたいんだか全然分からない。

　どうも俺が四苦八苦する様を見て楽しんでる節があるんだけど……今回この密先輩を差し向けたのも、その一いつ環かんなんだろうか。

　まあ俺に絡からんできた理由はどうあれこの密先輩、噂に違たがわぬ──というか噂以上の──変人っぷりだ。

　会長からどんな依頼を受けたのかは知らないけど、これ以上関かかわりあいになると面めん倒どうな事になりそうなんで適当に流して──





【選べ　①お題『キノコ』で下ネタを言う※少しでも恥はずかしがったらやり直し

　　　　②お題『バナナ』で下ネタを言う※少しでも恥ずかしがったらやり直し

　　　　③裏の世界】






　……出たな、おい。

　しかしなんだこの③は？　裏の世界？　今までに出てきた事のないフレーズだった。

　まあ迷うまでもなく、こういう場合の対応は決まっている。絶対選択肢において、内容が抽ちゆう象しよう的なものは選ばないというのがセオリーだ。

　セーブもロードもない状態で、何が起こるか分からないリスクのある物をほいほい選ぶ訳にはいかない。

　となれば、①か②って事になるけど……まあ多少の時間の余よ裕ゆうはあるだろうし、当たり障さわりのないソフトなものを考えて──

「ぐあああああっ！」

　熟考を阻そ害がいするかのような強きよう烈れつな頭痛。や、やばいぞこの痛みは！

　だ、駄目だ、もうなんか言うしかない！




「お、今日のおかずは俺の大好きなキノコづくしか！　やっべえ興奮してきた！　お袋ふくろ、ごはん大盛りで！　俺の股こ間かんのキノコもモリモリでっ‼」




「「「………………」」」

　ドン引きする女子達……うん、あなた達の反応は正常です。むしろこれでドン引きしなかったら人としてどうかと思います。

　そして俺は俺で、自分の思考回路にドン引きしていた。なんで咄とつ嗟さに思いつくのがこれなんだよ……

「いやあ甘草くん。君は実に面おも白しろいね」

　不意に、密先輩の手が肩かたに置かれた。どうやらこの人はドン引きしなかったらしい……人としてどうかと思います。

「で、君のキノコはどんなサイズなのかな？」

「なんの話してんだ⁉」

「君が持っているのはこのエノキかい？　それともこの椎しい茸たけかい？」

「なんで『金の斧おの銀の斧』みたいに聞いてんだ！」

「なるほど、どっちでもなく本当は『キ●コの山』サイズ……正直者だね」

「どんだけちっちぇえんだよ！」

　く……なんなんだよこの人は……

　うんざりする俺の横で、一通りボケて満足したらしい密先輩が口を開く。

「さて、前ぜん戯ぎ……もとい前置きはここまでにしようか」

　……まだボケ足りなかったようだった。

「甘草くん、私の簡単なお願いを一つ聞いてほしいんだ」

　相変わらずの色っぽい動作と共に、流し目を向けてくる密先輩。だが、その願い事がなんであろうと、俺の答えはＮＯだ。

　ただでさえ身近な変人達の相手や選択肢・ミッションで疲れ切っているっていうのに、これ以上の厄やつ介かい事を抱かかえたくなかった。

「いや、それはちょっと遠えん慮りよ──」

「断ったら、君が童どう貞ていだとクラスメイトにばらしてしまうよ」

「いやそれは困……ってもう言ってるじゃねえか！」

「二年一組の諸君、やっぱり甘草くんは童貞らしいよ」

「「「知ってます」」」

「お前等ハモってんじゃねえよ！」

　男子連中がニヤニヤしながらこっちを見ている。あ、あいつら……

「断ったら、君が十歳以下の女の子にしか興奮しない事をばらしてしまうよ」

「だからもう言ってんじゃねえか！」

「二年一組の諸君、やっぱり甘草くんはロリコンらしいよ」

「「「知ってます」」」

「だから黙だまれお前等！」

「ちがいます、奏かなでさんはほもですっ！」

「とんでもねえ入り方してくんなお前⁉」

　いきなりフェードインしてきたショコラ。

「「「……知ってます」」」

「お前等もう死ねばいいのに！」

　一いつ斉せいに後ずさりながらハモる野や郎ろう共……こいつら事前にネタ合わせでもしてるのか？

「いやあ、甘草くんはみんなに愛されているようだね……もとい、愛あい撫ぶされているようだね」

「「「してません」」」「……したいです」

「なんか一人変なの交ざってんぞ⁉」

「ほああ、なでなでされる奏さん、みたいですっ」

「腐くされ脳のう味み噌そは黙ってろ！」

「いやあ素す晴ばらしいね、甘草くん。イジればイジるだけネタが出てくるじゃないか」

　先輩がどう思おうと、こっちはこれ以上は願い下げだ。

「で、さっきのお願い、というか正確には提案なんだけどね」

　お願いだろうが提案だろうが、こんな人から飛び出してくるのがまともなもののはずがない。

　何を言われても断ろうと、一歩引いたその瞬しゆん間かん、

「ふふ、そんなに構えなくてもいいじゃないか」

　そのまま、ゆらりと俺の耳元まで口を近づけてきて、一言。

「私と恋こいをしてみないかい？」

「……え？」

　……今、なんて言ったんだ？

「先輩、もう一回言ってもらって──」

　密先輩は、聞き直そうとした俺の口を人差し指で塞ふさいで、妖よう艶えんに笑った。

「はは、まあ今回はこの辺にしておこうか」

「ちょ、ちょっとっ……」

「それでは二年一組の諸君、邪魔したね」

　そのまま止める間もなく、教室から出ていってしまった。




「な、なんだったんだ……ん？」

　その時、背後から何か異様な気配を感じて振ふり返る。

「ひっ」

　思わず声が上ずってしまった。

　振り返ったその先には、何かドス黒いオーラを纏まとった雪平の姿が。

「ど、どうした？」

　密先輩から受けた攻こう撃げき（？）からは回復したみたいだけど……

「密秘……あの乱れパイオツ、絶対に許さないわ」

「乱れパイオツってお前……」

「あら、乱れパイオツに欲よく情じようしていた腐れチン○スは黙っていてくれるかしら」

「ひでえな！」

　いつ聞いてもこいつの下ネタはひどい……今の密先輩といい勝負だよな。

「雪平、お前もうちょっとこう──」

「……雪平？」

　セリフを遮さえぎられ、更さらにじろり、と睨にらまれた。

　……そうだ。そういえば、密先せん輩ぱいの来らい襲しゆうですっかり頭からすっ飛んでたけど、雪平の事を下の名前で呼ぶかどうかで揉もめてたんだった。

　あれ？　でも結局、下の名前で呼んだら、俺の喉のどを突ついて、怒おこって教室から出てっちゃったんだよな……一体どうしろっていうんだ？

「あのな雪平、結局お前の事どう呼──」

「……雪平？」

　再び睨まれる……やっぱり名字では駄だ目めらしい。

「ふ、ふらの？」

「⁉」

　俺が下の名前で呼んだ直後、雪平の目が見開かれた。

　そして次の瞬間──

「ぐええっ！」

　またしても喉を突かれた。

「げほっ！　げほっ！　こ、殺す気か！」

「……ごめんなさい」

　雪平はちょっとうつむき加減で何か言ってるみたいだったが、自分の咳せき込みで邪じや魔まされて全然聞こえない。

「はあ……もう雪平で統一するな」

　絡からむ機会が多いのに、いちいち呼ぶ度たびに喉を突かれてたんじゃ、たまったもんじゃない。

「……………………く」

　雪平は、無言のまま自分の席の方へ歩いていってしまった。

　まったく、女心と秋の空は～なんてよく言うけれど、雪平のはそういったレベルを超ちよう越えつしてるよな。

「はあ……」

　思わずため息をついた所で、床ゆかから立ち上がろうとする謳歌の姿が目に入った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　手を差し伸のべる。ようやく密先輩から受けたダメージ（？）から回復した所らしい。

「あ、あんがと」

　謳歌はまだちょっとふらついてる感じだった。

「むむ……秘ちゃん先輩、やるなー」

　その声にもいまいち張りが無い。この謳歌をここまで弱らせるとは……一体どんなへそのいじり方をしたんだあの人は。

「はあ……まったく俺の周りの女子は変なのばっかりだ……」

「あはは」

　……いや、あんたがその筆頭ですよ、謳歌さん。

「そういえば奏っちってさ……なんか気がつくと女の子と一いつ緒しよにいるよねー」

「え？　そうか？」

　……まあたしかに言われてみれば、ミッション遂すい行こうの過程で色んな子と絡んではいるな。

　謳歌と雪平との付き合いは元からとしても、ここ一か月とちょいの間に、ショコラがうちに居い候そうろうするようになったし、柔やわ風かぜのパンツを見る為ために奮ふん闘とう、黒白院会長との接せつ触しよく、ゆらぎの転入、と色々あった。

　麗れい華か堂どうに至ってはヤバい秘密（ニセ乳）を知ってしまったし……たしかに結構な人数だな。

「いや、結果的にそうなってるだけだけどな……でも、それがどうした？」

「うーんと……………………よく分かんない」

　首を大きくかしげる謳歌。

　まあ、本人に分からないものが俺に分かるはずないよな。

「なんなんだろうなー。なんかこのあたりが変なんだよねー」

　そう言って自分の胸をさすりながら、くちをぷくーっと膨ふくらませる謳歌の顔は、なんだかちょっと新しん鮮せんだった。
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　その日の夜。

「あ、だれかきたみたいですよ」

　唐とう突とつに鳴ったインターフォンにショコラが反応する。

「いや、俺が出るからいいや」

　立とうとするショコラを手で制して、玄げん関かんへと向かう。来客にしても届け物とかにしても、こいつが出て行くと面めん倒どうが増えるだけだからな……

「はい、どちら様で──」

　言いながらドアを開けた瞬間、

「っ──」

　俺は、絶句するしかなかった。

　そして、そのままドアを閉める。

　しかし、鍵かぎをかける直前、外にいたその人物によって再びドアが開かれた。

「おいおい甘草くん、いきなり閉め出すなんてひどいじゃないか」

「ひどいのはあんたの恰かつ好こうだろうがっ！」

　そこにいた密先輩の服装は……………………………………なぜか裸はだかワイシャツだった。

　目を疑いたくなるが、何度見直してみても、靴くつや靴下の他ほかは本当にワイシャツしか身につけていない。

「そうかい？　まあとある相談解決の一いつ環かんなんで、気にしないでほしい」

　相談解決？　何の事かは分からないが、とにかく目の前でこんな恰好されて気にするな、というのは到とう底てい無理な相談だった。

「いやあ、やっぱりこの季節は蒸むすねえ」

　密先輩はいきなり、ぶかぶか気味のワイシャツの裾すそをめくりだした。

「ちょ、ちょっと何してっ……へ？」

　その下から現れたのは、ものっすごい丈たけの短いホットパンツ。

「ふふ、さすがに下に何もはかないで出歩く程ほど、非常識じゃないよ」

　いや、実際にはいてるとかはいてないとかの問題じゃなくて、外からどう見えるかが問題だろう……よく補導されなかったな。

「ちなみにパンティははいていない」

「はけよ！」

「なぜかというと、警官に職質されて、見み逃のがしてもらう為に、賄わい賂ろとしてあげてしまったからなんだ」

「あんたも警官もクズだな！」

「いやだなあ、ほんの冗じよう談だんだよ。俗ぞくに言う『はいてないジョーク』というやつだよ」

「誰だれが言ってんだそんなの！」

「ちなみに、ほんとにはいてるのはピンクのくまさんパンツだけどね」

「誰も聞いてねえよ！」

「とはいっても、『鮭さけを貪むさぼっている瞬間の、超ちようリアル顔の熊くま』柄がらだけどね」

「どこに売ってんだそんなもん！」

「正確に言うと、色はサーモンピンクだよ」

「気持ち悪いわ！」

　……駄目だ、付き合うのがアホらしくなってきた。

「で……一体何しにきたんですか？」

　今朝、初めて話したばかりの人間が、家まで押しかけてくるなんて普ふ通つうじゃない。というか、どうやってうちの住所を調べたんだろうか……

「何って、決まってるじゃあないか。甘草くんとナニをしに来たん──」

「帰ってください」

　笑え顔がおで即そく答とうする俺。本当の目的は分からないが、こんな変態に家の敷しき居いをまたがせるわけにはいかない。

「いやいや、何のプレイもしないで帰ったら、店長に怒られてしまうよ」

「なんの店だよ⁉」

「甘草くん、そんな拒きよ否ひするようなフリしてるが……本当はもっと見たいんじゃないのかい？」

「う……」

　俺の反応を楽しむように、ニヤニヤしながら体をくねらせる先輩。

　そりゃあ見たくないと言えば噓うそになるが、この人を招き入れたら、ろくでもない事になるのは間ま違ちがい無い。

「いいから帰ってください。こんな破は廉れん恥ちな恰好をした人を家にあげる訳には──」




【選べ　①素す直なおに中に入れる　②この場に大だい子こさん召しよう喚かん。嫉しつ妬とに怒いかり狂くるった彼女になぜかキスされ、舌を中に入れられる】




「……どうぞ」

「お、いきなりどういう心変わりかな？　まあ挿そう入にゆう……もとい、入れてくれるんなら嬉うれしい限りだけどね。では失礼するよ」

　靴を脱ぬいだ密先せん輩ぱいは、悠ゆう然ぜんとした足取りでリビングの方へ向かっていった。

　その後ろ姿はやはり、どうみてもただの裸ワイシャツ。靴下は履はいているのが俺的にはポイントが高い所で──いやいや、何を考えてんだ。

「あ、秘さんです、こんばんはっ」

「ああ、ショコラくん、お邪魔するよ」

「ずいぶんすずしそーなお洋服ですね」

「そうだろう。だがまだ股またのあたりが少し暑いんだ。もう室内に入った事だし、このホットパンツも脱いで──」

「やめんかっ！」

　ほんとに脱ぎ出そうとしたんで慌あわてて止めに入る。

　密先輩の厄やつ介かいさも大たい概がいだが、この恰好を見て、涼すずしそうで済ませるショコラのスルースキル……この二人を本格的に絡ませたらカオスな事になりそうだ。

　まあそれはそれとして、家に入れてしまった以上、いかに勝手な訪問といえど、何も出さないという訳にはいかない。椅い子すに掛かけてもらってお茶を準備する。

「……どうぞ」

「ああ、すまないね……さて、甘草くん。いきなりなんだが、重要な話があるんで、ちょっと座ってくれないか」

「は、はい」

　その先輩の目が存外に真しん剣けんだったんで、促うながされるままに対面に腰こし掛かける俺。

「……」

　無言のまま俺を見つめる先輩。

　朝言われたセリフが脳のう裏りに蘇よみがえる。

『私と恋こいをしてみないかい？』

　聞き間違いではなく、たしかにそう言ったはずだ。

　あの言葉の真意が語られるのかと身構えるが、先輩はなかなか口を開かない。

「……」

　その空気に耐たえられなくなって、自分の分のお茶を口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、

「まあ、とりあえずセックスしようか」

「ぶふうっ！」

　前方に思いっきり吹ふき出してしまった。

「おっと」

　直ちよく撃げきコースだったお茶を、ゆらりとした動きで避よける先輩。

「な、何言ってんですかあんたは……」

「ごめんごめん、いくらなんでもいきなりすぎたね。とりあえずニャンニャンしようか」

「古ふる臭くさく言っただけじゃねえか！」

「それでは、とりあえずセックスしようか」

「接続詞勉強し直してこい！」

　俺と先輩の会話を聞いていたショコラが、不思議そうに尋たずねてくる。

「奏さん、せっくすってなんですか？」

「お前は知らなくていいっ！」

「ショコラくん、君が好きなＢＬ本の中で、繰くり返されている行こう為いの事だよ」

「ああ、『やらないか？』ですねっ」

「どんな理解の仕方だ！」

「という事でショコラくん、私とセックスしないか？」

「あんたなんでもアリだな！」

「ごめんなさい。わたしと秘さんが二人ともだんせいだったら、よろこんでおうけしたんですが」

「断り方おかしいだろ！」

　駄だ目めだ……やっぱりこの二人の絡からみは危険だ。自由に会話させてたら、時間がいくらあっても足りない。そしてツッコミの俺の身が保もたない。

「……先輩、早く本題に入りたいんですけど」

「早く本番で入れたい？」

「耳腐くさってんのか！」

「奏さん、腐っているのはわたしのあたまです」

「全くもってその通りだがちょっと黙だまっててくれますかね！」

　誰かこのふざけたエロと腐ったアホを何とかしてくれ……

　密先輩は、うんざりした俺の顔を見て楽しそうに笑う。

「で、本題とは何かな？」

「いや、先輩がわざわざうちまで来た理由ですよ……ん？」

　そのタイミングで、再びインターフォンが鳴った。

「ああ、ちょうどいいタイミングだね」

　なにやら心当たりがある様子の密先輩と一いつ緒しよに玄げん関かんまで行ってみると、宅配便の配達だった。

「いきなりお邪じや魔まするのは失礼だと思ったからね。ちょっとした手て土産みやげだよ。今日の朝、君の家に行こうと決めた時点で、私の家に電話して、速達で送るように頼たのんでおいたんだ」

　リビングまで持って行き、やたらに細長いその箱を開かい封ふうしてみる。

「……なんですか、これ？」

　なんか大きい角笛みたいな感じだけど。

「アフリカのとある部族が愛用しているチン●サックだよ」

「舐なめてんのか！」

「いや、舐めるものじゃなくて、局部に装着するものだよ」

「それは分かってるわ！」

「ちなみに製品名は、『とある部族の金所よくロックチンデツクス』だそうだ」

「マジで怒おこられるぞあんた！」

「偉い大だいなる長老の使用済みだから、御ご利り益やくは満点との事だよ」

「使えるか！　ただのゴミじゃねえか！」

「か、奏さん、それならおしりに挿さしてみてくださいっ」

「お前もちょいちょい入ってくんな！」

　駄目だ……これは早く追い払はらわないと。

　とは言っても、選せん択たく肢しで選んでしまっている以上、おそらく強制的に出て行かせる事はできない。用件を済ませて、自発的に帰ってもらうしかない。

「あの、俺に何か用があるなら、早く言ってほしいんですけど……」

　うんざりした様子の俺を見た先輩は、薄うすい笑みを浮うかべた。

「ふふ、あんまり早い男は嫌きらわれるよ、甘草くん。まだまだ私達の夜は始まったばかりじゃないか」

　いや、あんた何なん時じまでいる気なんだよ……
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　それから、密先輩が好き放題ボケまくる事約三十分。

「で、次は世界経済における日本のポジションの話でも──」

「話題飛びすぎだろ！　あんた今までチンポジの話してただろうが！」

　ん……ちょっと声がかすれてきたぞ、これ。芸人でもないのにツッコミでこんなんなるって、どんだけだよ。

「甘草くん、私に向けてたくさん出し過ぎて、枯かれてきたようだね」

「『声が』をつけろ！」

「ふふ、ではさすがにそろそろ本題に入ろうか」

　やっとか……そもそも本題が存在していた事に安あん堵どする。あまりに長いボケの連続に、ただ単にふざけに来ただけなんじゃないかと疑っていた所だ。

「では……ちょっと失礼するよ」

　それまでテーブルを挟はさんで、対面に腰掛けていた密先輩が席を立ち、俺のすぐ傍そばまで寄ってくる。

「ちょっとそっちのソファーに移動しようか」

「ソファーですか？　まあいいですけど……」

　床ゆかでだらしなく寝ねっ転がってマンガを読んでいるショコラの脇わきを通り過ぎ、二人でソファーに座る。

「なんか……距きよ離りが近くないですか？」

　俺のセリフを完全に無視した先輩は、更さらに体を密着させてきた。む、胸が……

「だから先輩、ちょっと近すぎ──」

「私は君の事が気になっている」

「は？」

「もちろん異性として、という意味でね」

　な、何を言ってるんだ、この人は？　気になるも何も、俺達、まともに喋しやべったの今日が初めてだぞ。

「ふふ、君の考えてる事は分かるけどね。人間の恋れん愛あいにおいて、時間なんてものは微み塵じんも関係しないものだよ」

　いや、それはそういう考え方もあるかもしれないけど……それにしたって急すぎるだろ。

「まあ、まだ気になっている、という段階だからそんなに構えないでほしい。とはいえ、今日ここで話してみて、私が君に更なる好印象を抱いだいたのは間ま違ちがい無い事実だ。清羅くんからの依い頼らい、どうやってこなそうかと思っていたが……やはり私が直接落とす事にしよう」

　落とす？　そういえば、朝も会長からの依頼がどうとか言ってたな……あの人、今回は一体何を企たくらんでるんだろうか。

　そんな疑問を抱いている間にも、先輩の甘い香かおりがガンガン鼻に入り込んできて、頭がクラクラした。

「う……と、とにかく一いつ旦たん離はなれて……ん？」

　そこで、こっちをじーっと見ているショコラの視線に気付く。

「奏さんと秘さん、ぴったりくっついてて、なかがいーですね」

　照れるでもなく、からかうでもなく、純じゆん粋すいな感想を口にするショコラ。う……なんだか、子供にいけないものを見せてるような罪悪感が。

「ほ、ほら、ショコラも見てますからっ」

　まあ、冷静に考えれば問題はそこじゃないんだけども。

「ふむ、さすがにこれ以上は刺し激げきが強いかもしれないね……ショコラくん、テーブルの上に置いてあるお饅まん頭じゆうを全部食べていいから、少しの間だけ席を外してくれるかな」

「ほんとですかっ。わかりました、お二階でげーむしてきますっ！」

　この食しよく欲よくの権ごん化げがそれに抗あらがえるはずもなく。目を輝かがやかせたショコラは、テーブルへと一直線に向かっていった。あの饅頭、俺が出した茶ちや菓が子しなんだが……

　いや、そんな事気にしてる場合じゃないな。このままショコラがいなくなってしまったら、何をされるかわからない。

「ショコラ、とっておきのケーキ食わせてやるからちょっと待っ──」

「甘草くん、いい子だから少し黙っていようか」

　密先せん輩ぱいが、俺の脇腹あたりの一点を指でとん、と突つく。

「あ……ひゃっ……」

　思わず変な声が出てしまう。それだけならまだよかったが……

　なんだこれ？　か、体に力が入らない。

「ふふ、アレなツボを突いたから、しばらくは動けないはずだよ」

　マ、マジで何者なんだ、この人……

「ふんふ～ん、です」

　そうこうしている内に、嬉うれしそうに饅頭を手にしたショコラはリビングを出て、二階へと上がっていってしまった。

「あ……」

「ふふ、これでもう誰だれの助けも入らないよ」

　妖あやしい笑えみを浮かべながら、悪役然としたセリフを吐はく先輩。

　無む理り矢や理り何かされるようなら大声を出そう、なんて襲おそわれそうな女の子みたいな事を考えた所で、ふと先輩の雰ふん囲い気きが変わった。

「甘草くん、私はね……恋愛が好きなんだよ」

　その瞳ひとみが、少し真しん剣けんな色を帯びる。

「自分が恋こいするのも好きだし、人が恋をしているのを見るのも好き、人の恋愛が終わってしまう瞬しゆん間かんを見るのも好きだ。とにかく恋愛に関する事こと柄がらにおいて、そこに携たずさわる人間の様子を観察するのがたまらなく好きなんだ」

　終わってしまう瞬間というのはちょっとどうかと思ったが、そこが『恋愛クラッシャー』と呼ばれる所以ゆえんなんだろう。

「喜び、怒いかり、悲しみ、憎にくしみ、恋愛には人間の感情の全すべてが詰つまっている。こんなにロマンに溢あふれている事は他ほかに無いと思わないかい？」

　言われてみればたしかにそうなのかもしれないけど、経験のない俺にはあまりぴんとこない話だった。

「そんな事を四六時中考えているうちに、いつの間にか恋愛に関する人の心の機き微びが、他人より敏びん感かんに感じ取れるようになってしまってね。僭せん越えつながら恋愛相談の真似まね事ごとのようなこともやらせてもらっている」

　そう、密先輩は『恋愛クラッシャー』として恐おそれられる一方で、一部の人間には絶大な支持を得ているというのもよく聞く話だ。

　なんでも、普ふ通つうの方法ではどうにもならないようなディープな恋愛相談を、瞬またたく間に解決するらしい……しかし、それに付ふ随ずいしてひどい噂うわさもちらほら。

　例えば、相談者にはどうにもできなかった彼氏の浮うわ気き癖ぐせをスピード解決した直後、その彼氏を先輩自身が誘ゆう惑わくしてしまったとかなんとか。

「おっと、今は私の事はどうでもいいね……さっさとやる事をやってしまおうか」

　いつの間にか、人を食ったような表情に戻もどった先輩は、仰あお向むけで動けない俺にしなだれかかってくる。

「ま、待った！　やるって一体何を……」

「何って、キスだよ」

「なっ……」

「キスから始まる恋愛があったっていいじゃないか」

「い、いや、物事には順番ってものが……」

「じゃあ、少し前ぜん戯ぎを入れようか」

　先輩の顔が近づき、俺の耳たぶを甘あま嚙がみした。

「う……あっ……」

　な、なんだ、この気持ちよさは……

　そのまま、数十秒間、耳たぶをはむはむし続ける先輩。

　や、やばい……脳が……溶とける……
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「さて、本来ならもっと入念にやりたい所だが、これで甘草くんも最低限の受け入れ態勢が調ととのっただろう」

　そう言って笑う唇くちびるから俺の耳に向けて、唾だ液えきが細く糸を引いている。その姿はどうしようもなく扇せん情じよう的だった。

　駄だ目めだ、頭がぼーっとしてまともに物が考えられない。先輩、美人だし、おっぱい大きいし……このままキスされちゃってもいいかもしれない。

「では、いただくとしようか」

　その唇が俺のそれに近づき、触ふれようとしたその瞬間──

「っ⁉」

　頭が、急速に冷めた。

「だ、駄目だっ！」

　あらん限りの力を込めて、なんとか体を動かす。

「おっとっと」

　押し返される形になった先輩は、立ち上がって、少し悲しそうに髪かみの毛をかき上げた。

「おやおや、いくら無理矢理とはいえ、ここまで拒きよ絶ぜつされるとちょっとショックだなあ……私とキスするのがそんなに嫌いやかい？」

　男として言うならば、そんな事は決して無い。

　密先輩の色気は半はん端ぱじゃないし、体も柔やわらかくて気持ちよかったし……理由は先輩の側にあるのではなく。

「いや……その……」

「なんだい？　なんでもいいから言ってごらん」

　言おうかどうかちょっと迷ったけども……

「初めては……好きな人としないと駄目だと思うんで」

　それを聞いた先輩は、一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情を見せた後、

「ははははははっ」

　腹を抱かかえて笑い出した。

「なっ……なんで笑うんですかっ！」

　自分の顔が一瞬にして真っ赤に染まったのが分かった。

　密先輩は、腹を押さえながら口を開いた。

「いや、失礼。甘草くんの思考があまりに乙女おとめだったんでね。今時どこの天然記念物かと」

「わ、悪いですか……」

「いやいや、最高だよ甘草くん。私としては欲よつ求きゆう不満だが、君のその純情さに免めんじて、今日はここまでにしておこうか」

　なんだかよく分からないが、引いてくれるようだ……よかった。

「……しかし、一つだけ確かめたい事がある」

　そこで、先輩は声のトーンを少し落とした。

「何です？」

「君は、恋愛の気配が極きよく端たんに薄うすい」

「え？」

「いやね。今現在恋をしているかどうかは関係無く、人は誰しも恋愛という感情を大なり小なり心の奥に秘ひめているものなんだ。それを揺ゆさぶる為ために、体を押しつけたり耳を嚙かんだりしてみた訳なんだが……君は肉体的な反応こそすれ、心の奥底では何も感じていなかったように思える」

「どういう事ですか？」

「わかりやすく言うと、君からは思春期の男子特有の『やってやるぜ！』的な獣けもののオーラが一いつ切さい感じられないんだ」

　いや、そんなダ○クーガの忍しのぶさんみたいな事言われても……

「少し前に流行はやった草食系なんていうものとはまた別次元のような気がしてね……そしてそれに起因するのかどうかは分からないが、他者からの気持ちにも極端に鈍にぶいようだ。あんな、私じゃなくても気付くような二人の想おもいにも気付いてなかったようだしね」

　二人？　一体何の話をしてるんだろうか？

「そうだね……強しいて言うならば、無意識に恋れん愛あいする事を避さけているというのが近いかもしれない」

　……自分ではよく分からないが、もし先輩がそう感じたんだとすればそれは、絶対選せん択たく肢しのせいだろう。

　こんなものがいつ降ってくるか分からない状じよう況きようでは、恋愛どころじゃないと思っているし、無意識に何らかのブレーキをかけてしまっているのかもしれない。

「さっきの『初めてのキスは好きな人と』発言も決して噓うそじゃないのは分かっているが……君は本当に、今のままで自分が人を好きになれると思うかい？」

　いや、絶対選択肢さえ解消されれば、今すぐにでも恋愛したいですけど……まあそんな事を先輩に言えるはずもなく。

　先輩は、俺の沈ちん黙もくをＮＯと受け取ったようだった。

「だろうね。よし、前言撤てつ回かいだ。試ためしにもう一回ひっついてみようか」

　ふたたびしなだれかかってくる先輩。

「ちょ、ちょっと……」

　さっきは火事場の馬ば鹿か力ぢから的なものが働いて何とかできたが、ツボの効果はまだ継けい続ぞく中のようで、払はらいのける事ができない。

「ふふ、いい顔だよ、甘草くん」

「や、やめ──」

「奏さーん、のどがかわいたんで、おちゃを取りにきましたっ」

　そのタイミングでショコラが戻って来た。ナ、ナイスだっ！

「あれ？　奏さんと秘さんがさっきよりもくっついてます」

「ショ、ショコラ、密先輩を引きはがしてくれっ！」

「え？　男のひとって、おんなの人にくっつかれたらうれしいんじゃないですか？」

「そ、それは間ま違ちがってないが、今はそんな状況じゃないんだっ！」

「でも、奏さんのへやに『年上のお姉さん特集』という肌はだ色いろのほんがありましたよ」

「なに勝手に見てんだっ！」

「はは、なんだ、ちょうどいいじゃないか」

「よくないっ！　こんなのは俺の望んでるのとは真逆だっ！」

　そこでショコラは何かに気付いたようにぽん、と手を打った。

「はっ……分かりました奏さん、今すぐとししたの男のひとをさがしてきますっ」

「そういう真逆じゃねえよ！」

　どこまで腐くさってんだこいつは……

「ショコラくん、君は甘草くんの事が好きなんだろう？」

「はい、だいすきですっ」

　相変わらずの即そく答とう。

「それなのに私がこんな事をしても平気なのかい……ほらほら」

「うおおっ」

　密先せん輩ぱいは再び限界まで唇を寄せてくる。

「？」

　ショコラは不思議そうに首をかしげる。

「……なるほど。ショコラくんはショコラくんで、別の形に歪ゆがんでいるみたいだね」

　その反応を見た密先輩は、非常に満足そうな笑えみを浮うかべる。

　ショコラが俺に抱いだいている好きという感情は、恋愛的なものじゃないんだから、当然と言えば当然の反応だった。

「そしてふらのくんは素す直なおになれず、謳歌くんは自覚無し……面おも白しろい、甘草くんと、それを取り巻く女の子達の状況は実に面白い」

　密先輩は言いながら、俺の脇わき腹ばらあたりをぽん、と突つく。

「あ……」

　その瞬しゆん間かん、それまで動かなかった体が噓のように軽くなった。

「これは……単純に私が落とすよりも、彼女らをけしかけて見ていた方が面白いかもしれないね」

　俺が立ち上がり、先輩が意味のよく分からないセリフを口にした時、

「ん？」

　ポケットの携けい帯たいが振しん動どうした。

　嫌な予感を抱きつつメールの内容を確かく認にんすると……『神』からの『呪のろい解除ミッション』だった。まあそろそろ来るとは思ってたけど……




《誰だれかが恋こいに落ちる瞬間を目もく撃げきする事　期限　夏休みが始まるまで》




　……なんだこれ。今までの誰々を何々せよ、みたいなものと違ちがい、具体的なターゲットが指定されていない。

「ん？」

　そのタイミングで、もう一通のメールが。

「は？」

　差し出し人は『神』、件名は『呪い解除ミッション』。

　訳が分からずに開いてみる。




《ショコラに嫌きらわれる事　期限　夏休みが始まるまで》




　二つ同時……だと？







　幕間　ある可能性の話１
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【選べ　①美少女が空から落ちてくる　②大だい子こさんが空から落ちてくる】




　……いやいやいや。

　大子さんは、自分家ちの方に歩いてったばっかり……って、そんなの今いま更さらか。この絶対選せん択たく肢しに、物理法則なんてもんが通用しないのは、今までに嫌いやというほど味わってきた。

　選択肢が告げている以上、それがどんなに非科学的な内容だろうと、選べば必ずその通りになる。

　つまり②を選べば、百パーセントの確率で大子さんが落ちてくる。そんなもんの直ちよく撃げきを受けたら……死だ。肉体、精神両方の。

　消去法、という言葉の意味を嚙かみしめながら①を選び取った。

「でも、こういう場合どうなるんだ？」

　まさか、いきなり空中に人が出現するんだろうか。おそるおそる空を見上げる。が、何も起こらない。

「？」

　不思議に思いつつ、一いつ旦たん、視線を正面に戻もどした瞬しゆん間かん、

　ずたん！

「どわあああっ！」

　いきなりなにかの物体が、眼前を猛もうスピードで落下していき、地面に叩たたきつけられた。

「な……なっ」

　尻しりもちをついた状態で絶句。いや、ある程度は心の準備もしてたけど……マジだ、マジでなんか落ちてきたよ！

　立て膝ひざの状態になっていたその人物は、ゆっくりと立ち上がり始めた……だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？

「あなたが甘あま草くさ奏かなでですね」

　いきなりのフルネームに面めん食くらう。

「あ……ああ、そうだけど」

　困こん惑わくしつつ記憶を探さぐるが、脳内のどこにもこんな美少女の情報は存在しない。

「えっと……君は？」

「む……どうやら記憶に混乱がみられるようですね……まあおいおい回復するでしょう」

　その少女は俺の問いには答えずに、何やら一人言を呟つぶやいていた。

　病的なほどに白い肌、ふわりとした柔やわらかそうな金きん髪ぱつに、青く澄すんだ瞳ひとみ。チョコレートを模したような色合いの、メルヘンチックな衣い装しよう。

　現代日本とはかけ離はなれたそのビジュアルに目を奪うばわれていた所で、本人から声がかかった。

「いつまで無様な恰かつ好こうをしているつもりですか。さっさと立ちなさい」

「……え？」

「さっさと立ちなさいと言っているのが聞こえないのですか、この犬」

　冷たい声こわ色いろで言い放つ少女。な、なんだこいつ……

　とりあえず言われた通り立ち上がったが、少女の口は止まらない。

「甘草奏、貴男あなたは今から私の忠実なる犬です。以後、絶対服従を命じます」

「いや、いきなりそんな事言われて──」

「黙だまりなさい、犬」

　ぴしゃりと撥はねつけられる。

　なんで？　なんで俺、出会い頭がしらにこんなに犬犬連呼されてんの？

「……ちょっと待ってくれ。そもそも君は一体どこの誰だれなんだ？」

　俺の問いに対して少女は、少し考えるような素そ振ぶりをみせる。

「そうですね、私の名前など、どうでもいいのですが……」

　俺が尻もちをついた拍ひよう子しに鞄かばんから飛び出て、地面に落ちてしまっていたチョコレートに目をやった。

「これにしましょうか……まあそのままチョコレートでは、呼こ称しようとしていささか不自然でしょうから──」

　俺に冷たい視線を向け、淡たん々たんと言い放った。

「少し知的に、ショコラでいいでしょう」
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　第二章　経験ゼロなのに、恋愛相談とか受ける羽目になったｗｗｗｗｗｗ
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　ミッションが下された翌日の六月十一日。

「むう……」

　夕食後のリビングで、俺は一人唸うなっていた。

　毎回毎回、一つでも必死な思いでミッションをこなしているのに一気に二つとは……勘かん弁べんしてくれ。

　まあ嘆なげいていても始まらないから落ち着いて整理しよう。まず一つ目の《誰かが恋に落ちる瞬間を目撃する事》。

　昨日も考えた事だけど、今までと違って、ターゲットの個人名が指定されていない。加えてその内容も、恋に落ちる瞬間なんていう非常に曖あい昧まいなものだ。

　ミッション自体がすっごい抽ちゆう象しよう的なんで、具体的に何をどうすればいいという方策が立てづらい。

　となると、まず着手すべきなのは《ショコラに嫌われる事》って方だけど……

「奏かなでさん、むずかしいかおしてどーしたんですか？」

　風ふ呂ろ上あがりでパジャマ姿の当の本人が、寄ってきた。

　ショコラに嫌われる、か。そんなの考えた事なかったし、方法なんて言われても全然思い浮かばない。

　嫌われる……嫌われる。

「そ、その……バ、バーカ」

　とりあえず小学生みたいな悪口を言ってみた。

「そうですね、わたし、あたまわるいです」

　全肯こう定ていだった。まあある意味予想された反応ではあったけど……よし、もう一回。

「チ、チビッ！」

「そうですね、わたし、ちっちゃいです」

「う……」

　にこにこと、いつも通りの笑顔を浮かべている。

　駄だ目めだ……こんな事続けても、俺が罪悪感を重ねるだけで、なんの意味も無い。

　しかも、ショコラにはミッションの内容を伝えてしまったので、俺が意図的に嫌われようとしているのが丸分かりで、余計に効果が薄うすい。

　ここはちょっと別方面から責めてみるか。

「お前、今日から一週間晩メシ抜ぬきな」

「ええっ⁉」

　効果は覿てき面めんだった。この世の終わりみたいな表情になるショコラ。

「か、奏さん、そんなたちの悪いじょうだんはやめてくださいっ」

　お……この反応は、もしかしたらいけるかもしれない。

「冗じよう談だんじゃない。お前一体俺の何倍食べてると思ってるんだ」

　そのまま畳たたみかける。ちょっとかわいそうだと思ったが、この絶好のチャンスを逃のがす手は無い。こんなんでミッションの半分が達成できるならしめたもんだ。

「な、なんということでしょう……」

　どっかの家の改造番組みたいなセリフをはいて、その場に崩くずれ落ちるショコラ。

　そして、捨てられた子犬みたいな表情を向けてくる。

「奏さん……わたし、ごはんもらえないんですか？」

「う……」

　先さき程ほどとは比べものにならない罪悪感が襲おそってくる。

「い、いや、噓うそだよ噓」

　その瞬間、ショコラの顔がぱっと輝かがやく。

「きょうのよるはすきやきですねっ！」

「なんだその飛ひ躍やくは！」

　まったく、少し甘やかすとすぐこれだ……厳しくしつけたほうがいいんだろうけど、俺もまだまだだな。

「でもお前、今ので俺の事嫌いにならなかったのか？」

「いえ、たしかにかなしかったですけど、それとこれとは別もんだいです。わたしが奏さんをきらうなんてこと、ありえません」

「う……」

　断言するショコラ。そんなに純じゆん粋すいな目で言われると、なんだかこっちが気き恥はずかしい。

「……でもな、今回はお前に嫌ってもらわないと俺が困るんだ。分かるだろ？」

「でも、わたしが口できらいになりました、っていってもくりあにはなりませんよね？」

「……だよなあ」

　全くもってその通りだった。今までのものと違い、ターゲットの全面協力を得られてる状態だってのに、クリアできない……早くも八方ふさがりの様相を呈ていしてきた。

「奏さん、そんな時はこれですっ！」

　ショコラは自信満々に一冊の本を取り出した。

「これってもしかしなくても……」

『女の子に心の底から嫌われる十の方法～これで君もイヤイヤキングだ～』

　やっぱり……一体なんでこいつは、こんなにこのシリーズにこだわるんだろうか。

　まあ、この前の謳おう歌かの泣き顔を写真に撮とるっていうミッションの時は、奇き跡せき的に役に立つ情報が載のっていた（結局選せん択たく肢しに邪じや魔まされたけど）から、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって読むのはいいとしても、そもそもこの本、存在自体がおかしくないか？

　女の子に心の底から嫌われる方法なんて、一体どこの誰に需じゆ要ようがあるんだよ……

　いつも通り、まとめられているページに目を通す。

《①　あなたの場合、なにもしなくていいんじゃないっすかね》

　いきなりケンカ売ってんのか！

《解説　嫌よ嫌よも好きのうち、と言いますが大だい丈じよう夫ぶ、あなたは本当に嫌われています》

　ぶん殴なぐるぞ！

《②　下ネタを話す》

　ああ、これは嫌がられるだろうな。ソフトなやつでも全く受け付けない女子もいるし。

《解説　私が試ためしたら、嫌われるどころか、ゲロ吐はかれました》

　一体何を話したんだお前は⁉

《③　『お、お前の事なんて、す、好きじゃないんだからなっ』って言ってみる》

　なんでツンデレ風味なんだよ……野や郎ろうがそんな事しても意味ないだろ。

《解説　筆者がこれを誰もいない空間にむかって予行練習していたら、職質されました》

　怪あやしすぎるわ！

《補足　『山○清ごっこだ』と言ったら、すぐに解放してもらえました》

　むしろそっちの方が怪しいわ！

《④　目の前で鼻くそをほじる》

　うん……まあ百パーセント嫌われるわな。

《解説　あれ、結構しょっぱいんですよ》

　なんで食ってんだ！

《補足　体調によって微び妙みように味が異なります》

　何回食ってんだ！

《⑤　ひどい悪口を言う》

　まあこれも間ま違ちがいなく嫌われるだろう。俺はさっきショコラにやって失敗したけど、あれは特とく殊しゆ例だし。

《解説　十倍くらいになって返ってきました……我々の業界ではご褒ほう美びです》

　ドＭか！

《⑥　犯罪ギリギリの恰かつ好こうで街を闊かつ歩ぽする》

　いや、もうそれ嫌われるとかそういう問題じゃないだろ……

《解説　職質してきた婦警さんの蔑さげすむような目線が……たまりません》

　だからドＭか！

《⑦　殴る》

　おいおい、そんな最低な真似まねできる訳ないだろ。

《解説　己おのれを》

　ドＭってレベルじゃねーぞ！

《⑧　花占うらないで、項こう目もくを『嫌い』だけにする》

　ああ、花びらを一枚ずつちぎって『好き』と『嫌い』って交こう互ごにやっていくあれか。

《解説　ところでそれってただ花ちぎってるだけですよね。一体なんの意味があるんでしょう？》

　知るか！

《⑨　⑧を書いてて気付いたんですが、そもそも女の子に嫌きらわれてなんの意味があるんでしょう？》

　遅おせえよ！

《解説　あの……あなた、なんでこんな本読んでるんですか？》

　ぶっ殺すぞ！

《⑩　先日、女性の担当編集者から、『うち（ＵユーＯオーＧジー出版）は、売れている作家がたくさんいるから、その儲もうけでクズ作家のマイナス分を補ほ塡てんできている』と言われました》

　なんだこれ？　作者の体験談っぽいけどなんか関係あるのか？　それにしても、いくらこのひどい作者に対してとはいえ、このセリフはちょっとかわいそうだな……

《解説　僕はこう言いました『なるほど。全く、クズ共は僕にもっと感謝してほしいものですね』と》

　いやオメエの事だよ！　お前がクズ中のクズだよ！

《補足　そしたら、この会話を⑩にしろ、と言われました。意味が分かりません》

　分かれよ！　お前心の底から嫌われてんだよ！

　……全くもっていつも通りのクオリティだった。

　他ほかのページもめくってみたが、役に立ちそうな情報は皆かい目もく見当たらなかった。

「はあ……」

「どーですか？　何かいいじょうほうがのってましたか？」

　後ろから覗のぞきこんできたショコラに、本を見せてみる。

「この中のどれかをやったら、俺の事嫌いになりそうか？」

「むりです。わたし、奏さんの事、だいすきですからっ」

「……だよな」

　俺は複雑な心境で、半ば無意識にその頭を撫なでていた。




　　　　２




「はあ……」

　ため息をつきながら登校する。

　昨日の夜は結局、ショコラに嫌われる方法をずーっと考えてたんだけど、全然思いつかなくてろくに眠れなかった。

　かといって、誰だれかが恋こいに落ちる瞬しゆん間かんなんて簡単に目もく撃げきできるもんじゃないし……

　まあ期限は夏休み開始までだから、六月十二日現在からまだ一か月以上の余よ裕ゆうがあるものの、両方とも時間さえあればどうにかなるって問題でもない。

　重い気分になりながら昇しよう降こう口ぐちで上うわ履ばきに履はき替かえた所で、後方から声がかかった。

「やあ、おはよう甘あま草くさくん」

　無む駄だに色っぽいその声の主は密ひそか先せん輩ぱい。

　あんまり関かかわり合いになりたくなかったが、さすがに無視もできないので、微妙な表情で挨あい拶さつを返す。

「……おはようございます」

「どうしたんだい、そんなエロ本が母親に見つかったような顔して」

「どんなピンポイントな顔だ！」

「どうしたんだい、そんなエロ本に母親が載っていたような顔して」

「想像しちまうからやめろっ！」

「どうしたんだい、実写ＢＬ本に父親が載っていたような顔して」

「この世の終わりじゃねえか！」

　く……朝っぱらから厄やつ介かいな相手につかまってしまった。

「ところで甘草くん、一つ頼たのみがあるんだが、ちょっと聞いてもらっていいかな？」

「お断りします」

　自分でも驚おどろく程ほど反射的に言葉が出た。

「おやおや、悲しいなあ。嫌われてしまったかな」

　密先輩は、言葉とは裏腹に楽しそうな笑えみを浮うかべながら、懐ふところから紙状の物を取り出した。

「さて甘草くん、これはなんだと思う？」

「写真……ですよね？」

「そう。これは、一昨日おとといの君の姿を収めた写真だよ」

　一昨日のって……ま、まさか、俺と密先輩が俺んちで絡からみ合ってる所か？　そんなもんが公開されたらとんでもない事になる。

　いや、でもあの時、写真なんて撮ってる様子はなかったけど……とりあえず確かく認にんしてみるしかない。

「……ちょっと見せてください」

　そこに写っていたのは──

「なんで俺がチン●サックつけてんだ⁉」

　全ぜん裸らの上、ものっすごい笑顔でチンコ●ックを装着している俺。

「コラだ」

「なにドヤ顔で言ってんだ！」

「ちなみに、全裸で装着している元の素体は、私の父だよ」

「ガチ変態じゃねえか！」

　どっかの部族の長老と、先輩のオヤジさんの二重のお下がり……マジでつけなくてよかった。

「私のお願いを聞いてくれないのなら、これが全校生徒にばら撒まかれる事になるよ」

「……あのですね、先輩。こんなくだらないコラ画像、誰も信じる訳ないでしょう。こんなんじゃ、脅きよう迫はく材料として成り立たないですよ」

「ふふ、甘草くん、自分の他人からの認識を甘く見ていないかい？　自分が一いつ般ぱんの生徒だったとして、『甘草奏』がまた変な事やらかしたと、この写真を見せられたらその潔白を信じる事ができるかな？」

「う……」

　信じられないかもしれな……いや、確実に信じないな。しかもこのコラ画像、無駄にクオリティが高いし……待てよ。

　その時、俺の脳のう裏りに起死回生の策が思い浮かんだ。そうだ、ピンチの時は、ツンツン頭の青スーツの人よろしく、発想を逆転させればいいんだ。

「ふふ、先輩こそ認識が甘いですね。学内での俺の評判は既すでに地に落ちています。今いま更さらこの写真が公開された所で、たいした影えい響きようは無いでしょう」

　……自分で言ってて泣きたくなってきたけど、少なくとも、先輩に一いつ矢し報むくいる事はできた。

　……はずなんだけど、先輩は全く余裕を崩くずさなかった。

「甘草くん、このコラはまだ加工途と中ちゆうでね。そして、ここにキャンディーをペロペロ舐なめているショコラくんの写真がある」

　ま、まさか……

「甘草くんの態度次し第だいでは、サックの先せん端たんにこのショコラくんを追加で貼はり付け──」

「お願いです何でも手伝わせてください！」

「ふふ、素す直なおな子は好きだよ、私は」

　鬼おにか……

　非難の視線を向ける俺に対して、先輩は軽く笑ってみせた。

「おいおい、そんな目で見ないでくれよ。甘草くんがあんまり強く拒きよ絶ぜつするもんだから最終手段を使ってしまったが、そんなに無む茶ちやな事をやってもらうつもりはないよ。なに、ちょっとした恋れん愛あい相談だ」

「は？　恋愛相談って……俺がですか？」

　先輩の口からは全く予想外のフレーズが飛び出してきた。

「そうだよ。一昨日、恋愛相談の真似事をしていると話しただろう？　君には、それに回答する手伝いをしてもらいたいんだ」

「いや……なんでよりによって俺なんですか？」

　そんなもん、恋愛なんてした事もない俺に務まるとは思えない。

「いや、君じゃなくちゃ駄だ目めなんだよ」

　先輩は、俺の目をまっすぐ見み据すえた。

「私は、君の恋愛に関する考え方を知りたいんだ……そこから君が恋愛を避さけている理由が見えてくるかもしれないからね」

　いや、だから絶対選せん択たく肢しさえ解消されれば、俺は今すぐにでも恋愛したいんだけどな……ん？

　何かが頭の隅すみに引っかかったような気がしたんだけど、その何かは形になる前に消え去ってしまった。

「それに、あの二人とも絡めてみたいし……おっと、これはまだ伏ふせておこうか」

　なにやら思わせぶりなセリフを吐はく密先輩。

「いやでも、俺、本当にそういう経験ないんで、全然役に立たないと思いますよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、甘草くんがろくに勃たたないのは分かっているよ」

「あんたエロいボケしかできねーのか！」

「『エロいボケしかできねー』……はっ、略してＥＤじゃないか」

「無む理り矢や理りすぎんだろ！」

「まあ冗じよう談だんはこのくらいにして、だ。手伝ってほしい理由は、さっき言った甘草くんの恋愛観を知りたいというのももちろんあるんだが、それよりも物理的な問題があってね。最近、寄せられる相談の数が多すぎて、私一人では捌さばききれなくなってきてるんだ。申し訳無いが、協力してくれるとありがたいんだがね」

　う……そういう態度に出られると断りづらいな。

　本人の言の通り、要求がさほど無茶なものじゃないだけに、余計だ。

　でもそういう事情なんだったら尚なお更さら、もっと恋愛に精通した人間を選んだ方がいいと思うんだけど……

「こっちが無理にお願いをしているわけだから、甘草くんの方から何か私に対する要望があれば、考こう慮りよするよ」

　もう俺に構わないでくれってのは駄目だろうな、やっぱり……

　そこで、ふと閃ひらめく。

「あ、だったら、相談に乗って欲しい事があるんですけど」

「馬乗りになって欲しい？　それは構わないが、だったら君も、馬並みなものを見せてもらわないと困るよ」

「どんな耳してんだ！」

「私にそんな批判をしても、聞き流すだけだよ……馬の耳だけに」

「なんでちょっと上手うまくまとめてんだ！」

　……性格はこんなんだけど、相談が殺さつ到とうしてるくらいだし、恋愛経験が豊富である事は間ま違ちがいない。

　何も策が出てきていない現状、言うだけ言ってみても損は無いだろう。

「実は俺……人が恋に落ちる瞬間を見たいんです」

　それを聞いた瞬間、密先輩は軽く目を細めた。

「ほう、それはまたロマンティックな願望だね」

　俺だって、こんなこっ恥ぱずかしい事は言いたくないけどしょうがない。

「いや、細かい事情は話せないんですけど、単なる興味本位とかじゃなくて、俺の目的上、どうしても必要というか……」

「ふうん。まあそういう事なら詳くわしくは聞かないが、人が恋に落ちる瞬間ね……それならコスプレの件がちょうどいいかもしれないね」

　コスプレ？　一体なんの話だろうか。

「いや、ちょうどおあつらえ向きの相談が来ていてね。上手くいけば、甘草くんの望みが叶かなうかもしれないよ」

　密先輩は自信ありげに笑う。

　この人だけにいまいち信用ならないが、自分で解決策が見つけられていない現状、少しでも可能性があるんなら縋すがりたい心境だった。

「あの、ついでにもう一ついいですか？」

　どうせならもう一つのミッションについても意見を聞いてみよう。

　こっちはストレートに言うとよろしくないので、ちょっとぼかす事にする。

「……今までの相談で、異性から嫌きらわれたい、なんてのあったりします？」

「嫌われたい？」

　さすがに怪け訝げんそうな表情を見せる密先せん輩ぱい。

「それはちょっと覚えがないね。誰だれ々だれと誰々を別れさせてくれ、なんていう相談ならしょっちゅうくるけど」

　密先輩はなんでもない事のようにさらっと言う……なにそれこわい。

「ちなみにどういった意図なんだい。甘草くんは、誰だれかに嫌われたいのかな？」

「ええまあ……そんな感じです」

　密先輩が、言葉を濁にごす俺の肩かたを叩たたいた。

「大丈夫だ、甘草くん。きみは今現在、既に学校中のほとんどの女子から嫌われているじゃないか」

「なるほど、それならたしかに大丈夫……って、んなわけねーだろ！」

　駄目だ……自分でノリツッコミしてて、悲しくなってきた。

「奏さん奏さん」

「うおっ」

　そこで後ろからいきなりショコラの声がかかった。

　食事の後、リビングのテーブルに突つっ伏ぷしてグースカしはじめたから放置してきたんだけど、どうやら始業には間に合ったらしい。

　ショコラは満面の笑えみを浮うかべながら声をかけてきた。

「奏さん、おはなしはきいていました。だいじょーぶですよ。わたしだけは何があっても、奏さんのこと、だいすきですからっ」

「……駄目じゃん」
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　それから一週間ほど過ぎた日の放課後。

　俺は密先輩から、文化系部室棟とうのとある場所に呼び出された。

「えっと……この辺だよな」

　ここ晴光学園はかなりのマンモス校であるので、運動系以外の部活も相当な数に達しており、部室棟もかなりの大きさを誇ほこる建物になっている。

　吹すい奏そう楽がく部や美術部、放送部などといった比ひ較かく的てきメジャーな部活や、実績を残している部は一階二階に部室が存在しており、その他ほかのマイナー気味な部や、人数が定数に達しない為ために部に昇しよう格かくできない同好会などは、最上階であるこの三階にまとめられている。

　道中には、数々のユニークな部活や同好会のプレートがあったが、その中でも異様な一画が存在した。

『ハイヒール愛好会』『我々をハイヒールで踏ふんでくれる女め神がみを探し求める会』『ハイヒール奇き面めん組』『ハイヒー●モモコファンクラブ』『ハイヒー●リンゴファンクラブ』

　……なんだ、このハイヒール推おしエリアは。

　最後の二つは別団体に分ける意味が全く分からないし、その前のは活動内容の想像すらつかない。いくら同好会とはいえ、よく認めてもらえてるな……

　などと、呆あきれながら歩いている内に、指定された場所にたどり着く。

　そこで俺を待ち受けていたのは……

「なんだ……これ？」

　ドが付くほどショッキングピンクのドアだった。

「お、もしかして甘草くんかな」

　部屋の中から密先輩の声がした。

「ちょっと今取り込み中でね。すまないけど、勝手に開けて入ってきてほしい」

　部屋の奥の方にでもいるのか、その声は妙みようにくぐもっている。

「じゃあ、お邪じや魔まします」

　誘ゆう導どうに従って、ドアを開けた。

「う……」

　中の様子を目にした瞬しゆん間かん、思わず呻うめき声が漏もれてしまう。

　その部屋は、全体がショッキングピンクで統一された、非常にショッキングでピンクな空間だった。

　いや、語ご彙い力のかけらも感じられない表現だけど、実際にショッキングでピンクなんだからしょうがない。

　奥にあった、どピンクの棚たな（どこに売ってるんだこんなの）の奥から、密先輩の声がした。

「せっかく来てくれたのに、出で迎むかえもせずに悪かったね」

「いや、それは構いませんけぶふうっ！」

　棚の陰かげから出てきたのは、着物姿の密先輩だった……ただし、スケルトン素材の。

「な、何やってんだあんたはっ⁉」
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　スケルトンとは言っても、半はん透とう明めいのピンク色に彩いろどられたそれが幾いく重えにも重ねられているので、完全に素す肌はだが見えているわけではないが、とんでもない恰かつ好こうであるのは間違い無い。

「どうだい、見えそうで見えないこのギリギリ感。名前は『紙かみ一ひと重え十じゆう二に単ひとえ』とかどうだろうか」

　くだらねえな……

　先輩は、少しかがんで胸を強調するようなポーズをとった。

「ほらほら、甘草くん。いまなら私のおっぱいが触さわり放題だよ」

　なん……だと。

　いやいや落ち着け。そんな事できるわけないだろ。

　妖あやしく微笑ほほえんだ先輩は、振ふり返って体をくねらせる。

「そして、私のお尻しりも触り放題だよ」

　なん……だと。

　いやだから落ち着け。そんな事できるわけないだろって。

　再び俺に向き直った先輩は、俺の股こ間かんに視線を向けた。

「そして、甘草くんのソレも触り放題だよ」

　なん……だと。

「そ、それなら普ふ通つうにできる……って、元から触り放題だわ！」

「おや、つまり甘草くんは毎晩ひっきりなしに自分のソレをイジっている、と」

「毎晩じゃねえよ！　せいぜい週に……って何を言わせてんだ！」

「ナニの回数だろう」

「もう黙だまれ！」

　疲つかれる……この人の相手は心底疲れる。

「はあ……こんな下らない事させるだけなら帰りますよ」

「まあまあ、落ち着いてくれよ。すぐにでも恋れん愛あい相談を始めたい所だが、まだちょっと役者が揃そろっていないんだ」

「役者？」

「そろそろかな」

　密先輩が壁かべに掛かけられたピンク時計を見やったタイミングで、ドアがノックされた。

「お邪魔するわ」

「こんちわーっ！」

「雪ゆき平ひら？　謳歌？」

　入ってきたのは、よく見知った二人だった。

「いやあ、どうせ甘草くんに来てもらうんなら、同じクラスの『お断り５』の二人にも声をかけないと損だと思ってね」

　何やら嫌いやらしい笑みを浮かべる密先輩。怪あやしい……一体何を企たくらんでるんだ？

「この前、教室で二人にエロい事をしただろう？　謳歌くんはすぐに許してくれたが、ふらのくんには随ずい分ぶんと嫌われてしまってね。機き嫌げんを直してもらうのに、一週間かかってしまったよ」

　言いながら密先輩が雪平に視線を向けると、ぷい、とそっぽを向いてしまった。まだ完全に和解したという訳ではなさそうだ。

　しかし、謳歌と雪平って……俺と同じく、恋愛から縁えん遠どおい位置にいるこの二人にまともなアドバイスなんてできるわけないと思うんだけど。

「というかですね、関係無い俺らが相談の内容なんて聞いていいんですか？」

　この話を受けた時から気になっていた事を訊たずねてみる。恋愛なんて、最もプライベートな部類の話だろうに。

「問題ない。君達はみだりに口外しないと信じているし、今までも他の人間に協力を仰あおいだ事があったんで、相談者には、私以外の人間が内容を閲えつ覧らんする可能性を事前に伝えてあるからね」

「まあ、俺は人に喋しやべったりはしませんけど」

「あたしも約束は守るから大だい丈じよう夫ぶだよっ」

「私の口は、売れ残りの赤身肉と同じくらい固いから、安心してもらってかまわないわ」

　……雪平のは明らかに喩たとえがおかしいが、ツッコんでると進まないんでスルーした。

　まあみんな当然ながら匿とく名めいだろうし、よっぽど具体的な状じよう況きようでも書かれていない限り、このマンモス校で、誰の事だとか特定はできないか。

「まあ個人が容易に特定できて、なおかつヤバそうな案件は、私が体を張って解決してしまうからね」

　妖しく指と腰こしをくねらせる密先輩……具体的な内容は聞かない方が良さそうだ。

「さあ、謳歌くんもふらのくんも座ってくれ」

「はいはーいっ」

「分かったわ」

　密先輩に促うながされ、椅い子すに腰こし掛かける二人。

「さあ、では一つ目の相談にいってみようか」

　密先輩がどピンクのノートパソコンを操作し、そこに送られてきているらしいメールを読み上げた。




『こんにちは。私には小学校からずっと一いつ緒しよに過ごしてきたＡという親友がいます。Ａには去年から付き合いだした彼、Ｂ君がいます。優やさしくて女の子らしいＡと、爽さわやかなスポーツマンのＢ君。お似合いのカップルだと思って見守っていたのですが……最近、ふとした事がきっかけで、Ｂ君の事を好きになってしまいました。いけない事だとは分かっているんですが、日に日に彼への想おもいが強くなってきています。私は一体どうすればいいんでしょうか？』




　うわ……これでもかってくらいにコテコテな内容の質問だった。

　それだけに明確な回答がしづらい内容だ……なんて思っていた所で、雪平がすっ、と手をあげた。

「お、早いね、ふらのくん」

「簡単よ。好きになってはいけない相手なら、Ｂ君のちょっとした悪い点を見るようにすればいいのよ」

「というと？」

「例えば、箸はしの持ち方がものすごく変だとか、無意識に爪つめを嚙かむ癖くせがあるとか、そんな些さ細さいな点で百年の恋こいも醒さめてしまうようなケースは多々あるわ。完かん璧ぺきな人間なんていないんだから、無む理り矢や理りにでもそういう所を見つければいいのよ」

　たしかに、ちょっとした事がきっかけで嫌けん悪お感かんを抱いだいて別れた云うん々ぬんってのは、何かの記事でみた事があるような気がする。

「他ほかには六歳～九歳の幼女が異常に好きだとか。六十九歳以上じゃないと受け付けないとか」

「全然ちょっとじゃねえだろそれ！」

「他にはシックスナイ●以外じゃ興奮しないとか」

「それ言いたかっただけだろお前！」

「他には教室で半はん裸らになったり、豚ぶたの泣き真似まねをしたりするとか」

「それ俺の事じゃねえか！」

「ごめんなさい、ちょっと口がすべっ……もとい甘草君がスベったわ」

「それ言い直す必要ありますかね⁉」

　駄だ目めだ、完全にいつもの教室と同じノリになっている。

「あの……真面まじ目めな相談なのに、こんなにふざけた感じでいいんですか？」

　俺の疑問に対して、密先せん輩ぱいはニヤリ、と頷うなずいた。

「問題ないよ。杓しやく子し定じよう規ぎに話していたところで、実じつ践せん的な意見が出てくるとは思えないからね。本人達が真しん剣けんに悩なやんでいるのは重々承知しているけど、こちらまで重い雰ふん囲い気きになる必要は無いと思うよ。君達は思いつくままに意見してくれればいい」

　いや、この二人に自由にさせてたらまともな回答なんて返ってくるはずがない……密先輩だってそんな事くらいは分かってるだろうに……一体どういうつもりだろうか。

「さて、謳歌くんはどうかな？」

「あたし？　あたしだったらＢって人に正直に言っちゃうけどなー」

　非常に謳歌らしい意見だったが、あまりにストレートすぎるんで、つい口を挟はさんでしまった。

「いやでも、女子の間だと色々あるんじゃないか？　この二人親友同士だし、ましてやＡさんが先に好きになってるんだぞ」

「え？　好きになったのに、どっちが先とか関係あるの？」

「う……まあ……それは……」

　真顔で聞き返されて、俺は何も言い返せなかった。

「ふふ、謳歌くんはなかなか核かく心しんをついた発言をするなあ。まあ残念ながらそれを公式の回答にはできないけどね。あ、ちなみに私がＢ君を喰くってしまえば万ばん事じ解決だと思うんだがどうだろう？」

「いや、そっちの方がヤバいでしょう……」

　呆あきれ気味の俺に、密先輩が視線を向けてくる。

「では、そういう甘草くんの意見を聞いてみようか」

　正直何を答えていいか分からなかったが、この場にいる以上、パスという訳にはいかないだろう。

「まあ──」





【選べ　①「相談者とＡさん、クンカクンカしたらどっちがいい匂においするんでしょうかね？」

　　　　②「相談者とＡさん、どっちがかわいいパンツはいてるんでしょうかね？」

　　　　③裏の世界】






　……はい、言うよ。言えばいいんだろ。

　それにしてもまた出てきたこの③……裏の世界って一体なんなんだ？　①と②があまりにひどいんで選びたくなる衝しよう動どうにかられるが、内容の想像がつかなすぎるからな……

「ぐっ……」

　深く考えてる暇ひまも無く、頭痛が襲おそってくる。

　く……

「相談者とＡさん、クンカクンカしたらどっちがいい匂いするんでしょうかね？」

「「「「………………」」」」

　部室内が沈ちん黙もくに包まれる。

　う……さすがのこの三人もドン引きしたのかと思ったが──

「甘草くん、耳の穴と鼻の穴、どっちを嗅かぐ気なんだい？」

「場所がマニアックすぎんだろ！」

「奏っち、女の子って外では色々準備してるからいい匂いするけど、自分の部屋とかで油断してる時は腐くさった魚の臭においがするよ」

「んなわけねえだろ！」

「というか甘草君が女性の匂いを嗅ぐ機会なんて一生無いでしょうから、自分のアナ●の臭いでも嗅いで興奮していればいいと思うわ」

「変態ってレベルじゃねーぞ！」

　三人が三人ともボケで返してきた……この場に普ふ通つうの女子がいなくて助かった。

　しかしそれは別として、自分でこんなふざけてていいんですか、なんて聞いたのにこのクンカクンカ発言……不誠実というかなんというか……おのれ選せん択たく肢しめ。

「まあこの相談は、最初にしてはちょっと難しかったかな。これに関しては、私が後で回答を送っておく事にするよ」

　やけにあっさりと流してしまう密先輩。やっぱりなんかおかしいな……人選といい態度といい、どうもまともに相談を解決しようという気が感じられない。

「さてさて、では次の質問にいってみようか」

　心中での俺の疑問をよそに、密先輩が続いてのメールを読み上げた。




『私は胸が小さいのですが、彼氏がおっぱい星人で困っています。あいつ、死ねばいいのに』




　……いや相談じゃないだろ、これ。本人達で勝手に何とかしてくれ、としか言いようがない。

　まあでもこの内容だと……

　意識的じゃないだろうけど、俺を含ふくむみんなの視線が、雪平に集中する。

「……」

　密先輩と謳歌は相当大きい部類だし、この中で貧乳なのは雪平だけだった。

　経験者（？）に意見を聞きたいという考えが働くのは当然だろう。

「……」

　無言のまま、声にならない怒いかりを表情に貼はり付ける雪平……とても話を振ふれるような状態じゃない。

「うーん、どうなんだろうね」

　ばいーん、て感じの密先輩には理解出来ない悩みだろうな。

「あたしもよく分かんないなー」

　ぼよーん、て感じの謳歌も同様のようだ。

「甘草くん。男性としての意見はどうだい？」

　まあ当然そうなるよな……俺は別におっぱい星人って訳じゃないけど……ここは正直に答えた方がよさそうだな。

「えっと、あんまり大きすぎるのも好きじゃないですね。こう適度な大きさがいいというか……」

　密先輩がニヤニヤしながら口を開く。

「甘草くん、今は君の好みのサイズを聞いているんじゃないけどね」

　しまった！　思わず考えてる事をそのまま口にしてしまった。

「まあ、男の子だからしょうがないよね」

「やべえエロ本見つけちゃった優しいお母さんみたいなリアクションされて軽く死にたい！」

「いいんだよ、お年とし頃ごろだからしょうがないよね」

「ぐああああっ！」

　こ、この先輩……絶対わざとやってやがる。

「奏っち、エロエロだー」

　謳歌は笑っていたが、

「うっ……」

　雪平の無言のジト目が突つき刺ささる。

「ふらのくん、随ずい分ぶんと気にしているようだね」

　密先輩が楽しそうに視線を向ける。

「……そんな事はないわ。あんな醜みにくい脂し肪ぼうの塊かたまりが付いていても動きづらくなるだけだし、無む駄だにデカいパイオツなんて無い方がいいわね」

「動きづらい？　いやいや、そんな事はないよ」

　言うが早いか、俊しゆん敏びんな動きで雪平に近寄っていく。

「な、何を……」

　そのまま後ろからがっちりと拘こう束そくした。

　そして、その胸に手を伸のばす。

「ちょ、ちょっと……や、やめなさいよ……」

「ふふふ、この前の教室のアレは序の口だよ。真のパイ揉もみ道はまだまだあんなもんじゃない」

「や、やめなさいって……あっ」

「そう言わないで身を委ゆだねるといいよ。これで少しは大きくなるかもしれないじゃないか」

　密先輩が手をぐねらす度たびに、雪平の顔がどんどん赤くなっていく。

「あ……うう……あっ」

　これは……エロい。

「何をしてる、甘草くんも早く揉むんだ」

「あ、そうですね……って揉めるかっ！」

　危あやうくノリで犯罪者にされる所だった……しかしここまでいくと、もう女同士でもセクハラなんじゃないだろうか。

「あはは、ふらのっち顔真っ赤だー」

　謳歌はこの通り面おも白しろがっているし、俺は……まあ、積極的に止める気はない（キリッ

　そうして密先せん輩ぱい（プラス俺）のお楽しみタイムが数分続いた結果、

「くっ……はあ……はあ……」

　雪平は荒あらい息をあげて、机に突っ伏ぷしていた。

「いやあ、我が慢まんできずにまたやってしまった……反省しなくては」

　言葉とは裏腹に、密先輩の肌はだは異様につやつやしていた……何を吸収したんだ、一体。

「まあふらのくんには、少し休きゆう憩けいを取っていてもらうとしようか」

　ご満まん悦えつな様子の密先輩が次のメールを読み上げる。




『彼氏がスカートめくりをしてきて困っています。あいつ、死ねばいいのに』




　小学生かよ……というか、さっきと相談者同じだろ、これ。

「私はつきあってるならパンツの一つや二つ、見せてもいいと思うけどね」

　それはあんただけだよ……

「つきあってなくても、パンツの一つや二つ、見せてもいいと思うけどね」

「単なる痴ち女じよじゃねえか！」

「アナル自じ縄じよう？」

「マジで耳じ鼻び科行ってこい！　しかも意味わかんねえし！」

「いや、この場合、肛こう門もん科じゃないだろうか」

「真顔で何言ってんだ！」

　く……俺がツッコまなければそれで済む話なんだけど、反射的に言葉が出てきてしまう……自分の体質がうらめしい。

「私の意見はお気に召めさないようだね。では謳歌くんはどう思う？」

　先輩に話を振られた謳歌は、親指をびっ、と立ててみせた。

「あたしはスパッツはいてるからスカートめくられても平気だよっ。その人もスパッツはけばいいんじゃないかな」

「ほう。ところで謳歌くん、君の言うスパッツとは……これの事かい？」

「へ？」

　いつの間にか謳歌の横に立っていた密先輩の手には、紺こん色いろの物体が。

「え？……え？」

　混乱した様子で、スカートをぺたぺたと触さわって確かめる謳歌。

「……は、はいてない」

「ふははっ、そしてそこからのスカートめくりっ！」

　密先輩が思いっきり手を振り上げ、謳歌のミニスカートがふわり、と宙になびく。

「うむ、これはなかなかいい柄がらだ」

「う……あ……」

「安心してくれていいよ。私はスカートめくり免めん許きよ皆かい伝でんだから、甘草くんには見えない角度でめくっている」

　なんだその無駄スキルは……まあたしかに全然見えなかったけど……

「そ……そ……」

　謳歌は声のみならず、全身を震ふるわせていた。

「そういう問題じゃないよおおおおおおっ！」

　そして密先輩からスパッツをひったくると、もの凄すごい勢いで部室から駆かけだしていってしまった。

「しまったなあ、またやりすぎてしまったよ」

「はあ……はあ……」

　謳歌は離り脱だつ、雪平は未いまだに机に突っ伏し、息も絶え絶えになって喘あえいでいる……おい、なんで恋れん愛あい相談しててこんな状じよう況きようになるんだよ。

「さてさて、残念ながら二人ともリタイアしてしまったので、ちょっと休憩に入ろうか」

　いや……させたのはあんただろ。




　そして十数分後。

「いやあ、ふらのくんも復活し、謳歌くんも戻もどってきてよかったよかった。それでは相談を再開しようか」

　なんとか回復した雪平は密先輩を睨にらみつけているし、スパッツをはきなおしてきたであろう謳歌も、頰を膨ふくらませてご立腹な感じだ。

　なのに、二人とも帰ってしまおうとはしない……ここにいる事で、何かメリットがあるんだろうか。

　先輩はといえば、二人の敵意のこもった視線を物ともせず、というかむしろ楽しそうにメールを確かく認にんしている……やはり、この人の思考回路はよく分からない。




『密先輩、突とつ然ぜんですが『コスプレコンパ』というイベントをご存じでしょうか？　自治体が町おこしを兼かねて出会いの場を提供する、『街コン』というのがありますが、それをコスプレで行おうという企き画かくなんです。参加資格は二十歳はたち以上との事なので、私には直接関係ないのですが、今度、この街で七月中ちゆう旬じゆんに行われるそれに、姉が参加する事になりました。普ふ段だん引っ込み思案な姉がようやく彼氏を作ろうと参加を決心したんです。何とか手伝ってあげたいのですが、私もこういう事に詳くわしくはないので、男の人がどういう恰かつ好こうを好むのかが分かりません。男心をくすぐるようなコスプレを教えていただけないでしょうか？』




　コスプレ……先輩が昨日言ってた相談ってこれの事か？

　先輩の方に視線を向けるが、何やら意味ありげにニヤリとして、謳歌と雪平の方に視線を戻してしまった。

「さて、それでは意見を聞いてみようかな」

　男心をくすぐるか……これも中々難しい所で、ナースや警官といった職業モノから、マンガ・アニメ・ゲームのキャラクターに至るまで、選せん択たくの幅はばが実に広い。

　そもそも個人的好みに依よる所が大きいので、明確な回答というのは難しいんじゃないだろうか。

「はいはいっ」

　謳歌が勢いよく手を挙げる。ついさっきまで頰を膨らませてたのに、切り替かえ早いな……まあ今までも怒おこってる所なんてほとんど見た事ないし、怒いかりが持続しないタイプなんだろう。

「あたしは荒あら縄なわがいいと思うなっ」

「は？」

　なんだ……今、荒縄って言ったのか？

「よくわかんないけど、『男の人が一番興奮する恰好よ』ってお母さんが言ってたよ」

「それはオメエん家ちだけだわ！」

　元アイドルで謳歌の母親、遊ゆう王おう子じ響きよう歌かは、話によると相当なドＭらしい。理知的なイメージが崩くずれるから、これ以上は聞きたくないんだけど……

「よくわかんないけどなんか、『私は亀かめが一番興奮する』とも言ってたよ」

「ストップ！　ストーップ！」

　あの人、朝の番組でニュースのコメンテーターとかしてる裏で、自分の子供に何言ってんだよ……

「私からも一ついいかしら」

　雪平がすっ、と挙手する。こちらはまだ不ふ機き嫌げんそうだが、元々表情に乏とぼしいからわかりづらいな。

「お、ふらのくんいってみようか」

「キノコがいいと思うわ」

　……意味が分からない。なんだ、キノコのコスプレって。

「もしくはバナナかウインナーね」

　キノコ・バナナ・ウインナー……なんだか嫌いやな予感がする。

「知らないの？　その三つの擬ぎ人じん化されたキャラクターが活かつ躍やくする、早熟戦隊『ダンコン３』というのが子供達の間で大人気なのよ」

「う、噓うそだろ？」

「噓よ、今私が作ったもの」

「お前最低だな！」

「私が最低なら甘草君はゲロカスね」

「何故なぜに⁉」

　叫さけぶ俺の横で、密先輩が口を開く。

「甘いぞ君達。そんなもの、答えは一つしかないじゃないか」

「一つ？」

　そして自信満々に言い放つ。

「何も着ない」

「は？」

「まあ全ぜん裸らのコスプレだね」

　うん……何言ってんだかちょっと分かんない。

「男子にとって、もっとも魅み力りよく的な女子の服装は全裸じゃないのかい？」

　いや、究極的にはそうかもしれないけどもさ……

「はあ……まあ」

　間ま違ちがってはいないので、曖あい昧まいに返事をするしかない。

「じゃあ、ここで実際に試ためしてみようじゃないか」

　おいおい、この人まさか、ここで脱ぬぎ出す気じゃ……

「それでは甘草くん、脱いでくれ」

「なんで⁉」

「いくら私でも、さすがにここで全裸になるわけにはいかないからね。という事は甘草くんしかいないじゃないか」

　……いや、何言ってんだか全然分かんないんですけど。

「そんなに恥はずかしいなら、下半身だけ脱いでくれればいいよ」

「全裸より変態っぽいだろうが！」

「なら、後ろ半分だけ裸はだかにしようか」

「どこのびんぼっちゃ○だ！」

「なら、お尻しりの穴だけ裸にしようか」

「ホモォってレベルじゃねーぞ！」

　声を荒あららげる俺をよそに、雪平がすっと手を挙げる。

「お、どうしたふらのくん」

「どうせモノが小さすぎて見えないから、脱いでも脱がなくても変わらないと思うわ」

「わざわざ手ぇ挙げて言うことですかね！」

「じゃあどうやって言えばいいのかしら」

「言わなくていいから口閉じてろ！」

（・・─チ・　・─イ　─・─・─サ　・─イ）

「指先でモールス信号とかお前どんだけ言いてえんだよ！」

　そこで密先せん輩ぱいが俺に視線を向けてくる。

「この相談は、男である甘草くんの意見が一番参考になると思うんだけどね。どうだろうか？」

　コスプレ……コスプレ……さっきも考えた通り、これはかなり好みに依よる所が大きいからな。俺の意見が参考になるかどうかは分からないけど……

「まあガーターベルト一択たくでしょう」

「「「……」」」

　俺のその発言で、場の空気が妙みような感じになる……なんでだ？

「甘草くん、それは単なる君の性せい癖へきであって、コスプレではないね」

「はっ⁉」

　た、たしかに……

　ニヤニヤしている密先輩や、特に気にしていない様子の謳歌はともかくとして、雪平の突つき刺ささるようなジト目が痛い。

　たしかにこの場で口にしてしまったのはどうかと思うけど、ガーターベルト好きってそんなに特とく殊しゆな趣しゆ味みなんだろうか？

「まあこれに関しては、私が実際にいくつかの衣い装しようを着用し、相談者に写真のサンプルを送っておく事にしよう。実は、この恰好やこの間の裸ワイシャツもどきも候補の一つでね」

　そう言って、スケスケの着物をひらひらさせる先輩。いや、どっちも駄だ目めに決まってるだろ。

　まあ縄なわとか男根とか全裸とかよりはだいぶましだけど……消去法っておそろしい。

　しかし、自分でそこまで準備してるんなら、やっぱり俺達に意見を聞く必要なんてないような……

「さてさて、それでは本日最後の相談といこうか」

　俺の疑念をよそに、密先輩がメールの内容を読み上げる。




『こんにちは。僕は半年ほど前に彼女ができて、何回かデートもこなしました。最初のうちはどこへ行ってもはしゃいでいたんですが、最近、マンネリ気味でつまらないと文句を言い出しました。色々と調べたりしているのですが、どうにもしっくりくるプランが思いつきません。なにか刺し激げき的なデートコースを教えてもらえないでしょうか？』




　……なんだよこの相談。彼女がいて、既すでに何回もデートをこなしているだと……また贅ぜい沢たくな悩なやみだった。爆ばく発はつしろとしか言いようがない。

「ふむ、私のおすすめスポットはたくさんあるんだが……どれも学生に紹しよう介かいできるものじゃないしなあ」

　密先輩はそう言って──危険な香かおりがしたんで、ツッコむのをなんとか我が慢まんした──謳歌と雪平の方に視線を向けるが、今回はすぐには意見が出てこないようだった。

　まあこの二人にデートの経験なんてないだろうから無理もない。

「さてどうするかな……お、そうだ甘草くん。私と模も擬ぎデートしよう」

「は？」

　唐とう突とつ過ぎる提案に、素すっ頓とん狂きような声が出てしまう。

「先輩、いきなり何言ってんですか？」

「意見が出てこないのなら、実際にやってみて考えるしかないだろう」

　言いながら俺の直近まですり寄ってくる。

「うわっ……なにしてんですか！」

「何って、デートをするんだから、予行練習だよ、予行練習」

「いや、だからってこんなにくっつく意味が分からないんですが……」

「ふふ、そんなに固い事を言わないでくれよ。まあ別の所は固くしてくれてもかまわないがね」

　最低だなこの人……

　そこへ雪平が声をかけてくる。

「童どう貞ていの甘草君に、先輩の相手はちょっと手に余ると思うわ」

「いや、お前童貞って……」

「そして甘草君の皮はちょっと余っているわ」

「なんの話してんだ⁉」

　雪平はそのまま淡たん々たんと言い放つ。

「だから、甘草君とデートするのはやめた方がいいと思うわ」

「なるほどなるほど。ふらのくんは代わりに自分が行きたい、と」

「なっ……そ、そんな事は言ってないじゃない」

「横取りするなんてひどいじゃないか。私が最初に甘草くんを予約していたんだよ」

「だから……私は別に行きたいなんて──」

「はいはい、秘ひめるちゃん先輩っ」

　そこでいきなり謳歌が手を挙げる。

「どうした、謳歌くん」

「……あたし、奏っちと模擬デートしてみたいっ」

「なっ……」

　謳歌のその宣言に、なぜか過か剰じように反応する雪平。

「……ほほう」

「なはは、ちょっとたしかめたい事もあるしねっ」

「なるほどなるほど……それでは素す直なおな謳歌くんには権利を半分譲ゆずってあげよう。では、今度の土日に一人ずつ甘草くんの相手をするというのはどうかな」

「おっけーだよっ」

　なんだかなし崩くずし的に予定が決められていく。

「甘草くん、今度の土日は空いているかい？」

「ええまあ……空いてるといえば空いてますけど」

　ミッション達成が最優先なんだけど、別に家に籠こもっててもいい案がでる訳じゃないしな……それに、カップルや恋こい人びと予備軍が多く集まるようなスポットに行けば、もしかしたら人が恋に落ちる瞬しゆん間かんを目もく撃げきできるかもしれない。

「な、なら、に、日曜日は私が……」

　雪平が密先輩の傍そばに行って、何事かをささやいていた。

「ふふふ、日曜日は私がなんなのかな？」

　何か、めちゃくちゃ楽しそうな表情をしている密先輩。

「私も色々と予定がある身だからね。ふらのくんが、ど～しても代わって欲しいというのなら、考えない事もないが」

「く……」

　先輩に何を言われたかは分からないが、雪平は唇くちびるを嚙かみしめて黙だまってしまった。

「き、今日一日恋れん愛あい相談につきあえば、甘草君にはもうちょっかい出さないって約束したのに、なんでこんな意地悪するんですか……」

「意地悪？　それは心外だなあ。私はただ、ふらのくんの素直な言葉が聞きたいだけなんだ」

　再び先輩が何かを言ったのを受けて、雪平が先輩の前でうつむいて口を開く。

「うう……甘草君とのデート……代わって……ください」

　雪平の囁ささやきを聞いた密先輩は、満足そうに笑った後……急に腹をおさえだした。

「あー、イタイ、あー、イタイー」

　な、なんだ、この棒読みにも程ほどがあるセリフは……

「これはイタイ……とても日曜日までには治りそうにナイナー。だれか代わりに甘草くんと模擬デートをしてくれないダロウカー」

　そこで雪平がそっと手をあげる。

「……そこまで言うなら私が行ってあげてもいいわよ」

　……なんだこの茶番は。

「……」

　そして雪平は無言のまま、ものすごい目でこっちをじっと見つめている……先輩との間でどんなやりとりがあったのかは分からないが、何がどうなってるんだ？

「ふむ。まあふらのくんのは、ほっといても面おも白しろくなるだろうからいいとして……謳歌くんのは健全過ぎてちょっと物足りない感じがするね」

「何の事です？」

「なに、こっちの話だよ。ふむ、事前にちょっとしたテコ入れをしようかな」

　そう言って密先輩は、謳歌を手招きした。

「どしたの？　秘ちゃん先輩」

「いやちょっとこっちに来てくれ。君に秘策をね……」

　そのまま二人してどこかへと消えていった。




　しかし、土・日と連チャンで謳歌と雪平の相手をするのか……

　どんなろくでもない事になるのか想像がつかなすぎて、気分が重くなってきた。
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「なあ……」

「なんですか、甘あま草くさ奏かなで」

「なんでついてくるんだ？」

　いきなり空から落ちてきて、ショコラと名乗ったその少女は、なぜか俺の後ろに貼はり付いて離はなれようとしない。

「貴男あなたは私の犬だと言ったでしょう？　躾しつけるのは私の役目です」

　そんな事を真顔で言い放つ。

　何がなんだか分からないが、どう考えてもまともじゃない……とにかく関かかわり合いにならない方がよさそうだ。

　よし、そこの角を曲がった瞬しゆん間かんにダッシュで振ふり切ろう。

　三、二、一──

「待ちなさい」

「いでででででっ！」

　足を踏ふみ出そうとしたタイミングで後ろから首根っこを摑つかまれた。な、なんて力だ……

「飼い犬の分際で、主人から逃げだそうとはいい度胸ですね」

　ショコラは全く感情のこもっていないような、冷たい声を発する。

　まるで人間じゃないみたいな……いや、そんな訳はないんだけど、とにかく普ふ通つうじゃないのは間ま違ちがい無い。

　そう思って何度か振り切ろうと試みたものの、ことごとく力尽ずくで阻そ止しされ、ショコラは結局学校の中、更さらには教室の前までついてきてしまった。

「何をしているのですか。私の事は気にせずに、早くドアを開けなさい」

　いや、気にするなとか無理だから……校門からここまで、どれだけ奇き異いの視線を向けられたと思ってるんだ。

　とはいえ、このまま帰る訳にもいかないんで、開けるしかない。

「うっ……」

　ドアを開き、俺に続いてショコラが中に入った瞬間、教室中の視線がこっちに集まった。

「あ、甘草？」「お、女連れ……だと？」「だ、誰だれなの？　めっちゃかわいーんですけど」

　皆みながざわつきを見せる中、窓まど際ぎわにいた雪ゆき平ひらがこっちに歩み寄ってきた。

　そしていつも通りの無表情のまま、口を開く。

「おはよう、腐くされウジ虫野や郎ろう」

「ひでえ⁉」

「ひどくないわ。今日は元からあなたをウジ虫野郎と呼ぼうと思っていた所だから、それに腐れがついただけよ」

「前提がおかしいだろ！」

　普通に入ってきてもウジ虫野郎扱あつかいだったのかよ……

「ほんの虫ジョークよ」

　うん……意味が全く分からない。

　うんざりする俺をよそに、雪平がショコラに視線を向けた。

「で、あなたは？」

「私はショコラ、この甘草奏の飼い主です」

「違うだろ！」

「黙だまりなさい。犬の分際で主人に刃は向むかうのは生意気ですよ」

「き、聞いたか？　犬と主人だってよ」「そうかプロか……甘草の奴やつ、一体いくら払はらってるんだ？」「なんか不潔……」

　皆の白い目線が突つき刺ささる。

　だ、駄だ目めだ。これ以上ここにいるのは危険だ……逃にげるように自分の席に向かう。

「はああ……」

　まだホームルームさえ始まっていないのに、とてつもない疲ひ労ろう感だった。ため息をつきながら、腰こしをおろす。

　そして何気なく、窓の外に目をやった。

「……ん？」

　人の顔があった。

「うおおっ！」

　反射的に椅い子すから立ち上がる。

「お、甘っちだ。おはよっ！」

　勢いよく窓を開け放った遊ゆう王おう子じが、教室に飛び込んできた。

　も、もしかして、壁かべをよじ登ってきたのか？　どんな身体能力してんだよ……

「甘草奏、公共の場で大声をあげるのはやめなさい」

　いつの間にか、ショコラが音もなく歩み寄ってきていた。

「あれ、誰かな？」

「私はショコラ、この甘草奏の飼い主です」

「だから違うだろ！」

「飼い主？　甘っちペットなの？」

「簡単に言えば、家か畜ちくです」

「いや別物になってますけど！」

「あはは、うちと似てるねっ」

「似てる？」

「うん。お母さんが、『私は夜は、メス豚ぶたという名のお父さんのペットよ』ってよく言ってるよ」

「お前んちどうなってんだ⁉」

　遊王子の母親って、あの遊王子響きよう歌かだよな……

「甘草奏」

　そこでショコラに名前を呼ばれて、反射的に振り返る。

「お手」

　ぽん……

「って、なんでやってんだ俺⁉」

「ふむ。なかなかいい反応ですね。このまま調教していきましょう」

「ちょ、調教って……」

　俺は頭を抱かかえてしまった。何なんだ……マジで何なんだこのショコラとかいう奴は？

　ただでさえ絶対選せん択たく肢しや雪平、遊王子との絡からみで気の休まる時がない毎日だってのに、これ以上心労が増えたら──

「甘草奏、おすわり」

「誰がやるかっ！」

　ああ……胃が痛い。
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「……一体何があった？」

　土曜日。待ち合わせ場所に現れた謳おう歌かを見た、俺の第一声はそれだった。

「ん？　何か変でございましょうか？」

「いや、お前それ……」

　変だった。謳歌の恰かつ好こうは間ま違ちがい無く変だった。

　なんとその衣い装しようは、全身にぴっちり貼はり付いた漆しつ黒こくのライダースーツ。ルパンの不二子ちゃんが着ているようなアレだ。ジッパーのついた胸むな元もとは大だい胆たんに開けられ、額にはサングラス、足あし下もとはやたらに高いヒール……これを変と言わずしてなんと言おうか。

「謳歌……」

　てっきりいつもみたいな、ヘソ出しミニスカートで来ると思ってたんだけど……

「おほほ、今日のあた……いや、私のテーマは大人の女なのでございます、奏かなで様」

　そしてなんだよこの喋しやべり方……しかも奏様って……

「というか、なぜに急に大人の女？」

　それを聞いた瞬間、なぜか謳歌の顔が微び妙みように赤く染まった。

「り、理由は言えませんが、と、とにかく、今日の私のテーマでございますからっ！」

「そ、そうか……」

　妙みような勢いに気け圧おされて、それ以上は聞きづらい感じになってしまった。この隣となりを歩くのが少し躊躇ためらわれる恰好が、大人の女かと言われれば甚はなはだ疑問だけど……着き替がえなんて持ってきてないだろうし、このまま出発するしかない。

「それじゃ、最初はどこに行くかな」

　色々と考えてはみたものの、刺し激げき的と言われても、本当のデート経験が無い俺がそんなに簡単に思いつけるはずもなく。

　正直、完全なノープランだった。とりあえず昼メシの時間帯だし、どこかに入ろうとは思うんだけど……高校生デートの定番（だと思われる）であるファミレスでは、とても刺激的とは言えないよな。

「奏様、コースはこのお姉さんにお任せくださいませ」

　やたらに自信満々な感じの謳歌。まあ本当の大人の女性は、自分の事をお姉さんなんて言わない……なんてツッコミはしちゃいけないんだろうな。

　先に立って歩く謳歌の後ろをついていくが、

「おっとと……」

　抜ばつ群ぐんの運動神経を誇ほこるはずの謳歌が、何度も何度もよろめいている。ヒールを履はき慣れてないのがありありと分かる歩き方だった。

「おいおい、無理しないで、どっかでスニーカーとか買った方がいいんじゃないか？」

「い、いえ、無理などしておりゃんせん。こ、これが私の普ふ通つうでありんす」

　いや、語ご尾びが全然普通じゃないですけど……

　その後も非常にヒヤヒヤする歩き方を続ける謳歌だったが、何とか転ばないで目的地にたどり着いた。

「お、なかなか落ち着いた感じの喫きつ茶さ店てんだな」

「そうでありましょう。小こ凪なぎた……じゃなくて、柔やわ風かぜさんに教えてもらいましたから」

　柔風の呼び方がどうこう以前に、教えてもらった事を隠かくすべきなんじゃないかと思ったが、これも口には出さないでおく。

　席についてメニューを確かく認にんしてみると、一いつ杯ぱいあたりの値段が微妙に高い。内装も高級感があるし、メインターゲットを高めの年ねん齢れい層に定めているんだろう。

　確かに大人な感じはするが、今日のテーマは『刺激的』だから、微妙にずれているような……

「ふふ、私はコーヒーには少しばかりうるさいですのことよ」

　謳歌がドヤ顔気味で自じ慢まんしている所に、店員さんがやってくる。

「ご注文はお決まりでしょうか」

「コーヒーくださっ──じゃなくて、お願いできるかしら」

　慌あわてて言い直す謳歌。話しづらいんならやめりゃいいのに……

「エスプレッソでよろしいでしょうか？」

「へ？　エスプレッソ？」

　聞き返されてきょとん、とする謳歌。

「奏様、コーヒーとは何種類かあるものなのでせうか？」

　おい……お前うるさいんじゃなかったのか。

「俺もそんなに詳くわしくないけど、ほら、コーヒーチェーンとか行くとアメリカンとかカフェラテとか色々書いてあるだろ」

「ああ、あれってコーヒーの種類だったんだ……でございますね」

　……そっからかよ。

「あの……一番苦いやつでお願いするのことよ」

　ものすごいざっくりしたオーダーをする謳歌。

「こっちはカプチーノお願いします」

　俺は苦いのは得意じゃない方なんで、マイルドなものを選ぶ。

　そして数分後。

「お待たせいたしました」

　店員さんの手によって、湯気のたつコーヒーが並べられる。

「砂糖とミルクは入れなくて平気なのか？」

「奏様。そんなものを入れているようでは、まだまだお子ちゃまでおじゃる」

　うん、お前はなんか子供番組のキャラみたいになってるけどな。

　謳歌は何も入れずにコーヒーを口に含ふくんだ。

「うえっ」

　今こいつ、『うえっ』って言ったよな……

「苦いのか？」

「に、苦くないでございます」

　意地を張る謳歌。

「苦いんだな」

「に、苦くないざんす」

　そしてイヤミ化する謳歌。

　この分だといくら言っても、砂糖を入れたりしないだろう。他ほかのもので口直しさせてやった方がよさそうだな。

「じゃあ何か食べ物も頼たのむか」

「そ、そうでございましゅるね」

　メニューに載のっているのはまあ喫茶店の定番のサンドイッチ、スパゲティ、カレー、後はスイーツが数種類といった所だった。

　謳歌はナポリタン、俺は卵サンドに決まり、呼び出しボタンを押す。

　程ほどなくしてやってきたその店員さんは、にこやかにメニューを指差した。

「お客様、当店のおすすめは『大人の激げき辛からカレー』となっておりますが、いかがでしょうか」

「おとな？」

　そのフレーズに謳歌の体がぴくり、と反応する。

「店員さん、そのカレーをいただこうぞ」

「はい、ありがとうございます。辛さが五段階に分かれておりますが」

「一番『大人』な味でお願いするでそうろう」

「辛さ五ですね、ありがとうございますっ」

「お、おいおい……」

　だ、大だい丈じよう夫ぶか？

　そして運ばれてきたカレーを口にした謳歌は、

「ひぎっ」

　今こいつ、『ひぎっ』って言ったよな……

「辛いのか？」

「か、辛くないでございます」

　意地を張る謳歌。

「か、辛くないひでぶ」

　そして北ほく斗とのザコ化する謳歌。

「うう……」

　数分後、謳歌はちょっと涙なみだ目めになりながらカレーを口に運んでいた。ちなみにさっきからほとんど減っていない。

　そこで謳歌が席を立つ。

「ちょっとトイ……お手洗いに行ってきますです」

　おそらくは口をゆすぎに行くんだろう。

　まったく……しょうがないな。




「ただい……あれ？」

　数分後、トイレから戻もどってきた謳歌は目を丸くした。

「カレーが無くなってる……でございます」

「ああ悪い。なんかうまそうだったから食べちゃったよ」

　俺は辛さにはかなり強い方なんで、そんなに悶もだえる程きつくはなかったけど、苦手な人間にとっては相当きびしいだろう。

　謳歌は無言のまま立ち尽つくしていた。

「だから悪かったって。そんなに怒おこんないでくれよ」

「い、いや、怒ってるわけじゃ──」

「お待たせいたしました」

　そのタイミングで店員さんがストロベリーパフェを運んできてくれる。

「かわりにこれ頼んどいたからさ」

「……で、でも、私はこ、こんな子供っぽいものは……」

「まあお詫わびの印だから、俺の顔を立てると思って食べてくれよ」

「そ、そういう事なら……いただき……ます」

　席に着いた謳歌は、一番上のクリームを口に運ぶ。

「……おいしい」

「そうか、それならよかった」

　そう言って俺が笑いかけると、謳歌はなぜか顔を伏ふせてしまった。

「うう……奏っちが大人すぎて……あたし馬ば鹿かみたい……もっと頑がん張ばらなきゃ」

　その声は非常にくぐもっていて、なんて言ったのかは聞き取れなかった。




「さて、腹も膨ふくれた所で、次はどうするかな」

　普通なら映画あたりが定番なんだろうけど、やっぱりそれじゃ普通すぎて今回の趣しゆ旨しに合わないよな。

「奏様。私が刺し激げき的な大人のスポットに案内いたしますです」

　そう言って連れて行かれた先は、映画館。

「普通だな……」

「いいえ。これは内容が普通じゃござんせん」

　相変わらず敬語がぶっ飛んでるがもうそれはスルーしよう。謳歌がバッグの中から取り出したパンフレットに目を通す。

『団地妻カオルの蜜みつ壺つぼ』

　おいなんだこれ……完全にエロ映画だろ。

「おと……父が、大人のデートならこれだという事で、薦すすめてくれましたです」

　パンフレットにはＲ‐15との表記。一応年齢制限はあるものの、十八禁という訳ではないらしい。




　──山田カオル三十二歳。結けつ婚こん五年目にして、倦けん怠たい期気味の主婦。パートとご近所付き合いで疲つかれ切った彼女の唯ゆい一いつの楽しみは、天てん井じよう裏に隠した壺つぼの蜂はち蜜みつをチビチビ舐なめる事だけ。

　しかしある日、誤って蜜壺を割ってしまった彼女の日常は崩ほう壊かいする。自分に黙だまって蜂蜜を舐めていたカオルに激げき怒どする夫。その狭きよう量りようさに腹を立て、反はん抗こうするカオル。飛び交かう罵ば声せい。日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんをぶつけ合う両者のケンカはヒートアップしていく。

　そして、激げつ昂こうしてカオルに摑つかみかかろうとした夫が蜂蜜で滑すべって転んだ時、団地全体を巻き込む、未み曾ぞ有うの大事件の引き金が引かれた。

　カオルの蜜みつに隠された人類史を揺ゆるがす秘密とは──




　……ちょっとおもしろそうだった。

　しかし、この内容だったら、なんであんなタイトルにしたんだろうか……あるんだよな、ラノベとかでもタイトルと中身が全然違ちがう詐さ欺ぎなやつ。

　まあタイトルの問題は置いておいて、その内容はたしかに随ずい分ぶんと刺激がありそうだった。

「じゃあ、これ観みてみるか」

「はい、では参りましょうかい」

　土曜日にもかかわらず、席はほとんど埋うまっていなかったので──まあ、上映してる事すら知らなかったマイナー映画だから当然と言えば当然だ──真ん中の丁度いい場所に陣じん取どる事が出来た。

　そして上映開始。

　最初はパンフレットの通り、団地妻カオルの、倦怠感に包まれた日常が描びよう写しやされていく。

　その中で、カオルが蜜壺から蜂蜜を舐める仕草が異様にエロかったので、それがＲ‐15になっている理由かと思っていたんだけど──

「うひゃああっ」

　……途と中ちゆうから何故なぜかゾンビ映画になっていた。

　そこに至るまでの経けい緯いはといえば──ケンカ中に畳たたみにぶちまけられた蜂蜜が、畳のい草と、カオルの旦だん那なの頭皮と交ざり合い、奇き跡せき的な化学反応を起こし、未知の病原体が発生。

　カオル以外の団地の人間が全すべてゾンビ化するというバイオハザードが発生……どんな超ちよう展開だよ。

「ひいいっ」

　最初は面おも白しろがって観ていた謳歌の顔は見る間に青ざめていき、今現在は完全に怯おびえて涙ぐんでいる。そう、この前のプールで判明したんだけど、謳歌は極度の怖こわがりだ。

「そんなに怖いなら出るか？」

「い、いいえ、お、大人の女は、この程度の事ではひゃああっ！」

「うおっ……」

　思いっきり服を引っ張られる。しかし、そんなのはまだ序の口だった。

「ひゃああっ！」

「ぐえっ！」

　体を寄せてきた謳歌が、俺の襟えり首くびを思いっきり絞しめあげる。

「し、死ぬ……」

「あ、ご、ごめ……じゃなくて、申し訳ありゃんせんっ」

　少し手が緩ゆるんだと思った次の瞬しゆん間かん、

「ひゃああっ！」

「ぐええええっ！」

　……結局、映画が終わるまでに、幾いく度どとなく首を絞められる羽目になった。




「「うう……」」

　二人して同じような呻うめき声をあげ（意味合いは大分違うけど）ながら歩く俺と謳歌。

　結局、意地を張り通した謳歌は、最後まで我が慢まんしてしまった。

　俺はといえばあまりに絞められすぎて、後半は他のお客さんの迷めい惑わくにならないように、無音で苦しがるという無む駄だスキルまで習得してしまった。

「も、申し訳ありませんでした……」

　恐きよう怖ふの余よ韻いんと反省でがっくりとうなだれる謳歌の目には、うっすらと涙が滲にじんでいた。

　この間のプールの時まで、ここ何年も人前で泣いた事がなかったらしいが、今まではこういうものを観に来る機会が無かっただけなんだろう。

「いや、それはもういいけど、ハンカチ貸そうか？」

「いえ、泣いてなんかいないんで、だびじょうぶべふ」

　セリフの最後の方、完全に鼻声になっていたが、そこには触ふれないでおいてやる。

「あっ」

　入り口の所まで来た所で、謳歌の足が止まった。見上げた先の上映予定表にあったその作品は『蛾が面めんライダー魔法使いウイザードＶＳ蛾面ライダー三ウ十イ歳ザ童ー貞ド』

　なんかルビまったく同じだけど、何が違ちがうんだこれ？　しかも子供向け番組だろうに、思いっきり童貞って書いてあんだけどいいのか……

「これ、もうやってたんだ……」

　すでに『団地妻カオルの蜜壺』観るって決まってたから、入る時は、他ほかの上映作品なんてろくに確かく認にんしなかったしな。

「本当はこういうのが観たかったのか？」

「そ、そんな事はないのでありんす」

　ぶんぶんと首を横にふる謳歌。

　そうは言っても、そのワクワクした表情は隠かくしきれていない。さっきまで泣きかけてたなんて分からないくらい、いい顔になっている。

「俺は別にもう一本観ても構わないぞ」

「え、ほ、ほんとにいいのっ……じゃ、じゃなくて、本当に観たくないですから、外に出ましょう」

　一人で勝手に自己完結した謳歌は、未練を断たち切るように、ささっと出て行ってしまった。




「はあ……」

　並んで歩いている謳歌から、もう何回目になるか分からないため息が漏もれる。もちろん無意識なんだろうけど、見ているこっちがかわいそうになるくらい、疲れ切った顔をしていた。

　……これはもう見てられないな。謳歌が聞き入れるかどうかは分からないけど、無理して大人っぽくしなくていいって言ってやろ──





【選べ　①パンツを見せてくれ、とせがむ

　　　　②へそをいじらせてくれ、とせがむ

　　　　③裸はだかエプロンになってくれ、とせがむ】






　……空気読め……お前マジで空気読め。

　選せん択たく肢しのＫＹっぷりにうんざりしたその瞬間、

　……待てよ。

　急に、ある考えが脳のう裏りに浮うかんだ。

　……成功するかどうかは賭かけだが、どうせどれかを選ばなきゃならないんだから、やってみる価値はある。

「謳歌」

「ど、どうしたでありますか」

「お願いだから、パンツ見せてくれ」

「へ？」

「お願いだから、へそをいじらせてくれ」

「え？……え？」

「お願いだから、裸エプロンになってくれ」

「か、奏っち？」

「お願いだから、『ご主人様』って呼んでくれ」

「ど、どうしたの、なんか変だよ？」

　真しん剣けんな表情をしたまま、謳歌ににじりよる俺。

「お願いだから、ガーターベルトになってくれ」

「な、なんか、目が怖いよ？」

　後ずさる謳歌だが、コンクリートの壁かべに背がぶつかってしまう。

「お願いだから、俺の乳ち首くびをいじってくれ」

　逃にげ道を塞ふさぐように、謳歌の顔の両側に手を突つく。

「そ、そんなえっちい事できる訳──」

「お願いだから、『足の指を舐なめなさいこのクズ』って罵ののしってくれ」

　あまりに唐とう突とつな変態的要求の連発に、訳が分からないという表情を浮かべる謳歌……さて、どうでる？

「な、なんでわざと変な事言うの？　こ、こんなの奏っちっぽくないよ」

「それだ」

「へ？」

「俺には今……謳歌がこう見えている」

「あたしが？」

　その言い方だと語ご弊へいがあるかもしれないが、大筋では間ま違ちがっていない。

「そう、謳歌は今の俺を見て、どう思った？」

「うーん……上手うまく言えないけど……なんかヤダ」

「同じだ。俺にとって今日のお前は、なんかヤダ。無理してキャラ作ってて全然謳歌っぽくない」

「奏っち……」

　すっかり普ふ通つうの話し方に戻もどっている謳歌。畳たたみかけるならここしかない。

「だいたい今日に限って、なんでそんなに大人にこだわるんだ？」

「そ、それは……」

「いいから言ってみ？」

「あの……秘ひめるちゃん先せん輩ぱいがこうしろって……」

「密ひそか先輩が？」

「そう。この前の恋れん愛あい相談が終わった後に、秘ちゃん先輩が寄ってきて、『そんなに子供っぽくちゃ、一生恋愛なんてできないよ』って。その後も君にはお色気が足りないとか、色々ひどい事言ってきて……なんかちょっと悔くやしくて、あたしだって大人っぽくできるもんって思って、今日はそれをテーマに……」

　……密先輩、テコ入れとか言ってたけど、あの時に、そんな事吹ふき込んでたのか。

　まあまさか、先輩も謳歌がここまで直球で真に受けるとは思わなかっただろうけど。

「お前、どんだけ素す直なおなんだよ。そんなの聞き流して普ふ段だん通りにしてた方がいいって」

「でもでも、男の人って秘ちゃん先輩みたいな大人っぽい方が好きなんでしょ？」

　まあそれは概おおむね間違ってはいないが、あくまで好みの問題だろう。

「あたし、今日は模も擬ぎっていっても一応デートだから、奏っちの事楽しくさせてあげなきゃ、って思って……だったら普段のあたしみたいな子供っぽいのより、大人な感じの方がいいかなって」

　なるほど……謳歌はそんな事考えてたのか。

「ちょっと聞くけど、今日、お前自身は楽しかったか？」

「え？」

　謳歌は、そんな事は思いもしなかったという感じできょとん、としていた。

「無理して大人っぽい恰かつ好こうしたり、喫きつ茶さ店てんで苦いコーヒー飲んだり、興味が無い映画観みたりして楽しかったか？」

　謳歌は、少し考えてから、口を開く。

「……あんまし楽しくなかった」

「だろ？」

「でもでも、相手を楽しませる為ためには、少しは我慢しな──」

「じゃあ、俺も楽しくない」

「え？」

「一いつ緒しよにいる女の子が、自分の為に何かを我慢してるのを喜ぶ男なんていないと思うぞ」

　我ながら恐おそろしく歯の浮くようなセリフだった。あくまで模擬デートだから言える事であって、本当の恋こい人びとにだったら絶対に言えないな、こんなの。

「つまり……あたしが楽しそうにしてる方が、奏っちも楽しいの？」

「まあ、そういう事だな」

「そっか……そうなんだ……」

　ちょっとの間、うつむいて考え込むようにしていた謳歌だったが、勢いよく顔を上げる。

「オッケーわかったっ！」

　言うが早いか、勢いよくサングラスを外し、ヒールも脱ぬぎ捨てる謳歌。もとからかなり開けられていた胸むな元もとのジッパーも更さらに下げようとしだした。

「お、おい……」

「いやー、この服、窮きゆう屈くつでしょうがなかったんだよね……あ、さすがにここで脱ぐのはまずいかー。奏っち、ちょっと着き替がえてきていい？」

「え、ああ、でも着替えなんて──」

「そりゃーっ」

　地面に置いてあったバッグを持って、近くにある公園の公衆トイレに駆かけ込んでいった。

　いや、いつもの感じに戻ったのはいいけど……いくらなんでも切り替かえ早すぎだろ……

　まあそれはともかく、選択肢を利用する作戦が成功してよかった。謳歌の思考を上手い具合に誘ゆう導どうできていなかったら、ただの変態だからな、あれ。

　でもあのまま選択肢が現れずに、いきなり説得から入っていたら、意外に頑がん固こな所がある謳歌は、聞き入れなかったかもしれない。まあ怪け我がの功名と言えなくもないか。

　そんな事を考えながら待つ事数分。

「おまたせーっ」

　帰ってきた謳歌の恰好は超ちようのつくミニスカート。お、これで内外とも完全にいつものイメージに戻ったな。ガーター付きなのは、俺的に非常にポイントが高い所だ。

「しかしよく着替えなんて持ってきてたな……」

　少なくとも、さっきまでのあの謳歌の様子だと、途と中ちゆうからこの恰好に着替えようなんて気はなかったように思える。

「今日のあたしは大人だからいいって言ったのに、どうせ必要になるからって無む理り矢や理り持たされたんだ。いやー、お母さんに感謝しなきゃっ」

　この展開を見み透すかしていたのか。やっぱり極度のドＭでもくさつても母親だな。

「いやー、動きやすいなーっ」

　楽しそうに満面の笑えみを見せ、公園の外まで走っていってしまう謳歌。

「お、おい、ちょっと待てっ」

　慌あわてて追いかけて、商店街の所でようやく追いついた。

「ふう……じゃあお前が本調子に戻った所で、刺し激げき的なデートコースを──」

「あ、アイスたべよー、アイスッ！」

　アイスの店を見つけて駆け寄っていく謳歌。

「おい、あんまり勝手に動き──」

「いちばん甘いやつくださいっ」

　その注文で出てきたのは、めちゃくちゃ濃こい色のキャラメルソースがのっかったアイス。

「うわーっ！」

　瞳ひとみを輝かがやかせてそれにかぶり付く謳歌。

「おいしーっ！　ん？　どったの、奏っち」

「いや、なんでもない」

「あ、もしかして半分たべたいの？　いいよ」

　そう言って、自分がかじった部分を差し出してくる謳歌……普通逆側だろう、逆。

「いや……俺はいい」

「そうなの？　じゃああたし、全部たべちゃおーっと」

　口の周りにクリームをくっつけながらアイスをほおばる謳歌。完全に子供だなこれ……

　しかし、そんなのはまだ序の口だった。枷かせが外れて、全開になったそこからの謳歌はといえば──

「あ、あっちのお店おもしろそーっ」

「い、いきなり走り出すなっ」

「あはは、高い高いっ」

「どこに登ってんだお前はっ！」

「あ、おじちゃん、ちょっと写真撮とってくださーいっ」

（ひいいっ！　なんでそんなヤク●っぽい人に頼たのむんだっ⁉）

　……いつにも増してひどかった。




「つ、疲つかれた……」

　時刻は夕暮れ時。俺の疲ひ労ろう度は既すでに限界近くまで達していた。本気になった謳歌のバイタリティは尋じん常じようではなく、半日のうちに半はん端ぱじゃない数の場所を連れ回された。

「お前、こんなに歩き回って、全然疲れないのか？」

　いくら運動神経がいいといっても、謳歌は女の子だ。日常的に鍛きたえてるようにも見えないのに、この体力は異常と言わざるをえない。そして、覇は王おう翔しよう吼こう拳けんを使わざるを得ない。

「このくらいなんともないよ。お父さんと遊びに行くと、一日で今日の三倍くらいは動き回るし」

　……遊ゆう王おう子じの血は一体どうなってんだよ。というか、父親と一日遊び倒たおす女子高生ってどうなんだろうか。まあ非常に謳歌らしくはあるけれども。

「そうか……でも俺はもう限界だ。時間も時間だし、ぼちぼち切り上げよう」

　時計を見つつ、謳歌に確かく認にんする。

「オッケー、そんじゃ帰ろっか」

　まだまだ元気いっぱいといった感じの謳歌と、並んで道を歩く。

「あ、そういえばさ」

「ん？　なんだ？」

「奏っちって『ご主人様』って言ってほしいの？」

「ぶっ！」

　唐突な謳歌のそのセリフに、思わず吹き出してしまう。

「い、いきなり何を……」

「あと『足の指を舐めなさい、このクズ』って言ってほしいの？」

「お、謳歌さん？」

　思わず敬語になってしまう。な、なぜそれを今いま更さら蒸むし返すんだ……

「あたしに自然でいいよって教えてくれた時さ、奏っちわざと変な事を色々言ってたでしょ？　その中で、最初のパンツとおへそと裸はだかエプロンのは、なんか作り物っていうか、ちょっと不自然な感じがしたんだけど、後の方の四つはあんまり噓うそっぽくなかったから、実はほんとにやってほしいのかなーって」

　な、なんて鋭するどい奴やつだ……絶対選せん択たく肢しからもってきた部分と、俺がアドリブで口走った部分を直感で区別している。

「やってあげようか？」

「へ？」

「あの時はちょっとえっちいと思ったけど、なんか面おも白しろそうだから、奏っちがしてほしいなら、最後にちょっとやってみてもいいかなって」

　な、何を言ってるんだ、こいつは？

「あたしね、奏っちに、『相手が楽しそうにしてる方が自分も楽しい』って言ってもらえて、すっごいなるほどなーって思ったんだ。だから奏っちにも、もっと楽しくなってほしいんだ。あ、さっきみたいに無理してるわけじゃなくて、あたしもほんとにやってみたいから言ってるんだよ？」

　……一体どんな思考回路をしてるんだ、こいつは。

「いやお前、気持ちは嬉うれしいけど、そんな変態的な事は──」





【選べ　①「やってくれ」

　　　　②「やっておしまい」

　　　　③「やらないか？」】






　ウホッ。

　……まあ強制的にやらせるわけじゃなくて、本人が自分からやると言ってる事に頷うなずくだけなんで、別に問題はないんだけども。

　でもこれはあくまで選択肢に強制された結果であって、断じて俺の個人的欲よく望ぼうって訳じゃない。やってもらう内容にしたって、あくまで謳歌を元に戻もどす為の方便で、深層心理の願望が思わず口に出てしまったなんて事はありえない……って、誰だれに言い訳してんだ俺は。

「……やってくれ」

「オッケー、あ、じゃああそこのベンチでやったげるね」

　なぜかめちゃくちゃ乗り気な謳歌に手を引かれ、二人で並んで腰こし掛かける。

「ご主人様っ！」

　そしていきなり声を張り上げる謳歌。あまりに元気すぎて、俺が想像していたメイドのイメージからはかけ離はなれているが……これはこれでアリだな。

「おー、なんか新しん鮮せんで楽しいねっ。じゃあ次にいってみよっか」

「お、おい……」

　謳歌は靴くつ下したを脱いで裸足はだしになった。そして俺をなぜかベンチに寝ねかせて、見下ろすように立つ。このアングルだとスカートの中も丸見えだけど、スパッツを着用しているから問題ないという事なんだろう。

「おりゃっ」

　そして足の親指で、いきなり俺の乳ち首くびを触さわってきた。

「あふっ……」

　思わず変な声が出てしまう。

　ゆ、指を舐なめろじゃなくて、乳首の方だったのか……ま、まさか足でいじるとは……

「あはは、奏っちの反応おもしろーいっ」

「や、やめっ……」

「あはは、うりうりっ」

　調子に乗って指をぐりぐりさせまくる謳歌。

「お、お前、いい加減に──」

「足の指を舐めなさい、このクズ」

[image: ]

「は、はい、喜んで……って、やるわけねーだろ！」

　ついついノリで従いかけてしまった。

「あはは、奏っち、なんかうちのお母さんとちょっと似てるね。こういうのなんて言うんだっけ……あ、ドＭだドＭっ」

　俺はドＭではない……なぜかこの状じよう況きようを別段嫌いやとは感じていないけども、断じてドＭではない。

　ご主人様と呼ばせているメイドに、ガーターをはかせ、乳首をいじらせた後に、罵ののしってもらいたいという欲よつ求きゆうが心の奥底にあったとしても……断じてドＭではない。

　対して謳歌は嬉き々きとして俺の乳首を足の指でいじりまくる。なんでこんなに乗り気なのかと思っていたが……もしかしてこいつ、潜せん在ざい的にＳの気けがあるのかもしれない。

「面白いからもっと強めにやってみよーっと」

「あ……ちょっ……やめ──」




「ちょっといいかな？」




　そこで、やたらに野太い声がかけられた。

　慌あわてて起き上がってみると、そこに仁に王おう立だちしていたのは、日本人なら誰でも知っている、青い制服の御ご仁じん。

「君ら……何してんの？」

　おまわりさんですね、分かります。




「あはは、危なかったねー」

「笑い事じゃねえから！」

　いや、本当に危なかった。演劇の練習という事でなんとか押し通して解放してもらったけど、もう少しで補導される所だった。

　まあ最悪俺はいいとしても、ＵＯＧの社長令れい嬢じようが補導なんて事になったら色々と問題だろう。

「しかしお前、あれはやりすぎだろ……」

「あはは、ごめんねっ。でも、やられてる奏っちの顔見てて、すっごい楽しかったよ！」

　やっぱりこいつ潜在的にＳっ気があるな……今後、変な風に目覚めなきゃいいけど……

「まあいいや……疲れたからとにかく帰ろう」

「そうだねー」

　言葉とは裏腹に、疲労のかけらすらも感じさせない謳歌と並んで再び歩き出した。




　少し進んだ所で、謳歌がのぞき込むようにして話しかけてくる。

「ところで奏っちさ、一つ聞いていいかな？」

「どうした？」

　謳歌は少し口ごもりながら言葉を発した。

「その……今日、楽しかった？」

　不安そうな感じの謳歌に対して、俺は素す直なおに思った事を口にする。

「ああ、楽しかった」

　前半は本人にも告げた通り、謳歌が無理してるのが忍しのびなかったんで純じゆん粋すいに楽しめなかったけど、いつもの謳歌に戻った後は、振ふり回されこそすれ、決してつまらなくはなかった……まあ、最後の変態プレイは置いておくとしても。

　俺のその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、謳歌の表情が輝かがやいた。

「よかった！　奏っちは、あたしが楽しければ楽しいって言ってくれたけど、一人でかなりはしゃいじゃったから、ちょっと心配してたんだー」

　安心した様子の謳歌は、すこしの間を置いて、再び口を開いた。

「あ、奏っち。今日はもう一つ確認したい事があったんだ」

「なんだ？」

　謳歌は少し声のトーンを落とす。

「うん……この前さ、プールに行った時、あたし最後に泣いちゃったのって覚えてる？」

　忘れるわけがない。ウォーターアミューズメントパークで、謳歌が見せたあの泣き笑いの表情は、今でも鮮せん明めいに脳のう裏りに焼き付いている。

「あたしね、あの時感じた気持ちがなんなのか、ずーっと考えてたんだけど、全然分かんなくて、もやもやしてたんだ」

　まあたしかに、俺の呼び方を奏っちに変えたあたりも、態度が妙みようだったしな。

「今日ね、奏っちと模も擬ぎデートしてみたいって言ったのも、また一いつ緒しよにいたらなんか分かるかなーって」

「……そっか。で、結局なんだったんだ？」

「分かんなかった！」

　指をびっ、と立てて即そく答とうする。

「そ、そうか……」

「でもねでもね、今日はあたしもすっごく楽しかった！」

「そうか……よかったな」

「うんっ。だからね、もうちょっと自分で考えてみる事にするよ」

　そう言って謳歌は満面の笑えみを浮うかべてみせた。




「あ、この辺でだいじょーぶだよっ」

　しばらく進んだ所で謳歌が声を出す。

「いや、時間が時間だし、家の前まで送ってくけど」

「ありがと。でもほんとにすぐ近くだからだいじょぶだよ」

「そうか？」

「うん、それじゃまたねーっ」

　謳歌はぶんぶん手を振りながら走り去っていった。

「デートって……こんな感じなんだな」

　あくまでも模擬で、全然普ふ通つうのカップルっぽくはなかったけど、ころころ変わる謳歌の表情を見てるだけでも楽しかった。中高生みんながみんなして、恋れん愛あい恋れん愛あいと言っているのも少しだけ分かったような気がした。

　が、そんなのはあくまでも気がしただけだろう。

　なにしろ俺には──





【選べ　①「虎こ児じ郎ろうーっ！　愛してるぞーっ！」と叫さけびながら街を全力疾しつ走そう

　　　　②「大だい子こーっ！　愛してるぞーっ！」と叫びながら街を全力疾走

　　　　③大子さんに愛されながら、街を全力疾走】






　……そう、こいつが頭の中に居座ってる限り、恋愛だの恋こい人びとだのなんてとんでもない。

　俺は下した唇くちびるを嚙かみしめながら、一歩踏ふみ出した。




「虎児郎ーっ！　愛してるぞーっ！」




　親父おやじ……ごめん。
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「あほ」

　甘あま草くさ家のリビングにショコラの声が響ひびく。

「ばかっ」

　本人は精せい一いつ杯ぱい罵ば倒とうしてるつもりなのかもしれないけど……

「ろくでなしっ」

　喋しやべり方がふにゃっとしてるんで、ひとっかけらの悪意も伝わってこない。

「奏さんなんて、きらいですっ」

　そこまで直接的な言葉を発しても、ミッションクリアのメールが俺の携けい帯たいを揺ゆらす事はなかった。

「奏さん、もうやりたくないです……」

　ショコラが悲しそうな目でこちらを見る。

「だよな……いや、変な事やらせて悪かった」

　いや、こんな無む理り矢や理り言わせるだけで、ミッションクリアできるわけないのは分かってるんだけど、ひたすら繰くり返していれば、刷り込み的なもので、ショコラの気持ちが一いつ瞬しゆんだけでも変化するかもしれないと思って試ためしてみたが……やっぱり駄だ目めだよな。

「はあ……」

　謳歌に連れ回された肉体的疲ひ労ろうに加えて、ミッションクリアの見通しが立たない精神的負担……そりゃあため息の一つもつきたくなる。

「奏さん……きらいになれなくてごめんなさい」

　ショコラはもの凄すごくしゅん、としていた。う、なんかもの凄い罪悪感が……

「い、いや、お前は全然悪くないんだから気にしなくていいんだ……ん？」

　その時、唐とう突とつに携帯が鳴った。

　ディスプレイを確かく認にんしてみると『神』との表示。

　あいつか……心の準備をしながら通話ボタンを押す。

《はろはろー、愛いとしの奏君、はろはろー》

　していてもやっぱりムカついた。こいつ相手に電源を切っても何をしても無む駄だなのは分かっていたが、あんまり腹立たしいんで切ってやった。

　どうせまた、すぐにかかってくるだろうけ──

「ん？」

　耳慣れた着信メロディが響く。が、手の中にある携帯は鳴っていない。どういう事だ？　なんだか俺の後方から聞こえてるような気がするんだけど……

「おもしろいです、奏さんのおしりが鳴ってますっ！」

「……は？」

　尻しり？　そんな馬ば鹿かな、と思いそちらに意識を集中する。

「鳴ってる……」

　俺の尻からは着信メロディが流れてきていた。

「な、なんだこれ……」

　尻の筋肉を締しめてみた。

「ち、小さくなった……」

　尻の筋肉を緩ゆるめてみた。

「お、大きくなった……」

『俺の尻が携帯になってるんだが、どうすればいいか分からない件』脳裏にそんなスレタイっぽいのが浮かんだ……だからなんだよ、って話だが。

　そんな事考えてる場合じゃないな。どうやら止めるには、出るしかないようだ。

「って、どうやって出ればいいんだ？」

「あ、こんどは奏さんのおっぱいが光ってます」

「は？」

　言われて見てみれば、片方の乳ち首くびのあたりが明めい滅めつしている。

「……まさか」

　ものっすごい嫌いやだったけど、自らの乳首を押してみる。その瞬間、もう片方の手に持った携帯から、軽けい薄はくな声が響いてきた。

《はろはろー》

「お前何さらしてくれてんだ！」

《だって奏君が冷たいんだもーん》

「お前が変な事ばっかりするからだろうが！」

《変な事って、さっきのケツメロとチクピカの事？》

「勝手に妙なネーミングすんじゃねえよ！」

《奏君ねえ、どんな理由があろうと、ガチャ切りはマナー違い反はんだよ》

「ケツメロとチクピカはマナー違反じゃねえのか！」

《あれれ、もしかしてその名前ちょっと気に入ってる？》

　イラッ……

「……もう切るぞ」

《いいのかなー。そしたら今度は奏君のおケツが光る事になるよ》

「奏さんのおしりが光るんですか、それはいいめじるしですっ！」

「なんの⁉」

　ショコラのホモネタに対する嗅きゆう覚かくにドン引きしていると、チャラ神がみの声が飛んでくる。

《まあまあ、今までのは前フリだから。僕が何の用事もなく奏君に電話すると思う？》

　この前思いっきりしてただろうが……

　そこでチャラ神は少しだけ声のトーンを落とした。

《実は、君に選せん択たく肢しとかミッションを送ってる神について、ちょっとだけ分かった事があるんだ》

「ほ、ほんとかっ！」

　思わず大声が出てしまった。

　現在、俺がその存在を把は握あくしてる神は三柱（神はたしかこう数えるはずだ）。現在この世界を管理しているこのチャラ神。その前任者であり、不ふ倫りん恋れん愛あいをこじらせて絶賛引きこもり中の神。そして、俺にとっての全すべての元げん凶きようであろう第三の神。

　今まで全くといっていい程情報が出てこなかった分、期待せざるを得ない。

「それで……一体何が分かったんだ？」

《いや、ほんとにちょっとだけだから、そんなに期待しないでほしいんだけどね。その神の属性について》

「属性？」

《そそ、たとえば戦いくさだったり、豊ほう穣じようだったり芸術だったりって感じで。あ、ちなみに僕はキャバクラを司つかさどる神なんだ》

「ただの店長じゃねえか！」

《はは、冗じよう談だんはおいといて本題にいこうか。肝かん心じんのその神が司っているのは、《恋愛》だってさ》

「恋愛を司る神……」

《そう、その神……えーっと、名前なんだっけかな……まあいいや、忘れちゃったから仮にラブ神がみとしようか》

　仮か称しようにしても、随ずい分ぶんと安っぽいな……まあチャラ神よりははるかにマシだけども。

《そのラブ神ね……自らは恋こいを知らない矛む盾じゆんした存在らしいよ》

「恋を知らないって……恋愛を司る神なのにか？」

《そそ、人間の恋愛を観察するのは大好きなんだけど、自分は一いつ切さい恋が出来ない体質なんだってさ》

　神の常識はよく分からないが、恋愛できないって相当辛つらいんじゃないだろうか……いや、今の俺は人──というか神──の事言えないけども。

《で、どこにいるのかなって思って、僕のカミ友のみんなに聞いてみたんだけどさー》

　そんなメル友みたいなノリで言うなよ……

《そのラブ神、今絶賛行方ゆくえ不明中なんだよ》

「行方不明って……神が？」

　まあ、単なるチャラ男とか、仕事をほっぽりだして引きこもってる奴やつもいるくらいだし、どんな神がいてもおかしくないか。

《はは、神なんて結構みんなテキトーだからね。でもその神、相当高位の存在だから、居場所が分からないのはまずいって事で、結構大がかりに捜そう索さくしたらしいんだけど……この神界には存在しない可能性が高いってさ》

「そっちにいない？」

《そうそう、気まぐれで人間界でもぷらぷらしてるんじゃないかなー》

「人間界………………あ」

《ん？　何か心当たりがありそうな感じだねー》

　それを聞いて真っ先に脳のう裏りに浮うかんだのは、あの腹黒生徒会長だった。

「ああ、実は──」

　俺は、黒こく白びやく院いん会長の事をチャラ神にかいつまんで説明した。

《へー、ちょっと待ってね……》

　それを聞いたチャラ神は、何かを探さぐっているような感じでしばらく沈ちん黙もくしていた。

　それが終わった十数秒後。

《うん、たしかにその会長ちゃんは人間じゃないね》

　……やっぱりそうか。

《でも、その子は神でもないと思うよ》

「え？」

《この気配は僕しもべのものだね。その会長ちゃんは、君の傍そばにいるショコラちゃんと同じだよ》

　会長は神じゃない？

「じゃあ、そのラブ神は一体どこに……」

《うーん、僕より高位の神に、本気で気配消されたら察知できないしなあ。人間界っていっても奏君のいる世界以外にも無数にあるし……え？　店でアケミちゃんがお客さん怒おこらせちゃった？……ごめん奏君、ちょっと緊きん急きゆうの用事ができちゃったからまたね～》

「お、おい、ちょっと……」

　そのまま通話は断たち切られる……あいつ、本当にキャバクラの店長なのか？

「奏さん、おはなしおわりましたか？」

　ショコラが嬉うれしそうに寄ってくる。

　しまった……ショコラについて、チャラ神に調べてもらうように頼たのめばよかった。

　妙みような感じで記き憶おくを失っている事といい、この前の豹ひよう変へんといい、その出自に関しては、謎なぞが多すぎる。

「奏さん、どーしたんですか？」

「いや、なんでもない……」

　本人に聞いても無駄なのは分かってるし、仮に答えられたとして、その全てを知ってしまうのはなんだか少し怖こわいような気もした。

「そうですか……ふわあ」

　間ま抜ぬけな欠伸あくびをもらすショコラ。思わずつられてしまう。

「くああ……じゃあそろそろ寝ねるか」

「そーですね。わたし、ねむいですっ」

　まだちょっと早いけど、今日は謳歌に振ふり回されて疲つかれたし、明日は雪ゆき平ひらと二人っきりだしな。

　……ものっすごいヘビーな一日になりそうだ。




「ふう……」

　どうにも寝ね付つけずに、ベッドから天てん井じようを見み据すえる。

「恋れん愛あい神なのに、自らは恋を知らない……か」

　そのフレーズはなぜだか俺の頭の中に強くこびりついていて、なかなか離はなれてくれなかった。
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「お？」

　日曜日、集合場所の駅前に現れた雪平のその姿に目を見張った。

　こいつの事だから、ジャージとか、下手へたすれば着ぐるみとか、ウケ狙ねらいで突とつ拍ぴよう子しもない恰かつ好こうしてくるのかな、とか思ってたんだけど──

「雪平……か？」

　ふわふわの純白ワンピースに、かわいらしい装そう飾しよくのバッグ、頭にはワンポイントの花飾かざり。

　一言でいえば、非常に女の子女の子していた。

「……」

　雪平は、無言のまま俺の前に立つ。

「お、おっす、おはよう」

「……」

「今日は晴れてよかったな」

「……」

「気温も暑すぎないでちょうどいい感じだし」

「……」

「あの……何か言ってもらわないと、会話にならないんだが」

　それを受けた雪平は、少し間を置いてから口を開いた。

「……全身から血という血をぶちまけて死ねばいいのに」

「すげえのキタコレ！」

「ごめんなさい。ヘドが出るほど嫌きらいな男子と出かける時は、こう言えって子供の頃ころに教え込まれたの」

「どんな幼少時代送ってんだ！」

　普ふ段だんから、あんだけ毒を吐はかれたり、暴力をふるわれたりしてるんで、雪平が俺の事を嫌ってるのはなんとなく分かってるけど、ヘドが出るほど嫌いとまで言われると、さすがにちょっと傷つくな……

　そんな俺の様子を察したのか、雪平が口を開く。

「ごめんなさい。ヘドが出るほど嫌い、というのはちょっと言い過ぎたわ。なにより表現が汚きたならしいわね」

　まあたしかに、ヘドが出るなんて、女の子の口から飛び出したら、あんまり気持ちのいい言葉じゃないよな。

「ヘトが出るほど嫌いに訂てい正せいするわ」

「いや濁だく点てんとったって綺き麗れいにはなんねえよ！　そもそもヘトってなんだヘトって！」

「じゃあ、帽ぼう子しからハトが出るほど嫌いに訂正するわ」

「なんでマジックはじまってんだ！」

「じゃあ、帽子からはとこが出るほど嫌いに訂正するわ」

「最も早はや意味わかんねえ！」

「甘草君、そこは『お前、はとこいねえだろ！』ってツッコんでもらわないと」

「知るか！」

「ちなみに、いとこのケンちゃんはものすごいハト胸よ」

「その情報誰だれが得すんだ！」

「あと、ケンちゃんはアヒル口がチャームポイントよ」

「だからケンちゃん情報いらねえから！」

「あ、ケンちゃんって言っても志村けんではないわよ」

「誰が間ま違ちがうんだそんなもん！」

「ちなみに高木ブーでもないわよ」

「最早共通点ねえだろうが！」

「そうかしらブー」

「それ高木ブーじゃなくてブー太た郎ろうだろ！」

「甘草君、一体いつまでふざけているの？」

「お前どの口が言ってんだ！」

　……雪平はおそろしいまでに平常運行だった。

　休日のマンツーマン状態、しかも模も擬ぎデートという体てい裁さいなので、少しは女の子っぽい感じになるのかな、と思っていたんだけど、どうやら恰好だけのようだった。

「はあ……お前が俺を嫌いなんだっていう事だけは分かったよ」

　まったく、今回のミッションの対象がショコラじゃなくて雪平だったら話は簡単なのにな……いや、最初っから嫌われてるんだから、そもそも成立しないか。

「ん、どうした？」

　雪平の動きが止まっていた。

「甘草君、今、私があなたを嫌っていると言ったわね？」

「え？　あ、ああ……」

　責めるような感じで瞳ひとみを見据えられて、ドギマギしてしまう。あれ、もしかしてそこまでは嫌いじゃないのか？

「………………………………………………………………………………………その通りよ」

「なんで溜ためたし⁉」

　そもそもそうなんだったら、なんで聞き直したんだろうか？　やっぱり雪平は訳が分かんないな。

　まあ雪平が俺をどう思ってようが、相談者の悩なやみ解決の為ために来てるんだから、やる事はやらないとな。

「じゃあ（模擬）デート開始するか」

「⁉」

　雪平の体がびくん、と跳はねた。

「雪平？」

　俺、なんか変な事言っただろうか。

「……なんでもないわ」

　そのまま歩き出そうとする雪平。

「お、おい雪平、手と足が一いつ緒しよになってるぞ」

「何を言っているのかしら。そんなマンガみたいな事、あるわけないでしょう」

「いや、実際そうな──あ、あぶないっ！」

　ずだあっ！

　思いっきりコケた。

「だ、だいじょぶか？」

　駆かけ寄った俺に対して、四つん這ばいになった雪平は淡たん々たんと言い放った。

「……体を張ったギャグよ」

「いや張りすぎだろ！」

　というか、誰がどうみてもガチゴケだった。

「あ、お前、擦すりむいてるぞ」

　その膝ひざからは薄うすく血が滲にじんでいたが、雪平は平然と言い放った。

「こんなもの、ゲロをつけとけば治るわよ」

「ツバだろ！　どんな間違い方だ！」

　いや、ツバだったとしても治るわけじゃないけどさ。

「ちなみに、人生で一度は寝ゲロを経験してみたいと思うんだけど、私だけかしら？」

「間違いなくな！」

　そんなもん、ＯＬになってから勝手にやってくれ……

「こんなもの、サバをつけておけば治るわよ」

「あんな腐くさりやすいもん傷口につけるんじゃねえ！」

「このくらいほうっておいても大だい丈じよう夫ぶよ。さあ、行きましょう」

　立ち上がって、そのまま歩き出そうとする雪平の肩かたを摑つかんで引き止める。

「駄だ目めだ。雑ざつ菌きんでも入ったらどうするんだ……」

　雪平の前方に回り込み、しゃがみこんでもう一度傷口を確かく認にんした。

「ちょ、ちょっと……」

「やっぱり駄目だな。結構切れてるぞ、これ」

「甘草君、さっきから少し大おお袈げ裟さじゃないかしら。こんなのはカバをつけとけば──」

「雪平」

　またふざけようとした雪平の言葉を遮さえぎる。

「な、なによ……そんなに怖こわい顔して」

　言われてみて初めて気がつく。真しん剣けんな話をしようとして、少しこわばっていたらしい。

「ああ悪い。でも俺が心配してるのは衛生面だけの問題じゃ無い。化か膿のうして後に傷でも残ったらどうするんだ」

「……」

　雪平は今度は何も言い返さずに、うつむいて黙だまってしまった。

「ちょっとその辺で消毒薬買ってくるから、待っててくれ」

　俺はそう言い残して、ドラッグストアへと向かってダッシュを始めた。




　そして、十数分後。

「っ……」

　消毒液がしみたらしく、ベンチの上で微び妙みように顔をしかめる雪平。まあこればっかりは我が慢まんしてもらうしかない。一緒に買ってきた大きめの傷テープも貼はり付ける。

「よし、まあこれで応急処置にはなっただろう」

「……いいって言ったのに、大袈裟ね」

「あのな雪平、せっかくこんなに綺麗な肌はだしてるんだから、もっと自分を大事にしろよ」

「……う」

　雪平はなぜか顔を伏ふせてしまった。

　そのまま黙り込んでしまい、しばらくしてからようやく顔をあげた。

「……甘草君」

「なんだ？」

「……あ……」

「あ？」

「あ……あ……」

　その先が中々出てこない。

「……明日までにこの世から消えてくれるかしら」

「嫌いやですけど⁉」

　いきなりの死ね宣言にドン引きする……俺、なんか悪い事しただろうか？

「い、今のはちょっと間違っただけよ……」

　どう考えてもちょっと間違ったってレベルで出てくる言葉じゃないと思うけど……

「その……あ……あ……」

「あ？」

「あり……あり……」

「あり？」

「アリーヴェデルチ！（さよならだ）」

「なぜにジッパーの人⁉」

　その後も、雪平は何かを言おうと頑がん張ばっていたが、結局、最後まで言い切る事ができなかった。

「はあ……」

　聞こえないくらいのため息をつきながら立ち上がる雪平。

「甘草君、はい」

　そして、いきなりお金を差し出した。

「なんだこれ？」

「消毒薬と傷テープの代金よ」

「へ？　いやいや、いいってそんなの」

　両方ともそのままうちで使えるしな。

「駄目よ。こういう事はきちんとしないと嫌なの」

　普ふ段だんメチャクチャなくせに、変な所に気を遣つかうんだな……まあそこまで言うんなら受け取っておくか。

「で、今日は刺し激げき的なデートコースを、という依い頼らいだったわね。ちょっとプランを考えてきたんで、聞いてもらえるかしら」

　嫌な予感しかしないが、とりあえず聞いてみる。

「丸まる腰ごしで蜂はちの巣す駆く除じよというのはどうかしら」

「物理的に刺さされるコースじゃねえか！」

「じゃあ甘草君がヤク●の事務所にカチコミをして、蜂の巣にされるというのはどうかしら」

「真顔で言ってんじゃねえよ！」

　やっぱりろくでもなかった……

　俺は謳歌に任せっきりだった昨日の反省を生かして、自分でもちょっと準備をしてきていた。

　バッグからとある雑誌を取り出して雪平に見せる。

「ほら、これなんかどうだ？」

　そこに躍おどっている文字は『マンネリ脱だつ却きやく、一風変わったデートスポット特集！』

　まるで今回の依頼の為に組まれたような特集だった。

「見た事の無い雑誌ね」

「ああ、これ、大学のサークルが作ってるやつだからな。ご近所さんの息子むすこがそこのメンバーって聞いてたから、今日の朝借りてきたんだ」

　全国誌に載のっているようなスポットに行こうとすると、どうしても馬ば鹿かにならない交通費がかかるが、地元の大学生が選んだスポットだから、そんなにお金をかけずに回る事ができる。

　まあ本任せってのもどうかと思うけど、全くのノープランよりはましだろう。

「なるほど……なかなかよく出来ているわね」

　雪平はぱらぱらとページをめくっていたが、ある所でふと動きが止まった。

「こ、これは……」

　雪平の視線の先にあったのは、『女の子必見！　ご当地かわいいもの巡めぐり』という特集。

　この近辺でのキャラクターショップや、動物と触ふれ合えるようなスポットを紹しよう介かいしていた。

「うわー、背景全部どピンクとか、すごい趣しゆ味みだな。まあ今回のコンセプトとは真逆だし、雪平もこういうのは興味ないだろ？」

「……そうね」

「じゃあとりあえず、ここのマンネリ脱却スポットの中からいくつか行ってみるって事で問題ないか？」

「……そうね」

「どこがいい？」

「……そうね」

「雪平？」

「……そうね」

　……なんだこれ、完全に上の空だ。

「おい、雪平」

　その肩に手を置いて、軽く揺ゆさぶる。

「え？」

「どうしたんだお前、なんか完全に自分の世界に入ってたけど」

「……ごめんなさい。ちょっと考え事をしていたの。で、甘草君の去勢手術の日取りの相談だったかしら？」

「一体俺に何が起こってるんだ⁉」

「アレを切り落とすという事だけど」

「そんな事聞いてんじゃねえよ！」

「○○○を切り落とすという事だけど」

「なんでリアルに言い直したし！」

　……駄目だ、全然話が進まない。

「まあとりあえず、この近くに少し変わったカフェがあるらしいから、そっちに──」

「ちょっと待って」

　雪平が、俺の肩に手を置いた。

「そっちはその……方角がよくないわ」

「方角？」

「実は私、風水を嗜たしなんでいるの」

　初耳だった。あんまりそういうものに興味がありそうには見えないけどな。

「そっちに行くと、甘草君のチン運が著いちじるしく低下するわ」

「チン運？」

　なんだそれ？　金運と聞き間ま違ちがえたのか？

「後一歩でも踏ふみ込むと、この場で去勢手術をする羽目になるわよ」

「いつまでそのネタ引っ張るんだ！」

「ともかく、こっちの方角ならその運命は回かい避ひできるわ」

　雪平は全く逆方向を指差した。もう片方の手には、かわいいもの巡りのページが開かれた雑誌がぎゅっと握にぎられている。

「……まあよく分かんないけど、そこまで言うならそっちに行ってみるか」

　そうして雪平と並んでしばらく歩いていくと、とあるキャラクターショップの前にさしかかった。ショーケースには様々なファンシーグッズが展示されているが、興味の無い俺にとってはみんな同じに見えてしまって見分けがつかない。

「雪平？」

　ショーケースの前で、雪平の足が止まっていた。その視線は、とある一点に向けられている。

　あ、あれは俺でも分かるな。『ＵＯＧ玩がん具ぐ』がプッシュしてるキャラクター、しろぶた君のぬいぐるみだ。

「もしかして、欲しいのか？」

「……え？」

「いや、あんまりじっと見てるから」

「勘かん違ちがいしないでほしいわね。あまりにも醜みにくくてイライラするんで、引きちぎって中の綿をぶちまけてやったら、さぞかしスッキリするだろうと思って見ていただけよ」

「どんだけひでえんだお前！」

　俺が声を張り上げたその時、

《あ～残念！　惜おしくもティッシュでした～》

「ん？　なんだ？」

　拡声器を通して、やたらに威い勢せいのいい声が響ひびいてきた。

「お、福引きか」

　最近は見なくなったけど、まだやってるようなとこあったんだな。

　近づいていって、ボードに書かれた景品を確かく認にんしてみる。

　一位が温泉旅行、二位が空気清せい浄じよう機、三位が携けい帯たいゲーム機となっている。こういうイベントの景品としては、なかなか豪ごう華かと言えるんじゃないだろうか。

「あ、そういえば……」

　さっきドラッグストアで買い物した時に、福引き券一枚貰もらったな。なんとなく聞き流して財さい布ふの中に突つっ込んじゃってたけど、ここでやってたのか。

「雪平、もしよかったら引いてみるか？」

「……」

　雪平は未いまだにショーケースの中のしろぶた君を眺ながめていた……これは聞こえてないな。じゃあ俺が引いてくる事にしよう。

「お願いします」

　はっぴを着たお兄さんに、抽ちゆう選せん券を手て渡わたす。

《はい、一回分ですね。それでは回してくださーいっ》

　言われるまま、ガラガラを回す。正直、こういうのは当たった例ためしがないけど──

　転がり落ちてきたのは黄色の玉。

《おめでとうございまーす！　四等、四等当選ですっ！》

　おお、マジか！

「はい、どうぞ。かわいいですよ～」

　そういってお姉さんがにこやかに手渡してくれたのは、しろぶた君のぬいぐるみだった……マジか。

「あ、うん……ありがとうございます」

　かわいいか、これ？　虚うつろな瞳ひとみは情じよう緒ちよ不安定な様を表しているとの事だけど、子供向けのになんでそんな設定を盛り込むんだろうか。開発者は一体何を考えてんだ。

　不意に、後ろから声がかかる。

「甘草君」

「あ、雪平」

「ずいぶんと汚けがらわしいものを当てたわね。ドブネズミみたいなあなたに相応ふさわしいアイテムだと思うわ」

　え……なんでどさくさに紛まぎれて俺までディスられてんの？

「ところでそれ、どうするつもり？」

　うーん。俺は当然いらないし、持って帰っても、ショコラは食べ物以外に興味ないだろうし……

「さてどうするかな……ん？　どうした？」

　そこで急に雪平がそわそわした感じになった。

「その……甘草君がいらないなら……私が貰ってあげても……」

「え？　なんて？」

「……なんでもないわ」

「お前、もしかしてこれ、欲しいのか？」

「……いらないわ」

「だよなあ……あ、あそこに父娘おやこ連れがいるから、ちょっとあげてく──」

「ちょっと待って」

「ぐえっ！」

　いきなり襟えり首くびを摑つかまれる。

「あ、危ないだろっ」

　雪平は全く悪びれる様子もなく、しれっと言い放つ。

「声をかけない方がいいわ、あれは父娘にみせかけたロリコンカップルだから」

「それはおまわりさんに声をかけてもらうべきだな！」

「冗じよう談だんなんだけど」

「分かってるわ！　ただのツッコミだわ！　言わせんなよ恥はずかしい！」

「あら、言わせてんのよ」

「なんでいきなり美川憲○のマネしてんだ！」

「私が蠍さそり座ざだからよ」

「その程度の繫つながりでドヤ顔すんのやめてもらえますかね！」

「ちなみに私、蠍座じゃないけど」

「うがあああっ！」

　頭をかきむしる俺……駄だ目めだ、もう付き合ってらんない。

「もう気が済んだだろ？　じゃあ改めてこのぬいぐるみ渡してく──」

「ちょっと待って」

「ぐええっ！」

　再度、摑まれる襟首。

「だから危ないだろうがっ！」

　雪平は全く悪びれる様子もなく、しれっと言い放つ。

「声をかけない方がいいわ、あれは父娘にみせかけてる誘ゆう拐かい現場だから」

「それは声かけねえと駄目だろ！」

　ここまで露ろ骨こつだと、さすがに俺にも分かった……欲しいんだろうな、やっぱりこれ。

「ほら」

　雪平にしろぶた君を差し出す。

「……一体なんのつもりかしら」

「うちに持って帰ってもほこりかぶっちゃいそうだしな。こいつもかわいがってくれる人の所に行った方が幸せだろ」

「……何を言っているのかしら。私に預けたら引きちぎって中の綿をぶちまけるって言ってるでしょう」

「じゃあ、あそこの誘拐犯に渡してくるけど、それでいいのか？」

「……」

　雪平は、しばらくの間言葉を詰つまらせていたが、意を決したように口を開いた。

「……あ、甘草君がそこまで……そこまで言うのなら、貰ってあげるのもやぶさかじゃないような気がしてこなくもない──むぎゅ」

　ほっとくといつまでも続きそうだったんで、雪平の顔に、しろぶた君を無む理り矢や理り押しつけた。

「……」

　雪平の体が固まる。む……顔に押しつけるのはやりすぎだったか？　そう思った次の瞬しゆん間かん、

「……」

　俺の手から奪うばい取るようにして、胸にぎゅっと抱だきしめた。

「いや、そんなに抱きしめなくても誰だれも取ったりしないから」

「……勘違いしないでほしいんだけど、地面に叩たたきつけてしまいたい衝しよう動どうを必死におさえてるだけだから」

　その言い訳は、さすがに無理がありすぎて……少しだけ、からかってみたくなってしまった。

「ふう～ん」

　ニヤニヤしながら雪平の顔をのぞき込んだ瞬間、

「いでえええっ！」

　思いっきり足を踏んづけられた。




　それから雪平が機き嫌げんを直すまでに、意外に時間はかからなかった。まあ機嫌が直ったっていっても、いつも通りの無表情に戻もどったっていうだけだけど。

　雪平が腕うで時ど計けいを確認しながら淡たん々たんとした調子で言う。

「ところで甘草君、世の愚ぐ民みん共は生意気にも、お昼時になると食事をしにいくそうじゃない」

「お前は一体誰なんだよ……」

　腹がへったんなら素す直なおにそう言えばいいのに。

　ちなみに、先さき程ほどのしろぶた君のぬいぐるみは小こ脇わきに抱かかえられている。あまりにぎゅっと抱きしめてるんで、完全に潰つぶれてえらい事になっていた。

　まあそれは置いておいて、俺も丁度小腹が空すいた所だったんで、近くに見えていたオープンカフェで、昼食を摂とる事にした。

　注文が終わった所で雪平が席を立った。

「ちょっとお花を摘つみに行ってくるわ」

　しろぶた君を抱えたままトイレに向かう雪平……置いていけばいいのに。

「ふう……」

　一人になった俺は、周りの風景を見ながら、しばらくの間ぼーっとしていた。雪平といると、ツッコミが忙いそがしくて心の安まる時がないからな。

「ん？」

　何やら音がしたんで、そっちの方に目を向ける。どうやら椅い子すの上に置いてあった雪平の鞄かばんから、何かの本が落ちてしまったらしい。

「なんか……どっかでみた事のある装そう丁ていだな」

　疑問を抱いだきながら拾い上げる。その本のタイトルは──

『男の子に可愛かわいいと言われる十の方法～これであなたもモテモテクイーンだ～』

　これは……もしかしなくても、間ま違ちがいなくあの本の系列だ。女の子向けのやつも出版されてたのか。

「でもなんで雪平がこんなも──」

「な……なっ……」

　後ろからものすごい上ずった声がしたんで、振ふり返る。

　顔面が蒼そう白はくになった雪平がそこにいた。あんなに大事にしてたしろぶた君も床ゆかに落としてしまっている。なんだ？　そんなに見たらまずいもんだったのか？

「ああ、違うぞ。別にバッグの中、勝手に見た訳じゃなくて自然に崩くずれ──」

　とりあえず誤解を解こうとしたその瞬間、

「うわああっ⁉」

　それまで俺の顔があった空間を、雪平の全力パンチが通過していった。

「お前、一体なにうおおおっ！」

　疑問を抱く暇ひますら与あたえられず、返す刀でもう一いち撃げき。

　たまらず立ち上がる。

「見たわね……」

　ヤバい……今まで雪平が理り不ふ尽じんな攻こう撃げきをしてきた事は何回もあったが、その中でもこれは発せられるオーラのヤバさが段だん違ちがいだ。

「お、落ち着け、雪平っ」

「あなたの後頭部を……地面に何度か叩きつけたら落ち着くわ」

「おかしいですよ雪平さん！」

　おかしい……いまの雪平はカテジ●さん級におかしい。

「……死んでちょうだいっ」

　ものっすごい物ぶつ騒そうなセリフと共に飛びかかって来た。

「お、落ち着けって」

　それをいなした俺は、雪平の手首を摑み取った。

「くっ……」

　この間のプールでも溺おぼれてたし、雪平は決して運動神経がいい方じゃない。さっきみたいな不意打ちでもなければ、男の俺をどうこうしようというのは難しいだろう。

　しかし、

「ん……んっ！」

　俺に手首を摑まれたまま、執しつ拗ように体をジタバタさせる。

「お、おい、暴れるなよ……うわわっ！」

　雪平があまりになりふり構わずに暴れるもんだからバランスが崩れ、そのまま地面に倒たおれ込んでしまう。

「いつつ……って、うおっ！」

　痛がってる暇も無く、雪平が馬乗りになってきた。

「……どうやら天は私に味方したようね」

　ど、どうする？　無理矢理暴れればなんとかなりそうだが、周りに椅子やテーブルもあるし、下手へたをすると雪平に怪け我がをさせてしまうかもしれない。

「……ごめんなさい」

「へ？」

　そんな逡しゆん巡じゆんの間、雪平が拳こぶしを振り上げた。

　や、ヤバい……これはマジだ！

「ちょっ……やめっ……」

　その拳が顔面に叩きつけられるその瞬間──

　寸前の所で、雪平の手が止まっていた。

「……」

「……」

　無言のまま見つめ合う俺達。
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　そして、そのまましばらくの時間が経過した後──

「うう……」

　いきなり雪平が俺を解放して立ち上がった。

　かと思いきや、いきなり脱だつ力りよくしたように、その場にぺたん、と座り込んでしまった。

「お、おい……」

　雪平は女の子座りのまま、体をぷるぷると震ふるわせていた。

「……もう駄目だよお」

　近寄ろうとして、思わずその足を止めた。

「なんで……なんでこんなにいきなりばれちゃうの？　心の準備ができてないよお……うう」

　これまさか……泣いてる？

　いやいやいや、雪平だぞ。そもそも泣くような出来事なんて何もなかっただろ。タイミング的には俺があの本を見てしまった事しか考えられないけど……

「ゆ、雪平。と、とりあえず落ち着こう、な？」

「……」

　聞こえてはいるんだろうけど、全く反応が無い。

「ほ、ほんとに中身は見てないぞ。ちゃんと依い頼らい者の事を考えて、ただの模も擬ぎデートなのに相手の女の子の心情まで予習してくるなんて感心だな、と思ってただけで──」

「⁉」

　俺がそこまで言った瞬間、雪平の体がぴくり、と反応した。

「雪……平？」

「その手が……あった」

　なにかを呟つぶやいた雪平は、目元を拭ぬぐう動作をした後、すっと立ち上がり、俺の方に向き直った。

「気安く呼ばないでくれるかしら、この腐くされ○●○」

「ひでえ⁉」

　なんで俺、いきなり放送禁止レベルで罵ば倒とうされたんだろ。

「あなたの言う通り、あくまで普通の女の子の気持ちを知る為にその本を読んでみたんだけど、メチャクチャな内容で、見られたものじゃなかったわ」

　やっぱりか……あの作者、女の子向けでもあんな酷ひどい事書いてるんだな。

「まあでも、いつもの雪平に戻ってよかったよ」

「え？」

「やっぱりこっちの方がお前らしいしな」

「なっ……」

　俺のそのセリフを受けて、うつむいてしまう雪平。

「なんで……なんであんなにひどい事してるのに、そんなに優やさしいの」

「雪平？」

　また変な感じになってしまったのかと思ってのぞき込んでみると、雪平の顔はなぜか真っ赤に染まっていた。

「……帰るわ」

「え？」

「これ以上……これ以上、あなたの顔面を見ているのは耐たえられないと言っているのよ」

「マジでひでえ⁉」

　そのまま歩いていこうとする雪平。

「お、おい、雪平、ちょっと待ってくれ」

　さすがに意味が分からなくて、雪平の肩かたを摑つかんで引き止める。

「……へ？」

　向き直った雪平は、いきなり顔を、俺の耳元まで近づけてきた。

「ちょっ……お前、一体なにを──」

「……傷の手当てしてくれてありがとう」

「え？」

「じゃあ……たしかに言ったから」

　振り返った雪平は、そのまま駆かけていってしまった。

「な、なんだったんだ……」

　その場に一人取り残される俺。

　状じよう況きようは全くもって不ふ明めい瞭りようだったが、雪平の放ったありがとう、という言葉だけは、確かな熱を持って、俺の耳の中で何回も響ひびいていた。
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　明けて、月曜日。

「ふむふむ、なるほど」

　俺は例のどピンク部屋で、密先せん輩ぱいに模擬デートの結果を報告していた。

「すみません……こんなの参考になりませんよね」

　結局、謳歌と雪平と回ったコースは、一部刺し激げき的ではあったものの、人に紹しよう介かいできるようなものじゃなかった。

「いやいや、こっちが無理を言って頼たのんでいる事だ。気にする事はないよ」

　密先輩はニヤリ、と口の端はしをあげた。

「で、どっちとどこまでいったんだい？」

「どこまでって何です？」

「少しはいちゃいちゃしてきたのかな、という事だ」

「いちゃいちゃ？　はは、あの二人ですよ？　ありえませんって」

　謳歌には終始振り回されただけだったし、雪平に至っては途と中ちゆうで帰っちゃったしな。

「ありえない、とは？　君にとって謳歌くんとふらのくんは恋れん愛あい対象じゃない、という事かな？」

「だってあのお子ちゃまと毒どく舌ぜつですよ？　俺がどうこうじゃなくて、あいつらが恋愛してる所なんて、全然想像できないです」

「変わり者とはいえ、彼女達だって年とし頃ごろの女の子だよ。誰だれかを好きになる事もあるかもしれないじゃないか」

「あの二人が好きになる……はは、そんな奴やつがいたら、是ぜ非ひとも会ってみたいですね」

「そうか……君はあれでも何も感じないのか……」

　まるで、全すべてを見ていたような物言いの密先輩……まさかとは思うが、尾び行こうでもしてたんだろうか……いや、この人ならやりかねない。

　問い質ただしてみようとした所で、先に先輩が口を開いてしまった。

「甘草くん、君はやはりどこかがおかしいね。鈍どん感かんになる呪のろいでもかかっているとしか思えな──」

「呪い⁉」

「ん？　急にどうしたんだい？」

「あ、ああ、いや、なんでもないです」

　呪い、というキーワードに過か剰じように反応してしまったが、今回のは純じゆん粋すいにただの比ひ喩ゆだったみたいだ。

「そうかい？　何もないにしては、やけにリアクションが大きかった気がするね」

　先輩が怪け訝げんそうに首をかしげた瞬しゆん間かん、

「密ぁっ！」

　唐とう突とつにドアが開かれ、一つの影かげが躍おどり込んできた。

「先生？」

　息を弾はずませ、声を荒あららげているのは、我らが担任の道どう楽らく宴うたげその人だった。

　先生の特とく徴ちよう的なビジュアルを誰かと見み間ま違ちがうはずはないんだけど、疑ぎ問もん符ふが付いてしまったのには理由がある。

「おや道楽先生、そんなに興奮してどうしました？」

「密テメエ……これは一体どういう事だ」

　先生はそう言いながら自らの衣服を指差す。そう、その恰かつ好こうは、いつもの青いミニスカスタイルではなく……なぜかピンクと白を基調とした着物だった。

「いやあ、すみません。さっき道楽先生に用があって職員室に行ったんですが、あまりにも気持ちよさそうに寝ねていたんで、チャンスだと思ってついやってしまいました」

　なんで先輩はこんなサイズの着物を常備してるんだよ……先生も職員室で爆ばく睡すいすんなよ……そもそもこんな着物着せられるまで起きないとかどんだけだよ……というか他ほかの教師、止めろよ……ツッコミ所が多すぎる。

「先生、私が犯人だとよく分かりましたね」

「密……日ひ頃ごろからあんなにしつこく着せ替かえさせろ着せ替えさせろ言っといて、今いま更さらなにすっとぼけてやがる」

「いやあ、かわいい子には色んな服を着せてみたくなるのが女の性さがでして」

「テメエ、なんで子供扱あつかいして……ん？」

　宴先生そこで初めて俺の存在に気付いたようだった。

「甘草なんでいるんだテメエ！」

「ぐええっ！」

　なんで絞しめられたし⁉

「げほっ……と、とばっちりすぎる……」

「近くにいた、お前が悪い」

　どっかの蛇へびライダーみたいなセリフを吐はく先生……極ごく悪あくさではある意味いい勝負かもしれない。

　喉のどの痛みが治まってきた所で、改めて宴先生の恰好を確かく認にんする……小学生くらいの体つきに、派手な感じの着物……うん、どう見ても七五三だな。

「……甘草。なんか言いたそうなツラしてんな？」

　俺の考えを察したのか、頰ほおを引き攣つらせる宴先生。やばい……これは相当怒おこってるぞ。

　ここは余計な事言わないで──





【選べ　①素す直なおに、「七五三みたいですね」と言う

　　　　②七五三みたいですねという旨むねを、五・七・五のリズムに乗せて婉えん曲きよく的に言う

　　　　③裏の世界】






　……これは慎しん重ちように選ばないと、下手へたすれば命の危険がある。

　どうする？　①は確実に怒らせてしまうけど、②は上手うまくやれば事なきを得るかもしれない。しかし、失敗した時のリスクは①以上……かといって③を選ぶのはありえない。

「ぐっ……」

　駄だ目めだ、催さい促そくの頭痛が始まってしまった……ここは……賭かけだ！

「千ち歳とせ飴あめ　舐なめてかわいい　宴ちゃん」

「死にてえのかコラア！」

「ぐえええええっ！」

　やっぱり駄目だった！

「げほっ！　げほっ！」

　苦しむ俺を見て、少し溜りゆう飲いんを下げたらしい（ひどい話だ……）宴先生は、密先輩の方に向き直る。

「……しかしお前ら、こんな胸焼けしそうな場所で何してたんだ？」

「いや、甘草くんが私に欲よく情じようしているという話をしていたんですよ」

「してねえだろ！」

「いや、甘草くんが、そこに置いてあるピンクのこけしに欲情しているという話をしていたんですよ」

「マニアックってレベルじゃねーぞ！」

「甘草くん、こけし程度ではとてもマニアックとは言えないぞ。私の以前の交際相手に『木き彫ぼりの熊くまに咥くわえられてる鮭さけ』にしか興奮できないという猛者もさがいたよ」

「即そつ刻こく病院に連れてけ！」

「まあ、私が『木彫りの熊に咥えられてる鮭』のコスプレしたら、全て解決したけどね」

「あんたも病院いってこい！」

　……この人、ネタじゃなくて本当にやってそうで怖こわい。

「まあ冗じよう談だんはこの辺にして……実は全く逆の話をしていましてね、先生。甘草くんが女の子に対して欲情しないどころか、度を越こして鈍にぶすぎるんで、疑問に思っていたんですよ」

　鈍すぎるって何の話だろうか……まあ、それがピンとこないから言われてるんだろうけども。

「度を越して鈍い……まあそうだろうな」

　唐突に、宴先生が真顔に変わった。

「甘草……お前、今気になってる女子とかいるか？」

「え？　気になってる女子？」

　なんでいきなりそんな事を聞くんだろうか？　意図は全然分からなかったけど、先生の表情がえらく真しん剣けんなんで、正直に答える。

「いや、いませんけど……」

　それもこれも全部選せん択たく肢しのせい……って、最近、同じ事を考える機会が多いような気がするな。

「そうか……ならいい。でも覚かく悟ごはしとけよ。いつかはあの犬っころ──ぐっ……」

　先生が言葉の途中で頭を押さえる。

　この症しよう状じようは嫌いやという程ほどよく知っている……呪いに関する何かを言おうとして、頭痛によるガードがかかったらしい。

　犬っころって事は……ショコラの話だったんだろうか？

「ちっ……密、あたしの服、隠かくし持ってんだろ？　さっさと出せ」

「ええ、ここにありますよ。こんな事もあろうかと、温めておきました」

　胸の谷間から、いつもの宴先生の衣服をするすると取り出す先輩。秀ひで吉よしかよ……

「次同じ事したら、縊くびり殺すからな」

　先生は物ぶつ騒そうなセリフと共に、密先輩を睨にらみつけた。

「甘草を」

「俺かよ！」

　宴先生は俺のツッコミを背に受けながら、出て行ってしまった。

「ああ、ナデナデしたり、同サイズでスケルトン仕様のも着てもらったりしたかったんだけど、さすがにそれをやったら首を絞められるだろうなあ」

　まあ、先生は本当に怒ったら、相手が女子だろうがなんだろうがやりそうだよな……

「甘草くんが」

「俺かよ！」

　……実際に、その図が脳のう裏りに浮うかんでしまった。

「ああそうだ、甘草くん。着せ替えで思い出したよ。今日はデートの経過報告の他に、用件があったんだった」

　そう言って、胸むな元もとから何やら複数の紙切れを取り出す……ショコラもそうだが、どういう仕組みで収納してるんだろうか？

「これは、この前から言っていたコスプレコンパのチケットだよ」

　ああ、この前の相談の奴か……結局、ろくな衣い装しよう案が出なかったんだよな。

「私はコスプレするのも見るのも大好きだからもちろん参加するんだが……甘草くんも同行するだろう？」

「俺ですか？」

「そうだよ。数百人規模の男女全てが、自発的に恋れん愛あい相手を求めて集まる場なんだから、人が恋こいに落ちる瞬間を見たい、という君の希望が叶かなう可能性が高いと思うけどね」

　ああ、何か案があるような風に言っていたが、そういう事か。

　これは思っていたよりまともな提案だな。たしかに、それだけの恋愛希望者が一堂に会する場所に行けば、ミッションを達成できる確率はかなりのものになるんじゃないだろうか。

「あれ、でも二十歳はたち以上限定って話じゃなかったでしたっけ？」

「ああ、その点は心配ないよ。主しゆ催さい者しやは既すでに骨ほね抜ぬき……いや、話は通してあるからね。特例で入場を認めてもらった」

　……不ふ穏おんな単語が聞こえた気がしたが、触ふれるのはやめておこう。

「チケットは六枚手に入ったからね。私と甘草くん、ふらのくんに謳歌くん、ショコラくん……さて、あと一人は誰だれを誘さそおうかな」

　なんでその三人を連れていくのは確定なんだろうか……ろくな事にならないのは分かりきってるんで、できればやめてほしいんだけどな。

「あ、先せん輩ぱい、一つ聞いていいですか」

「なんだい？」

　この際だと思い、疑問に思っていた事を聞いてみる。

「先輩って結局……何がしたいんですか？」

「おやおや、随ずい分ぶんとざっくりした質問だね」

　自分でもそう思うが、そういう風にしか聞きようが無い。

　会ったその日に、家まで押しかけて誘ゆう惑わくしてきたかと思えば、恋愛相談やコスプレコンパでは無む理り矢や理り謳歌や雪平と絡からませようとしてみたり……どうにも一いつ貫かん性が感じられない。

　気まぐれな密先輩だから、と言ってしまえばそれまでだけど……

「まあ正直、相手は誰でもいいんだよ」

「はい？」

「ああ、少しややこしかったかもしれないね。私の相手が甘草くんじゃなくてもいいという意味じゃ無くて、甘草くんの相手が誰でもいいという事だから、誤解しないでほしい」

　……言い直されても何を言っているのか、さっぱり分からない。

「元々そういう依い頼らいだったしね。まあでも私はこの通り、惚ほれっぽい性格だからね。最初は自分でやってしまおうかと思っていたわけだが……君、いや、君達は、奪うばうよりも外から見ていた方が面おも白しろそうだ、と思ってしまったんだよ」

　依頼……黒白院会長からのものだろうけど、先輩の発言には抽ちゆう象しよう的な表現が多くて、いまいち要領を得ない。

「ところで甘草くん……」

「な、何ですか？」

　そのまま、すっと近寄ってくる密先輩。

「ちょっと真面まじ目めな話があるんだが……」

　本人の言の通り、その表情は至って真剣だ。

「な、なんでしょう？」

　顔をギリギリまで近づけてくる。

　ごく、と唾つばを飲みながら、先輩の言葉を待った。

「とりあえずセックスしないか？」

「しねえよ！」




　……やっぱりこの人は訳が分からない。







　幕間　ある可能性の話３
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「あははははははっ」




「あ、あの雪ゆき平ひらが……」

　信じられない……俺の眼前には、四つん這ばいになって笑いに体を震ふるわせる雪平の姿があった。

「なんですかその間ま抜ぬけ面づらは？　私の調査によれば彼女は極度の笑い上戸で、ベタな内容に弱いとの事。それに基もとづいてアクションを起こせば、こうなるのは当然でしょう」

　俺の傍かたわらにいたショコラが、相変わらずの冷たい声こわ色いろで言いながら、床ゆかに転がったたらいに目を向けた。

　そう、たらいだ。

　これが俺の頭に直ちよく撃げきするのを目撃した雪平は、弾はじかれたように笑い出し……数分経たっても収まる事なく今に至る。

「さて、私のおかげでミッションクリアとなりましたね、無能な駄だ犬けん」

　ナチュラルにものすごい暴言を吐はかれた……まあそれはひとまず置いておくとして、どうやら絶対選せん択たく肢しを消し去る為ためには、神から下されるミッションとやらをこなさなければならないらしい。

　それで出てきた一発目が《雪平ふらのを心の底から笑わせろ》。

　それに四苦八苦する俺に、ショコラが準備してきたのがこのたらい……こんなもん一体どっから持ってきたんだろう？

「貴男あなたに任せていたら、いつまで経っても埒らちが明かなかったでしょうね。何ですか、あの『鳴いている途と中ちゆうで、地理に目覚めたオットセイ』というネタは」

「スベったの蒸むし返すのやめてもらえませんかね！」

「それに『産まれたての仁に王おう像』あれはどこがどう面おも白しろいのか説明してもらえますか？」

「傷口に塩ってレベルじゃねーぞ！」

　淡たん々たんと心のダメージをほじくり返してくるショコラ……なんたるドＳか。

「……ん？」

　携けい帯たいが振しん動どうしたんで、確かく認にんする。

　そこに表示されていたのは『神』からの『呪のろい解除ミッション』。

　たった今、一個目をクリアしたばっかりだっていうのにもう次か……うんざりしながらメールを開いてみる。




《柔やわ風かぜ小こ凪なぎのパンツを、着用された状態で目撃せよ　期限　五月十一日（土）》




　……もう訳が分からない。







　第四章　コスプレコンパ潜入中なんだけど、何か質問ある？
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　　　　１




　三週間程が経過し、迎むかえたコスプレコンパ当日。

「うわー、すごいですねえ」

　会場のホテルを見上げて、ショコラが感かん嘆たんの声をあげる。

　その感想は決して大おお袈げ裟さなものじゃない。今日のイベントは市内の高級ホテルの一ホールを貸し切っての、相当大がかりで特とく殊しゆなもの（普ふ通つうは街中で開かい催さいする事が多い）だった。

　先輩はチケットを何やら怪あやしげな方法で入手したみたいだけど、通常なら参加費として男性一万二千円、女性一万円かかるとの話だ。

　一いつ般ぱん的な街コンの相場よりも倍くらいの額らしいけど、この会場の様子を見てしまうと、それも仕方のない事かと思う。

　おまけに衣装の貸し出しまでするっていうんだから、そのくらいは徴ちよう収しゆうしないと主催者側も採算が合わないんだろう。

　ショコラと別れ、男子の更こう衣い室に入る。その中の一つを着用し、他ほかの女性陣じんとの待ち合わせ場所であるメイン会場に入る。

　辺りを見回すと、いるわいるわ、チャイナ服や制服系とかのスタンダードなものから、メジャーマイナー入り交じったアニメやマンガのキャラまで、コスプレだらけだ。

　その中でも、一際異い彩さいを放っている人物がいた。

　その男は、傍そばを通るほぼ全すべての人間から奇き異いの視線を浴びているにもかかわらず、臆おくした様子もなく堂々としている。

　その恰かつ好こうはといえば、全身金ぴかに塗ぬりたくって、がに股またで両手に剣けんを持っているというもの……自重しろ。

　コミケとかならともかく、恋こい人びとを見つける為ためのイベントであの恰好は自殺行こう為いとしか思えない。

　そんな風に人に文句をつけている俺の恰好はといえば、貸し出されていた何の変へん哲てつも無いビジネススーツ。

　どこがコスプレだよ、と言われそうだが、島○作とか、サラリーマン金太○とか言い張れば問題ないだろう。正直、地味でなんの面白みもないが、他の参加者とは目的が違ちがうんで、このぐらいがちょうどいい。

　そこで背後から、声がかかった。

「やあやあ、待たせたね甘あま草くさくん」

　お、この声は密ひそか先ぱ──

「ぶふうっ！」

　そちらを見た瞬しゆん間かん、吹ふき出してしまう。

「あ、あんた、一体なんて恰好してるんだっ！」

「何って……見て分からないかい？　ミイラ女だよ」

　半はん裸らだった。密先輩の恰好は半裸だった。

　本人の言の通り、ミイラをモチーフにしてるらしく、全身に包帯（わざとボロボロに加工されている）が巻かれているんだけど、明らかに肌はだ色いろの比率がおかしい。本当にアウトな部分だけが残されて、あとは全部露ろ出しゆつしている。

「いや……これ、いいんですか？」

　傍を通る男性達は、ただ一人の例外も無く密先輩のあられもない姿をガン見していく。

「いいとか悪いとかじゃない。私はこれが着たいんだ（キリッ」

　……いや、そんなキメ顔しても駄だ目めなもんは駄目だから。

「そもそも、よくこんなの貸し出ししてましたね……」

「貸し出し？　いやいや、持参したに決まってるじゃないか」

　なんでこんなもん持ってんだよ……

「本当は肌色の包帯にしようかと思ったんだけど、自重したんだよ」

　肌色の包帯……いかん、想像してしまった。

「お、ふらのくんも来たようだね」

　密先輩のその声で振ふり返る。

　雪ゆき平ひらは漆しつ黒こくのタキシードにその身を包んでいた。

　お、雪平が一番どんな恰好をしてくるか予想つかなかったんだけど、こうきたか。いわゆる男装の麗れい人じんというやつだろう。

「……ふう～ん」

　何やら含ふくみのある反応をする密先輩。雪平の恰好に何か思う所があるんだろうか？

「……」

　雪平が無言のままこっちを見つめてくる……なんか一言いった方がいいんだろうか。

「いや、すっごい似合ってるな」

　お世辞じゃなくて思ったそのままを口にした。

「……それはどうも」

　不ふ機き嫌げんそうな表情で頷うなずく雪平……なんでだ？

「あ、みんなもう集まってるんだ、やっほーっ！」

　続けて謳おう歌かが登場する。

　その恰好はミニスカのサンタコスだった。夏の盛りに季節感が無い事甚はなはだしいが、なんか異様に似合っているから、そこまでの違い和わ感かんはないな。

　制服の時と同じくへそも出していて、これはこれで相当な露出なんだけど、密先輩のに比べると普通に見えてしまうからおそろしい。

「謳歌、それ中に何が入ってるんだ？」

　背負っている白い袋ふくろに目をやる。

「サンタの恰好しようかなーってお父さんに言ったらね。プレゼントを用意するから持って行けって。いやー、運ぶの重くて大変だったなー」

　あのＵＯＧの社長、遊ゆう王おう子じ謳おう真まがチョイスしたプレゼントか……一体どんなものが入ってるんだろうか。

「ほらほら、見て見てっ」

　謳歌が楽しそうに差し出したその本のタイトルが目に入ってくる。

『女の子の笑え顔がおをゲットする十の方法～これで君もモテモテキングだ～』

「ただの在庫処分じゃねえか！」

「？　売れて売れてしょうがないけど、あたしの為に集めたってお父さん言ってたよ」

　騙だまされてる……騙されてますよ謳歌さん。

　やはり、あんな本を買うのはショコラくらいなもんなんだろう。出てくるわ出てくるわ。下らないタイトルの数々。

「お、なんだこれ？」

　袋の底の方から出てきた何冊かは、今までのものとは違い、縁ふちが金色にコーティングされていた。

「なんかねー、上級者用のは装そう丁ていが豪ごう華かなんだって」

　上級者用？　ものっすごい嫌いやな予感を抱いだきながら手にとってみる。

『女の子にぎょう虫を採取してもらう為の十の方法～これで君もムシムシキングだ～』

「上級者ってレベルじゃねーぞ！　そんでサブタイ危険だからやめとけ！」

『女の子に「このカス！」と罵ののしってもらう為の十の方法～これで君もキングカスだ～』

「なんでキングカズみたいに言ってんだ！」

『女の子にシカトしてもらう為の十の方法～これで君もムシムシキングだ～』

「サブタイ危ないからやめろって言ってんだろ！」

『女の子の前で全ぜん裸らになる為の十の方法～これで君もはだかの王様（笑）だ～』

「最も早はや方法じゃなくてただの行為じゃねえか！」

「これ、出版していいレベルじゃないだろ……」

　流石さすがは（？）上級者用、タイトルしか見てないのに、俺が今まで読んできたのがまだマシだったと思えるような、最低のラインナップだった。

「そうかなー。ま、いいや、受付に置いてもらって、欲しい人は自由にお持ち帰りって感じにしよーっと」

　袋を担かついで受付へ歩いて行く謳歌。俺だったらタダでもいらないけどな……

「さて、後はショコラだけか」

　謳歌が受付から戻もどってきても、ショコラの姿は見えなかった。俺と一いつ緒しよに来たのに随ずい分ぶんと時間かかってるな。

「みなさん、おまたせしましたっ」

　そこでようやくショコラの声が聞こえた。

「うおっ……」

　振り返った俺は、思わず声をあげてしまった。

　ショコラの恰好は、ペンギンの着ぐるみだった。前面から顔だけが露出するタイプで、よちよちと歩み寄ってくる。

「おお、これは素す晴ばらしいね」

「ショコラっちかわいーっ！」

　密先せん輩ぱいと謳歌が二人揃そろって声をあげる。

　む……これはたしかになかなかだな。

「奏かなでさん奏さん、どーですかっ」

「む……う」

　思わず寄ってきたその頭を撫なでてしまった。正直、これはかわいい。

「えへへ」

　ぴょこり、としっぽ毛を立たせて喜ぶショコラ。

「こ……これは……」

「どうした、雪平？」

　俺の横で、雪平がその身をわなわなと震ふるわせていた。

「な、なんでもないわ」

　そう言いつつも妙みようにそわそわした感じでショコラの近くに寄っていく雪平。かわいいもの好きにとって、これはたまらないだろう。

「我が慢まん……我慢だよ、私」

「あはは、もふもふーっ」

　なぜか耐たえている雪平を差し置いて、ショコラに抱きつく謳歌。

「あ……」

　雪平は羨うらやましそうにそんな謳歌の様子を眺ながめている。

　意地張ってないで素す直なおになればいいのに……

「ふらのさんもみてください」

　そんな空気を察した訳ではないだろうが、ショコラが雪平のすぐ傍まで寄っていった。

「この着ぐるみ、どーですかっ？」

　しばらくの間、固まっていた雪平だったが、やがてゆっくりと口を開いた。

「この着ぐるみ自体に全く興味は無いのだけれど……全く興味は無いのだけれど、今後、南極探検隊に選ばれた時の予行練習に、触さわってみてもいいかしら」

「？　よくわからないけどいーですよっ」

「じゃあ……いくわよ」

　ショコラに向かって伸のばされたその手がぷるぷる震えて、おばあちゃんみたいになっている。

　その手がショコラに触ふれようとした瞬間、

「あ、あっちからおいしそーなにおいがしますっ」

「あ……」

　食べ物の匂においを感じ取ったらしいショコラは、勢いよく振り返り、ぺたぺたと歩いていってしまった。

「……」

　片手を前に伸ばしたまま、その場で固まってしまう雪平。

「時にふらのくん」

　そんな雪平に密先輩が声をかけた。

「……なにかしら？」

　雪平は、いつも通りの無表情に戻っていたが、着ぐるみに触れなかった事でへこんでいるのか、幾いく分ぶん声に元気がないような気がする。

「せっかくのコスプレだというのに、君は一体何を考えているのかな」

「何を……というと？」

「衣い装しようだよ、君の衣装。これはどういう事だい？」

「この恰かつ好こうが何か？　先輩が何を言いたいのか、いまいち理解できないんだけど」

「肌はだの露ろ出しゆつがないじゃないか」

「男装なんだから、当たり前だと思うけど」

　先輩は雪平の眼前に、人差し指を縦にして突つきつけた。

「それだよふらのくん。そもそも、その男装という選せん択たくがありえない。男女のドロドロした欲よく望ぼうが入り乱れるこの場においてその恰好は、正気の沙さ汰たとは思えないよ」

　恰好が正気の沙汰じゃないのはどう考えてもあなたですが……さっき雪平の衣装を見た時、微び妙みような表情をしていたのはそのせいか。

「これは……指導が必要だね」

　妖あやしい笑みを浮うかべながら雪平に近づいていく密先輩。

「ショ、ショコラさんだって露出がほとんどないじゃない……」

　体が密着する寸前まで迫せまられ、たじろぐ雪平。

「私が言っているのは心構えの問題だ。ショコラくんは、自分であれがいいと思ったから選んでいるけど、君のは逃げだろう？」

「……そんな事はないわ。私はちゃんと自分に似合うと思ったからこれを──」

「本当はもっと着たい衣装があったんじゃないのかい？」

「……想像でものを言わないでもらえるかしら」

「ふふん、素直にならないんなら、直接体に訊きくまでだ」

「な、ちょっと……どこ触ってるのよ」

「私が調べ尽つくした君の性感帯だが」

　雪平の体をまさぐる密先輩。

「ふ、ふざけ……あっ……」

　雪平がこの手の被ひ害がいを受けるのは既すでに三回目……こうなった密先輩を止める術すべはない。

「や、やめてくださいいい」

「ははは、楽しい楽しいお着き替がえタイムだ」

　雪平は、引きずられるようにして強制的に連行されていった。




　待つ事十数分後、密先輩と雪平が戻ってきた。

「ふふ、どうかな、コンセプトは敗戦国の姫ひめ君ぎみだ」

　元は見事なドレスだったであろうそれは、そこかしこがボロボロに破れている。もちろん着古してなってしまった訳では無く、そういう加工がなされているんだろう。

　密先輩までとはいかないが、露出の具合は相当なものだった。包帯よりはだいぶましとはいえ、こんな衣装よく貸し出ししてたな……

　満足そうな密先輩の後ろで、唇くちびるを嚙かんで微妙に顔を赤らめている雪平。なんとか平静を保とうとしてるみたいだけど、さすがに肌はだ色いろの割合が高すぎるか。

[image: ]

　しかし……あらためて見るとこの集団、おそろしくレベルが高い。一部の人間の露出が異様に高くなっている事も相まって、周囲の注目を集めまくっていた。見た目だけは満点なんだよな……見た目だけは。

　そんな事を考えていると、マイク越ごしに、よく通る声が響ひびいてきた。

《さてさて皆みなさん、今こ宵よいはご多た忙ぼうの中お集まりいただきまして、ありがとうございますっ》

　そちらに目を向けると、司会者らしきその男性も、何かのコスプレをしていた。黒スーツにグラサンに妙な形のカツラ……ああ、天下一武道会の司会者か。

《お待たせいたしました、ここに、コスプレコンパの開かい催さいを宣言いたしますっ！》

「「「うおおおおおっ！」」」

　司会者の宣言に、会場は異様な盛り上がりを見せていた。

　それもそのはず、本来ここは婚こん活かつの場だ。特に三十を超こえてると思われる女性達は目のギラつき方が違ちがう。

　もちろんただの遊び相手を見つけにきてる奴やつもいるだろうけど、ここにいる大半の人間は、純じゆん粋すいに交際相手を探しに来ているんだろう。

　そういう目的を共有しているこれだけの男女が集まって、カップルが全く成立しない、なんて事態はほぼ無いだろう。つまり、密先輩の言う通り、人が人を好きになる瞬しゆん間かんを目もく撃げきできる可能性が非常に高い。

　しかしそれを当てにして、チケットを受け取ってから今日に至るまでの約三週間、何もしてこなかった訳じゃあない。

　意識的に恋こい人びとが集まるようなスポットに行ってみたり、ショコラとどうすれば俺を嫌きらいになれるかを、何回も話し合ったりと、俺なりに努力はしてみた……まあ結果は全すべて徒労に終わったけど。

　やっぱり……今日が勝負だ。

《──はじめはフリータイムとなりますので、しばしご歓かん談だんくださいっ》

　司会が開会宣言を終え、参加者達は思い思いに散らばり始める。それに合わせて、密先輩がみんなに声をかける。

「さて、見知った面子メンツで固まっていても仕方ないから、私達も散会するとしようか」

　よし……少なくとも今日、ミッションの一つは必ずクリアする。

　俺はその決意を胸に、歩きだした。




　　　　２




　……とはいったものの、いきなり恋こいに落ちる瞬間なんて都合良く目撃できるわけがないよな。

「さて、どうするか……」

　会場を観察してみると、既に親しげに話をしている男女グループと、俺みたいにどうすればいいか分からずにうろついてる人間に分けられる。やっぱりこういう時に上手うまく立ち回れる人間がモテるんだろうな……

　そんな事を考えながら歩いていると、

「うわっ」「うおっ」

　誰だれかとぶつかってしまった。

「あ、すみません」「悪い悪い」

　ん？　この声どっかで聞いたことあるような……

「宴うたげ……せん……せい？」

　その姿はなんとセーラー服。

　なんの見み間ま違ちがいかと思って目をこする。

「……」

「……」

　何度見ても間違いなく、二年一組担任、道どう楽らく宴その人だった。

「……それじゃ」

　振ふり返ってその場を立ち去ろうとした瞬間、

「ひがっ！」

　もの凄すごい力で首根っこを摑つかまれた。

「テメエ……なんでこんなとこにいやがるっ！」

「ちょっ……いででででででっ！」

　怒いかりの為ためか、宴先生の顔は真っ赤に染まっている。

「い、いや、これには事情が……」

　命の危険を感じたんで、今回のミッションとここに来る事になった経けい緯いを説明する。

「なんだと……他ほかの奴らもいやがるのか……密の奴、騙だましやがったな」

　忌いま々いましげに舌打ちする宴先生。密先せん輩ぱいはどうやらチケットの最後の一枚を、先生に渡わたしていたらしい。

「テメエ……二十九のくせしてセーラー服なんて、無理がありすぎると思ってんだろ」

　完全にイチャモンだった。いや……まあちょっとは思ったけどさ。

「いや、むしろ先生のビジュアルならセーラー服もアリかと……」

　というか、見た目だけで考えると、小学生が背せ伸のびしてセーラー服着てるようにしか見えない訳で。

　でも実じつ年ねん齢れいは二十九……一部にはものすごい需じゆ要ようがありそうなシチュエーションだな。

「だ、黙だまれっ！」

「ぐええっ！」

　圧あつ迫ぱくがさらに強められた……どうしろと？

「サイズが……なかっただけだ」

　ぼそりと呟つぶやく宴先生。

「元からあたしのサイズの貸し衣装なんて数が限られててな……おまけにちょっと来るのが遅おくれたもんだから、こんな変態プレイ用のしか残ってなかった……クソ」

　なるほど、そういう事情が──





【選べ　①「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」（真顔）

　　　　②「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」（ドヤ顔）

　　　　③「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」（変顔）】
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　……死ねと？

　……いやマジで死ねと？

　……分かっていた事だが、俺がいかに命の危険を訴うつたえようと、選せん択たく肢しに変化はない。

　く……頭痛も始まったし……言うしか……ない。

「……そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」

　わ、分かってくれるよな？　宴先生なら、これが絶対選択肢のせいだって分かってくれるよな？

　でも、問題だったのはそこではなく──

「テメエ真顔で何言ってんだコラァ！」

「ぐええっ！」

　この人は、分かっても関係無しに制裁を加えるという事だ。

「テメエ、絶対あたしのベビー服姿想像しただろ」

「い、いや、そんな事は……」

　しました、ハイ。しかもおしゃぶり付きで。

「その顔は絶対してんだろ！」

「ぐえええええっ！」

「クソが……やっぱりこなきゃよかった」

　宴先生は俺を床ゆかに投げ捨てると、ぶつぶつ言いながら人波の中に消えて行ってしまった。




「げほっ！　げほっ！」

　あ、危なかった……今日のはマジで命の危険を感じる絞しめ方だった。

　しかし、宴先生一体何しに来てたんだろうか……って、結けつ婚こん相手を探しにきたに決まってるよな。まあ二十九歳なら普ふ通つう、婚活の一つや二つするだろう。

　宴先生が結婚か……ちょっと想像してみる。

　……極ごく妻つまのイメージしか浮うかばなかった。まあ中身はともかくとして、先生のビジュアルであの映画に出たら大分シュールな事になりそうだけど。

　とりあえず、何かあるとすぐに首を絞める癖くせ（？）は直した方がいいと思う。

　そこで、後方から聞き慣れない声がかかった。

「ねえねえ」

　振り返ってみると見知らぬ女性二人組が。ナースとバニーガールの恰かつ好こうをしている。

「君って今フリー？　そうだったらちょっと私達とお話ししない？」

　ナースさんの方が、人好きのする笑え顔がおを向けてきた。

　雰ふん囲い気きから察すると、二十代半ばといった所だろうか。二人ともかなりの美人さんだ。

「え？　いや、俺そういうのはちょっと……」

「まー、いーからいーからあ」

「ちょ、ちょっと……」

　ちょっと舌ったらずな感じのバニーさんが、俺の手を取って、無む理り矢や理り近くのテーブルまで引っ張っていく。

「ごめんね。この子、ちょっと強ごう引いんだから。はい、どーぞ」

　ナースさんが飲み物のグラスを差し出してくれる。

「あ、どうもすみません……って、ぶはっ！」

　口に含ふくんだ所で、思わず吹ふき出してしまった。

「こ、これ、お酒じゃないですか」

　自分で言ってから気付くが、二十歳はたち以上限定の集まりに、アルコール飲料が準備されているのは自然な話だった。

「あれ、もしかして飲めない系の人だった？」

「の、飲めないも何も……」

「うん？　もしかして君、未成年なのお？」

　バニーさんが顔を近づけてのぞき込んでくる。

「う……」

　これはちゃんと事情を話すしかないよな……




「──って事で、特別に入れてもらってるんです」

　俺の説明を聞いた二人は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そっかー。大学生にしても若く見えるなーとは思ってたんだけど、そういう事だったわけね」

「お姉さん達は、真しん剣けんに交際相手を探しに来てるんですよね？　邪じや魔ましちゃってすみません」

「いいのいいのー。なんか出会いとかないかなー、みたいな感じで、別にそんなマジなノリじゃないから」

「っていうか別に私、学生クンでも守しゆ備び範はん囲いだしい」

「あ、言われてみれば、私もアリだわー」

「は？」

　なんだ？　なんか話がおかしな方に向かってないか？

「君、かわいい顔してるよね。学校でモテるでしょ？」

「いや、全然そんな事ないです」

「またまたー」

「そうそう、君みたいなイケメンが謙けん遜そんするのは、あんまりよくないと思うよお」

　いや……謙遜だったらどんなにいい事か。

「お、お姉さん達も綺き麗れいじゃないですか。わざわざこんな所に来なくても、相手なんていくらでも見つかりそうですけど」

　精せい一いつ杯ぱいの社交辞令を返してみた。この二人が綺麗なのは事実なんだけど、女の子を意識的に褒ほめるなんて経験は皆かい無むに等しいんで、自分で言って、ちょっと顔が赤くなってしまった。

「あらら、嬉うれしい事言ってくれるねー」

　ナースさんがぐい、っと身を乗り出してきた。

「ちょっ……」

　反対側からバニーさんも迫せまってくる。

「いくらでもどころかあ、職場にはオッサンしかいないのよお」

「そーそー。かといって合コンしてもチャラいのばっかりだしねー」

「う……」

　異なる匂においの香こう水すいが左右から同時に入ってきて、頭がクラクラする。

「ね、ねえちょっと……」

　そこでナースさんが何かに気がついた様子で、バニーさんの網あみタイツをちょいちょいと引っ張った。

「どしたのお？」

「な、なんかあそこで、すっごいこっちを睨にらんでる子がいるんだけど……」

　バニーさんと一いつ緒しよにそっちに目を向けた瞬しゆん間かん──

「うおっ」

　思わず声をあげてしまった。

　そこにいたのは雪平だった。ナースさんの言う通り、まるで視線だけで殺そうとしているかのように、もの凄すごい勢いでこちらを睨みつけている。

「ほんとだあ。君の知り合い？」

「ええ、知り合いっていうかクラスメイトなんですけど……」

　雪平は明らかに俺ではなく、お姉さん二人を睨んでいた。

「なるほどねー。そういう事か」

　ナースさんが何かに納得したように、悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべた……そういう事って、どういう事だろうか？

　ナースさんはそのままバニーさんに話しかける。

「ちょっと残念だけど、私達、退散した方がよさそうだね」

　そのまま立ち去ろうとするナースさんだったが、バニーさんがそれを引き止めた。

「ちょい待ってえ。んー、ああいうかわいい反応見てると、私、ちょっと意地悪したくなっちゃうんだよねえ」

「なっ……」

　俺に密着したバニーさんは、悪戯っぽい笑みを浮かべて、雪平の方へ視線を向ける。

「お姉さんといい事する気、あるう？」

「ちょっ……」

「もー、大人げないなー」

　横で呆あきれているナースさん。

「ふふ。やっぱり君、かわいい顔してるねえ」

　そう言って俺の眼前でウインクをする。うお……これが大人の魅み力りよくか。とても高校生には出せない雰囲気だ。そういう意味では密先せん輩ぱいも大人っぽいが、これはまたベクトルの違ちがう色っぽさだった。

「ねえ、もうやめといたら？　あの子、かわいそうだよ」

「ふふ、もうちょっとだけえ」

　そう言って更さらに体をすり寄せてくるバニーさん。

　こ、これはいくらなんでもやりすぎ──




【選べ　①バニーさんのおっぱいを揉もむ　②自らのおっぱいを揉む】




「……」

「どうしたのお？」

　急に黙だまってしまった俺を不思議に思ったのか、バニーさんがのぞきこんでくる。

　その彼女に対して俺は、自分の乳を……揉んだ。

「え？　え？」

　訳が分からないという顔をするバニーさん。大だい丈じよう夫ぶ、俺も分からないです。

　そして未いまだに頭痛はおさまらない。という事は……揉み続けるしかない。

「……」

　無言のまま己おのれの乳を揉みしだく俺。

「ちょ、ちょっと君、大丈夫う？」

「ど、どうしたの？」

　二人とも心配そうに声をかけてくれるが、頭痛はおさまらない。という事は……揉み続けるしかない。

「……」

　更に無言のまま己の乳を揉みしだく俺。

「……」

　更に無言のま以下略。

「……こ、この子ヤバいよお」

「……だ、だから早くやめなって言ったんだよ」

　ドン引きしたお姉さん二人は、足早に去っていってしまった。

　そのタイミングで頭痛が一気に引いていく。

　俺はがっくりと肩かたを落とした。

　く……選せん択たく肢しよ、学校ではお前のせいで散々な目にあってるんだから、せめてここでは大人しくしててくれてもいいんじゃないのか……

　そこでぽん、と肩に手が置かれた。

「ナンパが失敗して残念だったわね」

　雪平だった。

「いや、別にナンパしてたわけじゃ──」

「まあそんな下半身丸出しの表情してたら、成功する訳がないけれど」

「どんな顔だ！」

「目と口の間に、そんな卑ひ猥わいなものぶら下げて、よくそんな事が言えるわね」

「なんでただの鼻にそんなイチャモンつけてんだ！」

「で、あの年とし増ま二人と一体何を話していたのかしら」

「いやお前年増って──」

「あの年増達の垂れる寸前のパイオツに見とれていたんでしょう」

　まあたしかにあの二人はおっぱい大きかったけど、そんな言い方をしなくてもいいだろう。

「お前こそ、なんであんなにお姉さんの事睨んでたんだよ。あれはちょっと失礼じゃないか？」

「あら、睨んでいたなんて心外ね。甘草君の、異常な性せい欲よくからあの二人を守っていたのよ」

「別に異常じゃないからな……」

「甘草君の、なんの面おも白しろみもない性欲からあの二人を守っていたのよ」

「意味わかんねえから！」

「甘草君の、生まれた意味を知る性欲からあの二人を守っていたのよ」

「なんでテイル●みたいに言ってんだ！……ん？」

　気がつけば、俺達は辺りの注目を集めてしまっていた。そりゃあ、こんな衣装の女の子が性欲性欲連呼してたら目立つに決まってる。

「……」

　さすがに少しばつが悪かったのか、無言のまま立ち去っていく雪平。

「はあ……相変わらずあいつは意味が分からな……おわっ！」

　不意に、後ろから抱だきつかれた。

　こんな事をするのは一人しかいない。

「ちょっと密せんぱ──って謳歌？」

「そうれふ、わらしが謳歌ちゃんれーす」

　振ふり返った先にいたのは、なんだか様子がおかしい謳歌。

「お前……なんか顔赤くないか？」

「ふへへ……そんらことないれすよー」

　これまさか……酔よっ払ぱらってる？

　俺もさっき間ま違ちがって飲みそうになったけど……こんなになるまで気がつかないなんて事があるだろうか？

「えへへ……奏っちい……」

「よ、よせっ」

　無防備に頰ほおをくっつけてくる。普ふ段だんから距きよ離りが近すぎる謳歌だけど……これはその比じゃないぞ。

「なんで逃にげひゃうのお……ふにゃっ？」

「危ないっ」

　急にバランスを崩くずして倒たおれそうになる謳歌。慌あわてて支えたまではよかったが……

「う……」

　今度は前から思いっきり抱きつかれる形になる。

「は、離はなれろ、謳歌」

「やだよーん」

　そのまま、ぎゅっと力を込めてくる。

「えへへえ……」

　甘えるように体をすりつけてくる。い、色んなものが当たってるんだが……

　いや、そんな事考えてる場合じゃないな。この酔い方はちょっとまずいだろう。中毒とかも心配だし、実行委員の人に言って医務室に連れて行ったほうがいいかもしれない。

　高校生の飲酒は問題になりそうだけど、何かあってからじゃ遅おそいからな。

「おや、謳歌くん、ここにいたのか」

　後ろから密先輩の声がしたので、振り返る。

「甘草くん。謳歌くんなら心配いらないよ」

「いやいや、これはどう見てもまずいでしょう」

「違うんだよ、甘草くん。会場の奥側でステーキを実演で焼いていてね。目を輝かがやかせた謳歌くんは、鉄板のすぐ目の前で見学していたんだ。途と中ちゆうまでは問題なかったんだが、最後に香かおり付けのブランデーが垂らされてね。どうやら気化したそれを吸い込んでしまったらしい」

「え？　それだけでこんなになったんですか？」

「そうだね、謳歌くんはお酒自体は一いつ滴てきたりとも口にしていないよ。まあ、極きよく端たんにアルコールに弱い体質なんだろう」

　マジか……まあたしかに顔が赤いだけで、全然酒臭くさくはないけども。

「ねえねえ。奏っちはさあ……あらしの事、どう思ってふの？」

　抱きついたまま、いきなり訳の分からない質問をしてくる謳歌。

「どうって？」

　意図が摑つかめないから聞き返しただけなんだけど、謳歌は何故なぜか口をとんがらせた。

「むー」

　しかし、酔って感情の制せい御ぎよがおかしくなっているのか、いきなりハイテンションな感じになる。

「ぱんぱかぱーん。それじゃあ、あらしが、奏っちの事をどう思っていふかを言いまーふ。ぱふぱふぱふー」

　ブランデーの匂においだけでこれなら、実際に酒を飲んだらどうなるんだろう……

「あらしは……」

「お、おい……」

　再び、顔を限界まで近づけてくる謳歌。

「あらしはねえ……」

　鼻に、謳歌の吐と息いきがかかる。

「奏っちの事を──」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、無言のまま俺を見つめる謳歌。

　う……とろん、としたその目はいつもの謳歌とは全然違っていて、ちょっとドギマギしてしまう。

「奏っちの事をねえ……」

　俺の事を……なんだ？

「えへへ……わかんないやあ……」

　にへら、と相好を崩す謳歌。

　その瞬しゆん間かん、急に謳歌の力が抜ぬけ、全体重が俺に預けられる。

「すう……すう……」

　寝ねてる……

「おやおや。まあ、顔の赤みも引いてきているし、目が覚める頃ころには元に戻もどっているだろう。甘草くん、それまで胸を貸してあげる事……いや、言い間ま違ちがえた。それまで胸を揉もんであげる事だね」

「なんで言い直した⁉」

　先せん輩ぱいのボケはともかくとして、こんな場所でずっと抱きかかえている訳にはいかない。

「おい、謳歌、起きろ。医務室連れてってやるから、寝るんならそこで寝てくれ」

「いやいや甘草くん、そんな無ぶ粋すいな事を言わずにここはおぶって……いや、言い間違えた。嬲なぶってやったらどうだい？」

「だからなんで言い直す⁉」

「むにゃむにゃ……」

　耳元でこれだけ声を張り上げても起きる様子の無い謳歌。

「はあ……おぶるしかないか」

　先輩に手伝ってもらって、背中におぶせる。

「すう……もうちょっとで……分かるかも……しんにゃい」

　気持ちよさそうに寝言を呟つぶやく謳歌の体温は、なぜだかさっきまでよりも高くなっている気がした。




　謳歌を医務室で寝かしつけ、実行委員のお姉さんに後を任せて会場に戻る。体調不良って訳じゃないからずっと付いてなくてもいいだろうし、ミッションの事もあるしな……

「ん？」

　そこで、とある一人の男性の姿が目に入った。

　ユニフォームを身につけ、野球選手のコスプレをしているその男性は、目を異様にギラつかせながら、会場を見回している。

　おそらくは、声を掛かける相手を探してるんだろうけど……あれはあまりに露ろ骨こつ過ぎるんじゃないだろうか。

　なんの気なしに見ていると、その男性の視線が、ある一点で止まった。

　直後、その野球氏の顔面が真っ赤に染まる。

「こ、これは……」

　自分の心臓辺りを押さえて呟く野球氏。

　その視線の先には、やたらに挑ちよう発はつ的な衣い装しようを身に纏まとった女性がいる。

　女性の恰かつ好こうはほとんど水着に近かった。イメージとしては南米のカーニバルで踊おどり子が着ているような感じの衣装だった。

　なかなかにハードルの高い恰好だと思うけど、その女性はそれを着こなせるだけのスタイルの持ち主だったし、顔立ちも非常に整っている。

　野球氏は意を決したような表情で、踊り子さんのもとへ向かっていた。

　そして、開口一番、

「好きです、付き合ってくださいっ！」

　おいマジか……いくらなんでもいきなりすぎるんじゃないだろうか。

「え……」

　案の定、踊り子さんは非常に戸と惑まどっていた。

「ひ、一ひと目め惚ぼれです」

　明らかに空回っている野球氏の告白。

　そこでふと、ある事に気がついた。これってもしかして……ミッション達成してるんじゃないだろうか。

「……あの……えーと……ごめんなさい」

　当然の結果として野球氏はふられる。

　しかしその野球氏には悪いが、俺は期待に胸を膨ふくらませていた。俺はたしかに、野球氏が踊り子さんに惚ほれる瞬間を目にしたはずだ。

　しかし。

「……こないな」

　いくら待とうとも、期待していたミッションクリアのメールが着信するような気配はなかった。

　これは一体どういう事だろうか？

　野球氏のあの様子から考えて、ナンパの為ための演技だったなんて事は考えづらいし、ターゲットに年ねん齢れいや性別による制限なんかも掛けられていない。

　他ほかに考えられる要因としては……野球氏の踊り子さんに対する好き、の度合いがミッションの定めた恋こいの基準にまで達していなかったんじゃないか、という事だ。

　つまり、ミッションが規定してる合格の値あたいはかなり高く、一目惚れ程度のものではクリアにならないという事なのか。

　この場で会って、ちょっといいな、と思った程度の好意では弾はじかれる、と。

　でも、その基準で駄だ目めだとすると、この会場でミッションをクリアするのは難しいんじゃないだろうか。

「マジか……」

　テンションが急降下していく。じゃあこのミッション、どうやって達成すりゃいいんだよ……

「ほえ？　わたしですか？」

　そこで、聞き慣れたアホっぽい声が耳に入ってきた。

　目を向けてみればショコラが、派手な白スーツの男に声をかけられている所だった。

「そうそう。ちょっとあっちいかない？」

　すぐに声をかけて止めようかと思ったけど、ちょっと思う所があって踏ふみとどまる。

「いえ、奏さんに知らない人にはついていくな、といわれていますので。ごめんなさい」

　よし、言いつけはちゃんと守ってるみたいだな。

　しかし、男は簡単には引き下がらなかった。

「奏さんって誰だれ？　お友達かな？」

　どうやら俺の名前を聞いて、女だと勘かん違ちがいしているらしい。

「いえ、わたしのいちばんだいす──」

　ぐきゅるるるるるるる。

　セリフの途中、ショコラのお腹なかが豪ごう快かいに鳴った。

「はは、お腹すいてるんだね。いやー、面おも白しろいな、君。あっちのテーブルに美味おいしそうな料理たくさんあるけど、一いつ緒しよに行かない？」

「はい、いきますっ」

「アホかっ！」

　思わずその場で声を張り上げてしまった。

「ちょ、ちょっとすみません」

　そのままの勢いで男性とショコラの間に割って入っていく。

「あ、奏さんっ」

「奏……君が？　一体この子の何なわけ？」

　男性は、ちょっと不快そうに俺を見つめる。

　そりゃあ上手うまくいきそうだった（？）所を邪じや魔まされたらいい気はしないだろう。

「いや、なんというか……この子の……保護者です」

「保護者？　見た目同じくらいじゃん。大体、保護者付きでコンパに来る女の子なんて聞いた事ないんだけど。ねえ君、こいつとどんな関係なの？」

　男性に質問を向けられたショコラは、胸を張って言い放った。

「はい、奏さんはわたしがいちばんだいすきなひとですっ」

　あまりにストレートなその返答に、最初は呆あつ気けにとられたような感じの男性だったが、

「……ちっ、カップルでこんなとこ来てんじゃねーよ」

　忌いま々いましげに舌打ちしてその場を去っていった。

　俺達はカップルではないけど、男性の主張はもっともだった。

　さっきのお姉さん二人は気にしないと言ってくれたけど、やはり安くない料金を支し払はらって、真しん剣けんに相手を探しに来ている人達に誤解を与あたえるような事はよろしくないよな。

「ショコラ、ちょっと隅すみの方にいくぞ」

「？　なんでですか」

「いや、お前は何もしなくても目を引くんだよ」

「？　よくわかりません」

　首をかしげるショコラの顔をまじまじと見つめる。

　……やっぱり見た目は抜ばつ群ぐんなんだよな。中身を知らなければ、俺だって引っかかってしまうかもしれない。

「お前、恋れん愛あいとか興味ないだろ？　ちゃんと相手を探しに来てる人の邪魔しちゃ悪いから、あんまり目立たないようにしてよう」

「わかりました、奏さんがいうならそうします」

「ま、それはそれとして、だ。ショコラ、お前食べ物につられて俺の言いつけを破ったな」

　じろり、と睨にらみつける。こういう場ではまだいいが、路上とかでのナンパだったらどんな事になるか分かったもんじゃない。

「ごめんなさい、げんかいまでがんばったんですが」

「噓うそつけ！　一言で落ちてただろうが！」

「うう……でも奏さん、なんでそんなにおこってるんです？」

「は？　いや、説教なんだから怒おこってるのは当たり前だろう」

　いきなりなショコラの問いに、首をかしげる。

「ちがいます」

「違ちがうって……何が？」

「いつも奏さんにおこられ慣れてるわたしにはわかります。食べものをかってにたべたりした時とは、かおのしわのよりかたが全然ちがいます」

　そんな事まで分かるのか……

「あ、奏さん、わかりました」

　ショコラはそのまま、ずい、と身を乗り出してきた。

「な、なんだよ」

「しっとです」

「は？」

　嫉しつ妬と？　いきなり何を言い出すんだ、こいつは。

「べつのいい方をすると、じぇらしーです。さいきんよんだ本に書いてありました。じぶんの好きなひとが、いせいとなかよくしてると、もやもやするって」

「いや、ジェラシーってお前……」

　ふふん、みたいな感じで若じやつ干かんドヤ顔気味のショコラ。こいつ、絶対意味理解しないで使ってるだろ……

「大体それって、俺がお前の事好きなのが前提の考え方だよな」

「奏さん、わたしのこときらいなんですか」

「え？」

　予想とは違う切り返しをされて、変な声が出てしまった。

「……きらいなんですか？」

　上うわ目め遣づかいで、悲しそうな表情を見せるショコラ。

「い、いや……そういうわけじゃないけど……」

「じゃあすきですか？」

「ま、まあ……そう……だな」

「わたしもだいすきですっ！」

　一いつ瞬しゆんにして表情が輝かがやき、しっぽ毛がぴょこんとそそり立つ。

　ほぼ誘ゆう導どう尋じん問もんに近い内容だったけど、この顔されると、それ以上何も言えなくなっちゃうんだよな……

　毎度の事ながら、好きって言われればやっぱり悪い気はしないし。

「あれ？」

　何かに気がついた感じのショコラ。

「どうした？」

「ふとぎもんに思ったんですが、わたしは奏さんがだいすきなのに、奏さんが他のおんなの人となかよくしていても、何も感じないのは……おかしいんじゃないでしょうか」

　それは、ショコラが俺に抱いだいているのが恋愛感情じゃない事の証明だろう。

「ショコラ、お前恋愛って意味分かるか？」

「り、りろんはしってます」

　よつ○かよ……まあ、恋愛に関しては、実際に人とつきあった事がない俺が偉えらそうに言える事じゃないけども。

「恋愛ってな……まあその……難しいんだ」

　何か上手いこと言おうとしたけど、何も浮うかんでこなかった。

「はー、そうですか。むずかしいんですか………」

　珍めずらしく、何かを考えこんだような表情になるショコラ。

　そこで、マイクを通した司会者の声が響ひびいてきた。

《みなさーん、こちらにご注目くださいっ》

　声に従って、会場前方のステージに目を向ける。

《さてさて開始から一時間、親交も深まった事でしょう。ここらで一つ、ゲームをしてみたいと思います》

　その言葉に会場がざわつき始める。

《その名も公開強制王様ゲームですっ》

「なんだかおもしろそうですねっ」

　ショコラは吞のん気きにしているが、俺は嫌いやな予感しかしなかった。そんな全員の注目が集まっている中で絶対選せん択たく肢しが出現したりしたら、洒落しやれにならないからな……

《ルールは至し極ごく単純、皆みなさんが胸につけている番号札がありますね。今から私がくじを引きますので、番号が該がい当とうした三名の方はステージに登ってもらいます。そこで私が別のボックスからくじを引きますので、そこに書いてあった命令に必ず従っていただきます……ちょいエロのものもたくさん交ぜてありますので、男性陣じんはご期待くださいっ》

　その言葉に、男性陣から拍はく手しゆが沸わき起こる。対して女性陣の中には、嫌そうな顔をしている人もちらほら見受けられた。

《ちなみに、プレイヤーに選ばれた女性には、カタログギフトから豪ごう華か景品を差し上げる予定になっております》

　なるほど、女性陣を逃のがさない為ための準備は万ばん端たんか。まあそうでもしないと、野や郎ろうだけの参加になっちゃうだろうしな。

《もちろんこのゲームへの参加は強制ではありませんので、不参加の方用に隣となりに別会場を準備してありますが……前回、このゲームから誕生したカップルも少なくありません。皆みな様さまよく考えてお決めください。それでは一度休きゆう憩けいを挟はさみまして、十分後に再開いたしますっ》

　カップル誕生、か。

　……果たしてそこで、ミッションの基準をクリアするような恋こいが見られるだろうか。
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　そして十分後。

　会場にはほぼ九割方の人間が残っていた。公開されたカタログギフトの内容が予想外に豪華だったのもあるだろうし、ほとんどの人が飲酒してるから、アルコールのせいで気が緩ゆるんでいる、というのもあるかもしれない。

　そしてゲーム開始。

《いきなりきたーっ！　ハグですっ！　女性一、男性二ですので、女性は好きな男性の方に抱きついてくださいっ！》

《おっと、これは尻しり相撲ずもうだ！　三人で総当たり戦をしてもらいますっ！》

　司会者の説明通り、与えられた命令は体を触ふれあわせるようなものが多く、ゲームが進むにつれ、会場はかなりの盛り上がりをみせていた。

《こ、これは熱いっ！　三人で三角形になってポッキ●ゲームッ！　が、全員男でこれはきついぞーっ！》

「奏さん奏さん、みてくださいみてくださいみてくださいっ！」

　……盛り上がり方が別方向な奴やつもいた。

「そしてちょっとまざってきてもらっていいですか？」

「誰だれが交ざるかっ！」

　その後、俺が男三人に襲おそわれる妄もう想そうをはじめたんで、ドン引きした俺は、ショコラを放置して会場内をうろつく。

「しかしまずいな……」

　時間的にゲームもそろそろ終しゆう盤ばんだろうけど、誰かが恋に落ちた瞬しゆん間かんはまだ見られていない。壇だん上じようで、男がデレデレしているような光景は何回か目にしたけど、やはりその程度では基準は満たされないらしい。

「全く、くだらないイベントね」

　そんな事を考えていると、いつの間にか、雪平が横にやってきていた。

「まあ、年とし増ま二人のパイオツをしゃぶってゲヘゲヘ言ってるような人間には、楽しいんでしょうけど」

「誰がそんな事した⁉」

「あら、ゲテゲテの間ま違ちがいだったかしら」

「そこじゃねえよ！」

　ボケつつも、俺にジト目を向けてくる雪平……俺がお姉さん二人と話してたのが、なんでそんなに気に入らないんだろうか？

「あ、二人とも見つけたっ！」

　そこで、前方から謳歌が駆かけ寄ってきた。

「謳歌、お前もう酔よいは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　十分休憩の時に医務室に様子を見に行ったら、もういなくなっていたので、ある程度醒さめたんだろうとは思ってたけど。

「酔いって何が？　あたし、ステーキの実演見てたらいつの間にか寝ねちゃったみたいなんだよねー」

　首をかしげる謳歌の顔色は、完全にいつものものに戻もどっていた。そうか、さっきのは覚えてないか。

「いや……なんでもない」

　今までの傾けい向こうからして、もしあれを思い出したら、恥はずかしがって逃にげだすかもしれないしな。余計な事は言わない方が賢けん明めいだろう。

《皆様、残念ながらそろそろ時間が迫せまってまいりました。いよいよラストゲームです》

　そこで響いてくる司会の声。

　やばい、もう終わっちゃうのか。これは、最後に何か劇的な命令が出る事を期待するしか──





【選べ　①甘草奏・雪平ふらの・遊王子謳歌が選ばれる

　　　　②甘草奏・権ごん藤どう大だい子こ・権藤大子（その二）が選ばれる

　　　　③裏の世界】






　おい、その二ってなんだ、その二って……

　相変わらずの③は無視するとして、まともなのは──いや決してまともじゃないけど、選べるのが①しか残っていない……

《五十七番と百十番と二百四番の方、ステージ上へどうぞっ》

「あ、あたしだっ」

「私ね」

　……まあそうなるよな。

　選択肢によって他者の行動を操あやつった場合はその人物の記き憶おくが消去されるが、今回のこれは、本人達に直接作用したわけじゃないから、おそらく適用されないだろう。

　めちゃくちゃ嫌だったが選ばれてしまったものはしょうがない。登とう壇だんし、謳歌が①、俺が②、雪平が③の椅い子すに座る。

《おーっと、最後の最後で超ちよう王道、②番が①番と③番のほっぺにキスだーっ！》

　なん……だと。

「「「「「「キース！　キース！　キース！」」」」」」

　会場からは割れんばかりのキスコール。みんないい感じにアルコールが回ってハイテンションになっていた。

「お、おい。どうするこれ？」

　両りよう隣どなりの謳歌と雪平に話しかける。

「どうするも何も、やるしかないでしょう」

「あはは、そうだよねー」

　意外にも平気そうな二人。キスだぞ……いやキスだぞお前等？

　ただでさえ大事な事なのに、ほっぺとはいえこんな公衆の面前で……それとも俺の考え方が古いのか？

《しかもしかもっ、①番と③番にはほっぺをくっつけてもらって、②番はその真ん中にキスしてもらいますっ！》

「なっ……そ、そんな事出来るわけ──」

「「「「うおおおおおっ！」」」」

　異様に盛り上がる会場。

《さて、早さつ速そく①番と③番の方はほっぺをくっつけてください》

　司会の誘ゆう導どうに従って、謳歌と雪平はそれぞれの左右のほっぺを密着させる……おい、この真ん中にキスって……三人が超ちよう近きん距きよ離りで顔を押しつけ合うって事じゃないか……

　二人の前に立ったはいいが、そこから先に踏ふみ出せず、硬こう直ちよくしてしまう俺。

「甘草君、何か余計な事を考えてるみたいだけど、ただのゲームなんだからさっさと済ませたらどう？」

「そうそう、こういうのはノリが大事だよ奏っち」

　む……女子二人がここまで平然としてるのに、俺だけびびってるのも情けないな。

　よし……やるか。

「「「「「「キース！　キース！　キース！」」」」」」

　会場の盛り上がりも最高潮に達している。

「それじゃ……いくぞ」

　目をつむっている二人の顔に近づいたその瞬間、
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「……っ」

　俺は、ある事に気がついてしまった。




　なんだよこいつら……震ふるえてるじゃないか。




《あれ、どうしました②番さん、変なじらしプレイはいりませんよー》

　司会のそのコメントに、会場がどっと沸わく。

「……」

　俺は、司会者の方に向き直って、口を開いた。

「ごめんなさい、できません」

《え？》

「ごめんなさい、この子達にキスはできません」

《い、いや、だって今、直前までいってたじゃないですか》

「ごめんなさい、事情が変わったんで、できなくなりました」

《ル、ルールには従ってもらわないと困りますよ。せめて納なつ得とくいく理由を聞かせてもらわないと収まりがつきません。ねえ皆みなさんっ》

「「「「そうだそうだーっ！」」」」

　会場から俺に、非難の声があがる。まあ今までの参加者は、嫌いやがりつつも結局最後はみんなやってたしな。

　理由……理由か。まさかここで本当の事を言って二人に恥はじをかかせるわけにはいかないしな。

　俺は深呼吸をしてから、謳歌と雪平の目を見み据すえて、瞬間的に頭に浮うかんだ言葉を発した。




「この二人が、将来好きになる男の人に悪いと思ったんで、キスできません」




「「……え？」」

　きょとん、とした表情になる謳歌と雪平。

「キスは、ちゃんと好きになった人とするべきだと思うんで、できません」

「う……」「あう……」

　その直後、二人の顔面が一気に真っ赤に染まる。

　し、しまった。結局恥をかかせてしまった。噓うそをつくにしても、もうちょっとまともなのがあったろうに……

　俺のあまりに臭くさい発言に会場もドン引きしている。

　これは後で二人になんて言って謝れば──




「「あははははははっ！」」




「は？」

　突とつ如じよとして、二人の笑い声が響ひびき渡わたった。

　な、なんだ？　一いつ瞬しゆん前まであんなに真っ赤になって恥ずかしがってたのに……

「ど、どうしたんだ二人とも……」

　俺の問いかけには答えずに、謳歌と雪平は二人で腹をおさえながら話し始めた。

「き、聞いたかしら、遊王子さん」「う、うん、聞いた聞いたっ」

　そういえば、雪平は実は笑い上戸だったな。でも、今の俺の発言の一体どこがそんなにツボだったんだろうか。

「この人、私達が嫌がって震えてたんだと思い込んでるわよ」

　え……違ちがうのか？

「奏っちらしい勘かん違ちがいだよねーっ」

　勘違い……なんの？

「そしてあのセリフ……悔くやしいけれど、目に浮かんでしまったんだから認めるしかないようね」

「あたしも……浮かんじゃったからやっと気付いたよっ」

　二人とも、なんだか憑つきものが落ちたような、晴れ晴れとした表情をしている。

「お前ら……一体どうしたんだ？」

「甘草君には教えてあげないわ」

「あはは、教えてあげなーいっ」

「ね」「ねーっ」

　な、なんだ？　こいつらこんなに仲よかったっけ？

「謳歌、雪平、俺には一体何がなんだ──」

　雪平が、俺の唇くちびるに人差し指を当てて、セリフを遮さえぎった。

「ふらのよ」

「は？」

「雪平じゃなくてふらのよ、甘草君」

「え？」

　唐とう突とつな提案に戸と惑まどう俺に対して、

「これからは私の事、そう呼んでもらえるかしら」

　はっきりと俺の目を見て言い放つ雪平。

「え、それって結局無しになったんじゃ……」

「ふらのって呼んで欲しいの」

　その目には、いつになく真しん剣けんな光が宿っていた。

「あ、ああ……わかった」

　俺は一呼吸置いてから、ゆっくりと言葉を発した。

「ふらの……これでいいのか？」

　だ、大だい丈じよう夫ぶだろうか。この前の時みたいに、喉のどでも突つかれるんじゃないかと心配になってく──

「ありがとう」

「え？」

　その言葉と表情に、体が固まってしまう。

　こんなに……柔やわらかな笑い方が出来る女の子だったのか。

「奏っち」

　半ば放心状態になっている俺に、謳歌が傍そばまで寄ってきた。

「あたしねー、やっと分かっちゃったんだ」

「分かったって、何が？」

「へへ、さっきも言ったけど、教えたげなーい」

　謳歌は嬉しそうに笑った後、すっと表情を変えた。

「今度はあたしが奏っちに分からせてみせるから」

「う……」

　俺はまたしても固まってしまう。

　その瞬しゆん間かんの謳歌は妙みように大人っぽかった。

　謳歌からそんな印象を受けるなんて信じられないんだけど、何か数年分一気に成長したかのような……そう、言うなれば『女』の顔をしていた。

《あの……》

　そこで、遠えん慮りよがちな声がかけられる。

　なんだ……重大な何かを忘れてるような……

　振ふり返った俺達の視界に飛び込んできたものは──

《三人とも……全員に聞かれてるの、忘れてません？》




「「「……あ」」」




　その後、三人が三人とも真っ赤になってステージを降りる羽目になった。
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　時を遡さかのぼる事、数分。

（おお、謳歌くんとふらのくん、同時に惚ほれたねあれは！）

　ステージ上の奏達三人を見て、密秘ひめるはかなりの興奮状態に陥おちいっていた。

　彼女にとって、恋れん愛あい感情を観察する事は極ごく上じようの娯ご楽らくだ。それが正のものにせよ、負のものにせよ、人が恋愛感情を抱いだいた時に浮かべる表情は、例外なく美しい。

　その美しさは、想おもいの強さに比例して上がっていく。元から奏に並々ならぬ想いを抱いていた二人の事、本人達がそれを自覚した瞬間の表情は、今まで秘が見てきた中でも、屈くつ指しの輝かがやきに満ちていた。

（しかし、あそこまでの感情を目の前で見せつけられても、甘草くんの方は微み塵じんも気付いている様子が無いな……）

　今までも感じていた事だが、これはもう、ただの鈍どん感かんというレベルでは片付けられないように思える。

　そしてその鈍にぶさは、他者からの想いに限らず、彼自身にも言える事だった。

　あくまでも秘の直感的な印象ではあるが……甘草奏からは、やはり恋愛の気配が一いつ切さい感じられない。

「こうなると……これはもうお手上げだね」

　ひとりごちた後、背後に立つ人物に声をかける。

「なあ、君もそう思うだろ？」

「あら、気付いてらしたんですね～」

　秘の後方に佇たたずんでいた黒こく白びやく院いん清せい羅らは、穏おだやかな笑えみを貼はり付けながら、彼女の前方に移動する。

「まあ、それだけの存在感を出されたら、嫌でもね」

「あらあら、密さんの恰かつ好こうに比べたら大分大人しいと思いますけど～」

　胸むな元もとを大だい胆たんに開けた、ミニスカ仕様のウエディングドレスを見せつけるように、その場でくるり、と一回転してみせる清羅。

　秘は別に、服装の事を言ったわけではないのだが……おそらくは分かっていてとぼけているのだろう。周りから変人扱あつかいされている秘からみても、この会長は何か得体のしれない所がある。

「まあいい。君もあのステージ上の甘草くんの様子を見ていただろう？　ご期待に添そえなくて申し訳無いが、どうやら君からの依い頼らいは達成できそうにないよ」

　秘が清羅から受けた依頼は、『相手は問わないので、甘草奏に、『恋こい』という感情を芽生えさせる事』だった。

　色いろ仕じ掛かけでも駄だ目め、偽にせの恋愛相談をでっちあげてデートさせても駄目、あそこまで露ろ骨こつな恋心を向けられても駄目では、手の打ちようがない。

　いや、そもそもアプローチの仕方の問題ではないのかもしれない。奏の側に、恋愛を受け入れる準備ができていないのなら、何をやっても無む駄だだろう。

「あらあら残念です～。密さんならもしかしてと思ったんですが」

「それはすまないね。ところで依頼を受けた時から疑問に思っていたんだが……君は甘草くんに好意を寄せているんじゃなかったのかい？」

　表ランキングと『お断り５』の対たい抗こう戦において、彼女が全校生徒の前で奏に抱きついた光景は記き憶おくに新しい。

「あら、そういえばそうでしたね～」

　頰ほおに手を当てて、はぐらかすように微笑ほほえむ清羅。人の心の機き微びには敏びん感かんな秘をもってしても、彼女が何を考えているかは全く読めない。

「でもちょっと意外でした～。密さんなら最後までご自身で攻せめると思ってましたので」

「いやあ、最初は私もそう思っていたんだけどね。甘草くんと接しているうちに、考え方が変わったんだ。彼を横取りしてしまうよりも、元から彼に想いを寄せている彼女達を見ていた方が面おも白しろそうだってね」

「あらあら。『恋愛クラッシャー』らしくないセリフですね～」

「はは、その呼び名は、今でもしっくり来ていないんだけどね」

　秘は肩かたをすくめて苦く笑しようする。

　彼女自身に、積極的に人の恋愛を壊こわしてやろうなどという思考は一切存在しない。

　ただ、『この人物が恋している表情を見たい』という想いを抱いてしまった場合、相手がフリーか彼女持ちか、などという事情を斟しん酌しやくする暇ひまも無く、体が勝手に動いてしまうだけだ。

　後者の場合、相手は既すでに現在進行形で恋愛中であるわけだが、ただそれを観察していれば満足できるというものでもない。自分の方がより強い恋愛感情を抱かせ、より相手の表情を輝かせる事ができるのだから。

　結果として彼氏を奪うばわれた彼女の行動は様々だ。浮うわ気きに嫌けん悪お感かんを抱いて離はなれていく例もあったし彼氏に直接怒いかりをぶつける場合も多い。

　もちろん、元げん凶きようである秘自身に怒りの矛ほこ先さきが向くケースも少なくない。直接詰つめ寄られた事も一度や二度ではないが、そういう場合は一時的に自分に惚れさせてしまう。

　秘の恋愛観察において、男女の区別は一切ない。トラブルの解決にもなるし、自身の欲よく望ぼうも満たせるので一石二鳥。女子から女子という、通常とはベクトルの違ちがう恋愛感情も、男女のそれとは別の趣おもむきがあり、なかなか乙おつな物だった。

　まあ、ノーマルの子に変な癖くせをつけてしまわないよう、その場限りの恋で終わらせるようにはしているが。

　自分が道徳的によろしくない事をしているのは自覚している。しかし、これはもう本能に近い行動なので、これからも自重するつもりは毛頭無い。

　が、奏に関しては別だった。非常に好ましい人物ではあるし、彼が恋を知った時の表情を見てみたいとは思うが、奏が誰だれかを好きになっている状態のイメージが、全くと言っていい程ほど浮うかんでこない。

　清羅には、謳歌とふらのを見ている方が面白い、と言いはしたが、彼女らにしてみても、このままでは望みは非常に薄うすいだろう。

「まあ私が手を出すのはここまでにさせてもらうよ。甘草くんを惚れさせたいのなら、自分でやってくれ」

　しかし、改めて考えるとおかしな依頼だった。『自分に』ではなく『誰でもいいので恋をさせてくれ』などというのは願望として不自然過ぎる。

　そういえば、奏自身も『人が恋に落ちる瞬間を見たい』と希望していた事を思い出す。

　両者が抱いているこの奇き妙みような願望……偶ぐう然ぜんとは思えない。何か共通の事情でも抱かかえているのだろうか。

「そうですか～。残念ですが、また他ほかの手を考えるしかないですね～」

「そうしてもらえると助かるよ。まあ、私としては、成功報ほう酬しゆうが貰もらえなかったのが心残りだけどね」

　そう、秘は清羅からの依頼を無条件で請うけ負った訳ではない。彼女から話を持ちかけられた時、ある一つの交こう換かん条件を提示した。

「ちなみに密さんは、私に何を聞きたかったんですか～？」

　秘が提示した成功報酬は『清羅が何でも一つ、質問に答える事』だった。

「恋愛は、美しい」

　秘は、清羅の問いかけには答えずに、語り出した。

「喜び、怒り、悲しみ、憎にくしみ、驚おどろき、羞しゆう恥ち、嫉しつ妬と、煩はん悶もん、絶望、後こう悔かい……数え上げればきりがないけれど、恋愛行動には、人間の持ちうる全すべての感情が内包されている。私は、本能に従って発せられるその感情を非常に愛いとおしく、美しいと思う。たとえそれが負の感情であったとしても、だ」

　清羅は相あい槌づちを打つことも無く、いつも通りの笑顔を貼り付けたまま、無言で秘の話を聞いていた。

「そういう意味では、甘草くんはあまり美しくないと言えるね。彼からはプラスマイナスの区別なく、そういった感情がまったく伝わってこない……彼の恋愛観は明らかに歪ゆがんでいる」

　そう、まるで恋愛する事を頑かたくなに拒こばんでいるような印象を受ける。極きよく端たんに鈍感なのも、無意識に何らかのガードをかけてしまっているからではないかと類推される。それが何に起因するものなのかは、本人にしか……いや、本人にも分かっていないのかもしれない。

「そう、君とはまるで反対方向にね」

　その瞬間、清羅の眉まゆがぴくり、と動いた。

「それはどういう意味ですか～」

「あくまで私の感覚的な話だから、聞き流してくれても構わないんだが……君は恋愛の気配が濃こすぎるんだよ」

「濃すぎる、ですか～？」

「ああ、通常、恋愛の数をこなしたり、質のいい恋愛経験をする事で、この気配は濃のう度どを増していく。大恋愛の末に結ばれたカップルや、数々の恋愛を経て、最終的に幸せを摑つかんだ人物なんかと話す機会があったんだが、彼らの抱く感情は素す晴ばらしく濃のう厚こうで美しかった……しかし、だ」

　秘はそこで一いつ旦たん言葉を溜ためる。

「清羅くん、君の気配の濃さは、はっきりいって異常だ。とても一いつ介かいの女子高生のものとは思えない。そう、喩たとえるなら、行き場の無い数百年単位の恋愛体験を、心の中で燻くすぶらせているような……過ぎたるは及およばざるが如ごとしという言葉は言い得えて妙みようだね。君の恋愛感情は、甘草くんとは逆の意味で美しくない」

「よく分からないですけど、そんなふしだらな女の子みたいな言い方、ひどいです～」

　秘はすっとぼけた清羅のセリフを無視して、言葉を続ける。

「そう、初めて会った時から、ずっと疑問に思っていたんだ」

　清羅の目を見み据すえて言い放った。

「黒白院清羅……君は一体何者だい？」

「……」

「……」

　二人の間に、沈ちん黙もくが訪おとずれ、数十秒が経過した後──

　清羅はにっこりと微笑んで、言い放った。

「それは、神のみぞ知る所です～」

　そしてそのまま踵きびすを返し、悠ゆう然ぜんと秘の前から去っていった。







（密さん、なかなかに鋭するどいですね～）

　周囲の男性参加者からの視線を一身に浴びながら、清羅は会場内を出口に向かって歩いていく。

　神の僕しもべである黒白院清羅に、主たる神が今現在与あたえている命題は、『甘草奏が恋を知る事』だ。

　しかしあくまでもそれはただの手段であり、最終目的はまた別にある。

　その目的達成の補助の為ために、清羅は数百年にわたり、この世界で人間の恋れん愛あい模様を見続けてきた。

　そう、先程秘が比ひ喩ゆのつもりでした発言は、清羅の体験をほぼそのまま言い当てていた事になる。

　ではなぜ清羅はそんなにもの長きにわたって、この世界にとどまっているのか。

　それは、主である神に起因する。悠ゆう久きゆうとも言える寿じゆ命みようを持て余している主は、時間に対する感覚が適当で、なかなか自ら積極的に動こうとしない。

　目的が達せられるのが明日であろうが、百年後であろうが。主にとってさしたる違いはないのだろう。

　更さらに、性格的に余計な遊びを好む傾けい向こうがあるので、目的達成の一手段として主が作り出した『呪のろい』のシステムは、お世辞にも効率的とはいえず、更なる遅ち延えんの原因になっていた。

　主が目的を達しなければ、清羅はいつまでもこの世界から解放される事はない。

　神には及ばずとも、人間とは比するべくもない寿命を有している清羅に焦あせりはないが、似たような事の繰くり返しは、刺し激げき的とは言い難がたかった。

（まったく、僕も楽じゃありませんね～）

　そこでふと、自分と同じ僕である、ショコラの事が脳のう裏りに浮かんだ。

　どうやら妙な具合に記憶が混乱しているらしく、自分の役目と運命をろくに把は握あくしていないようだ。

（まあ、その方が彼女にとっては幸せかもしれませんね～）

　神の最終目的の為に派は遣けんされている清羅と違って、ショコラは奏のサポートの為にこの世界に来ているだけだ。

　もし奏が誰かに恋愛感情を抱いだけば、その時点で彼女は──




　　　　５




「あの、甘草奏さんですか？」

　帰りがけ、スタッフのお姉さんが声をかけてきた。

「そうですけど……なんで俺の名前を？」

「さっき、お知り合いだという女性がこれを届けてくれたんです」

　そう言ってお姉さんが差し出したのは、俺の携けい帯たい電でん話わ。

　知らない間に落としてたのか……全然気がつかなかった。

　それにしても知り合いって一体誰だろうか。一いつ緒しよに来たメンバーなら直接手て渡わたしてくれればそれで済む話だと思うけど……気になったんで、どんな感じの見た目だったか聞いてみる。

「あなたと同じくらいの年ねん齢れいでしたよ。髪かみがものすごく長くて地面に着きそうな。話し方もすごい特とく徴ちよう的でしたね。なんかこう、語ご尾びを伸のばすような感じで」

　間ま違ちがいない、黒白院会長だ。最近、俺の前に姿を現さないなと思ってたんだけど……やっぱり裏でなにやら動いているらしい。

　とりあえずお姉さんにお礼を言って携帯を受け取る。

「お」

　メールが三件届いているという表示があったので、ボックスを開いてみる。

「は？　なんじゃこりゃ」

　それらの送り主は全て『神』。おまけに件名も全て『ミッションコンプリート』だった。

　訳がわからないままに、一件目を開いてみる。

《おめでとうございます　次のミッションを楽しみにお待ちください》

　開いていってみるが、後に続く二件目、三件目も全く同じ文言だった。

「マジか……」

　なぜか個別の着信時間が表示されていないんで、どのタイミングだったかは分からないけども、これは、いつの間にか誰だれかが恋こいをする瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてたって事だよな。

　という事は、後はショコラに嫌きらわれるミッションだけか。

　でも、三回も人が恋する瞬間を見たなんて思えないんだけどな……

「奏さん、どーかしましたか？」

　いつの間にか、傍そばにショコラが寄ってきていた。

「ショコラ、ちょっと聞いていいか？」

　まさかとは思ったが、念のために確かく認にんしてみる事にする。

「はい、なんでしょーか」

「お前、今日のこの会場で、なんか俺を嫌いになるような事、あったか？」

　ショコラはちょっと考え込んだ後、

「はい」

「だよなあ……って、え？」

　予想外の返答に、変な声が出てしまう。

「えっと、たぶんあれのことじゃないかと思います」

「あれって？」

「さっき、ふらのさんと謳歌さんが、すてーじのうえで奏さんにきすされかかってましたよね」

「あ、ああ……」

「そのあとで、ふたりともおおわらいしてましたよね」

「まあ……で、それがどうしたんだ？」

「その時の、ふらのさんと謳歌さんのすがたをみたしゅんかんですね……頭をがつーんとなぐられたようなしょうげきを受けました……それで……うまくいえないんですが……なんというかですね……」

　珍めずらしく口ごもったショコラは、そこで一旦言葉を切って、俺の顔を見上げた。

「奏さんにものすごくいらっとしました」

「……うん？」

　ちょっと何を言っているのか分からない。

「どういう事だ？」

「わかりません……でも、なんだかあんまりよくない気持ちになったのはまちがいありません」

　ショコラ自身も、困こん惑わくしているようだった。

「これはいい方をかえると、きらいになったと言えるかもしれません」

　しかし、今のショコラは完全にいつも通りにみえる。

「いや、全然いらついてるようには見えないんだけど……」

「そーなんです。聞いてください奏さんっ」

　しっぽ毛をぴょこり、と立てて、ずいっと顔を近づけてくる。

「わたしもよくわからないんですが、いらっとしてしまったそのあとで、ふしぎな事がおこりました」

「不思議な事？」

「あのですね……いままでよりもずっとずっと、奏さんの事がだいすきになりましたっ」

「……は？」

　なんだ？　一旦嫌いになって、その後すぐに今までよりも好きになった？

「なんだそれ？」

「わかりません……でもわたしは奏さんがだいすきですっ」

「ちょ、いきなり抱きつくなっ」

「そして、あたらしい事がわかってしまいました」

「新しい事？」

　ショコラは俺の胸に埋うめた顔をあげ、頰ほおを染めながら口を開いた。
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「はい、この好きは……けっこんしたいの好きですっ」

「……はい？」

　い、一体なにを言ってるんだ、こいつは。

「そしてですね、さきほどのふらのさんと謳歌さんのしょっくで、ある事を思い出しました……奏さんがぜったいせんたくしを手放すほうほうです」

「……は？」

　衝しよう撃げき的な発言の連続に、反応が間に合わない俺。絶対選せん択たく肢しを手放す方法を……思い出した？

　ショコラは更に俺を強く抱だきしめて、満面の笑えみを浮うかべた。

「奏さん。わたしの事を、おんなのことして好きになってくださいっ」







　雪平ふらのは、自分が抱いていた感情が恋だという事を認めた。

　遊王子謳歌は、自分が抱いていた感情が恋だという事を理解した。

　ショコラは、自分が抱いていた感情が恋に変化するのを体験した。




　甘草奏は、恋という感情を持つことができない。







　幕間　ある可能性の話４
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「おいちょっと待て！」

「なんですか、甘あま草くさ奏かなで」

「なんですかじゃないだろ！」

「騒そう々ぞうしいですね、少し黙だまりなさい」

　俺の怒いかりを歯し牙がにもかけず、いつも通りの冷たい声こわ色いろのショコラ。




《柔やわ風かぜ小こ凪なぎのパンツを、着用された状態で目撃せよ　期限　五月十一日（土）》




　このミッションが下された直後、ショコラは俺を柔風の前に連れて行くなり、いきなりそのスカートをめくった。

　柔風のパンツは完全に丸見え……彼女は恥はずかしさのあまり、駆かけだしていってしまった。

　必死で追いかけて土下座し、なんとか落ち着いてもらえたけど……本当にひどい事をしてしまった。

「黙ってられるか！　お前、自分が何をしたか分かってるのか‼」

「単に、スカートをめくっただけですが。甘草奏、余計な感情は切り捨てなさい。手段を選ばなければこんなに簡単なミッションはないでしょう」

「お前っ……」

　俺は本気で怒おこっていた。俺にならばいくら暴言を吐はこうが何をしようが構わないが、女の子にあんな真似まねをしておいて平然としているなんて許せない。

「……」

「……」

　無言のまま視線を交こう錯さくさせる俺とショコラ。

　その状態が無限に続くかと思われた数分後──

「……分かりました。今回は私がやり過ぎたようです。後で柔風小凪に謝罪に行きましょう」

　ついにショコラが折れた。ひとつも悪いと思っていない事務的な口調が気になるが、一応反省の言葉を口にしている以上、更に追つい及きゆうする訳にもいかない。

「甘草奏」

「ん？」

　何事もなかったかのような調子で話しかけてくるショコラ。

「美少女の下着でも見れば、簡単に惚ほれるかとも思っての行動でしたが、さすがにそこまで単純ではなかったようですね……このまま神の遊びに付き合っているのは非効率的と判断します。もっと直接的な方向に方針転てん換かんする事にしましょう」

　半ば一人言のように呟つぶやくショコラ。直接的ってどういう事だ？

「はっきりと言いましょう。ミッションなどクリアしてもなんの意味もありません」

「は？」

　いきなり何を言い出すんだ？　選せん択たく肢しを解消できるっていうからこんな無む茶ちやなミッションに付き合ってるっていうのに……

「ミッションは目的ではなくあくまで手段です。その過程で、貴男あなたにある感情を芽生えさせる為ための」

「ある感情？」

「甘草奏、貴男が誰だれかに恋れん愛あい感情を抱いだけば、その時点で『呪のろい』は解除されます」

「……は？」

　ショコラが何を言っているのか全く理解できなかった。俺が誰かを好きになれば絶対選択肢が無くなる？　その二つに一体何の因果関係があるんだ？

　まあ仮にその条件が本当だとしても、不可解な点がある。

「ちょっと待ってくれ。俺は絶対選択肢のせいで恋愛ができなくなってるんだぞ」

　明らかに順番がおかしい。絶対選択肢さえ無くなれば今すぐにでも恋愛をした──

「ぐっ！」

　その瞬しゆん間かん、頭に強きよう烈れつな痛みが走った。

　これは絶対選択肢によるものとは違ちがう……なんだ？

「ぐうっ！」

　再度、脳の奥底に激しいノイズが走り、記憶が揺ゆさぶられる。

　何か、大切な事を忘れているような──

「ん？」

　その思考は、体に当たる柔やわらかい感かん触しよくによって断たち切られた。

「な、なにしてんだっ！」

「見ての通り、胸を押し当てています」

　いきなり腕うでを組み、体を強く密着させてくるショコラ。

「さあ、胸を揉もむなり服を脱ぬがすなり、私を好きにしていただいて結構です」

「お、お前……一体どうしたんだ？」

「この世界の男は、普ふ段だん強い態度をとっている女性が、稀まれに従順な一面を見せると興奮すると認にん識しきしていましたが……違いますか？」

　いや、それは個人的嗜し好こうの問題だと思うけど……なんにせよ展開が急すぎるだろ。

「さあ、何をしてもいいですから、早くこの私の事を好きになりなさい」

　更さらに限界まで体を押しつけてくるショコラ。

「ま、待て、ちょっと待て！　そ、そんな雑な感じで言われて好きになんかなれる訳ないだろっ！」

　手をふりほどき、慌あわててショコラから離はなれる俺。

「性せい欲よくと愛情は密接に結びついているはずなのですが……なかなか難むずかしいですね」

「せ、性欲ってお前な……何がしたいのかはいまいち分かんないけど、もっと自分を大事にしろよ」

「自分を大事に？　そんな事をしても全く意味がありません」

「なんでだよ？」

　ショコラは俺の問いに対して、まるで他人事のような調子で言い放った。

「貴男が誰かに恋愛感情を抱いだけば、私は消えてなくなるのですから」





【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







『俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している』アニメ化企き画かく進行中です！




　ここで一つ、サバの話でもしましょうか。

　なんでサバかというと、おいしいからです。とてもおいしいからです。


　サバあるある①　週に四～五回のペースで食べて、母親に引かれる。

　サバあるある②　たまにサンマとかアジに浮うわ気きするけど、結局はサバの所に戻もどってきちゃう。お嫁よめさんにしたい青魚ナンバーワン。

　サバあるある③　家に来た友人に特製サバ汁じる（沸ふつ騰とうさせた味み噌そ汁しるに生のサバを投入して煮に込こむ）を振ふる舞まう。『生なま臭ぐさくて食えない』と突つき返かえされ、自分で二杯はい食べる。せつない。でもおいしいからいい。

　サバあるある④　意外と目がかわいい。

　サバあるある⑤　やっぱりそうでもない。

　サバあるある⑥　履り歴れき書しよに『好きなもの　サバ』と書いて、面接官と話が全く続かない。

　サバあるあ……ねーよ。






　……えー、冒ぼう頭とうの告知を完全に無視した内容で申し訳ありません。いや、まだあの一行くらいしか言える事が無いんですよ。という事で、謝辞に移ります。

　担当Ｙ女史。最近、電話打ち合わせでの下ネタダメ出し（という名の羞しゆう恥ちプレイ）が少なくて寂さびしいです。おそらくは『もうこいつに何を言ってもやめないから無む駄だだ』と諦あきらめているのでしょう。初うい々ういしかったあの頃ころの二人に戻りたいです。

　イラスト担当のユキヲさん。今回はコスプレ回という事で衣い装しようのバリエーションが多く、眼福の極きわみであります。特に表紙のロリバｂ……もとい、大人の女性がお気に入りです。

　コミカライズ担当の一いつ葵きさやかさん。動き回るキャラ達を見るのが毎回楽しみでなりません。リンチされた豚ぶたの真似まねをする奏のラフ凄すごかったです。誰だれだよ、あんな場面考えたの。

　そして、本書の出版・流通の過程でご尽じん力りよくいただいた全すべての方々に、多大なる感謝を。

　最後に、読者の皆みな様さまに一番の感謝を。様々な媒ばい体たいからいただける感想や励はげましのお言葉は、執しつ筆ぴつの大きな原動力になっています。ツイッターからのご意見も是ぜ非ひ！

　それでは、夏に発売予定の五巻でまたお会いしましょう。





二〇一三年二月　春日かすか部べタケル　　
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俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている４








春日かすか部べタケル
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